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1451年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾏｼﾞｬﾊﾟﾋﾄ王国国王｢ﾗｼﾞｬｽﾜﾙﾀﾞﾅ｣(~1453年)
1451年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｸﾞｼﾞｬﾗｰﾄ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｱﾌﾏﾄﾞ･ｼｬｰ2世(~1458年)
1451年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾞﾌｰﾙ･ﾛｰﾃﾞｨがﾛﾃﾞｨｰ朝(~1526)を創始<即位>ﾛｰﾃﾞｨｰ朝初代ｽﾙﾀｰﾝ:ﾊﾞﾌﾛｰﾙ･ﾛｰﾃﾞｨｰ(~1489
  年)
1451年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾎﾟﾝﾁ国ｶｼﾐｰﾙのｽﾙﾀﾝがﾋﾝﾄﾞｩｰ教の王を打倒
1451年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<設立>ｱﾌﾞﾊｼﾞｱ公国(ﾐﾝｸﾞﾚﾘｱから分離)
1451年-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<即位>ﾅﾊﾞﾆ王朝ｲﾏﾑ｢ｵﾏｰﾙ･ﾋﾞﾝ･ｱﾙ･ﾊｯﾀﾌﾞ｣(~1490年)
1451年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｽｰﾙ朝ｽﾙﾀﾝ｢al-Mu'ayyad Husayn｣(~1454年)
1451年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｱﾃﾈ公｢ﾈﾘｵ2世｣
1451年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｱﾃﾈ公｢ｸﾚｰﾙ･ｼﾞｮﾙｼﾞｮ｣(~1454年)､｢ﾊﾞﾙﾄﾛﾏｵ･ｺﾝﾀﾘｰﾆ｣(~1454年)､｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ1
  世｣(~1454年)共同統治
1451年-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾞｰﾀ卿｢ｽﾃﾊﾟﾝ･ｷﾞｭﾙｹﾞｳﾞｨｯﾁ｣(⇒1452年､専制君主⇒後､ｳﾞｪﾈﾂｨｱの支配
  下~1465年1月没)
1451年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｭｰｹﾞﾝ公｢ｳﾞｧﾙﾃｨｽﾗﾌ9世｣(~1457年)
1451年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ｱﾙﾈﾘｵ･ﾛｳﾞﾚﾃｨｯﾁ｣
1451年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||ｳﾞﾙﾎﾞｽﾅ(ｻﾗｴﾎﾞ)がｵｽﾏﾝ帝国に陥落
1451年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾘｰ=ﾜｰﾚﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞ･ﾓｳﾌﾞﾚｰ｣ﾉｰﾌｫｰｸ公(~14760114死去)
1451年1月29日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ｶｲﾛ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｶﾘﾌ｢ｶｰｲﾑ｣(~1455年)
1451年1月29日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ公(王位継承者)｢ｼﾞｮｱﾝ｣(~2月夭折)
1451年2月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾑﾌｧﾘﾄﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢Muhammad Shah2世｣
1451年2月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾑﾌｧﾘﾄﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢Ahmad Shah2世｣(~1458.5死去)
1451年2月 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ公(王位継承者)｢ｼﾞｮｱﾝ｣
1451年2月 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ公(王位継承者)｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ｣(2度目~14520206)ﾍﾞｰｼﾞｬ公･ｳﾞｨｾﾞｳ公
1451年2月2日-09:00|日本|愛知県岡崎市|宝徳3年|三河国信光明寺を創建
1451年2月2日-09:00|日本|静岡県浜松市中区|宝徳3年|浄土真宗の芳蘚寺(紺屋町)創建
1451年2月2日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||明･景泰2年|ｴｾﾝがﾓﾝｺﾞﾙのﾄｸﾄﾌﾞﾊ･ﾊｰﾝを暗殺
1451年2月3日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｵｽﾏﾝ帝国第(6)代ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾗﾄ2世｣47歳(誕生1404年)
1451年2月3日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<復位>ｵｽﾏﾝ帝国第(7)代ｽﾙﾀﾝ｢ﾒﾌﾒﾄ2世｣(~14810503死去)
1451年2月28日-09:00|日本|愛知県北設楽郡設楽町|宝徳3年1月27日|三河国天道社の社殿が建立される
1451年3月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ｼｴｰﾅと同盟
1451年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾁｪｯｺ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾀﾞ･ｳﾞｧｯﾚ｣｢ｼﾓｰﾈ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾍﾞﾙｯ
  ﾂｨ｣
1451年4月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｼｬﾙﾙ7世の王太子ﾙｲ(のちのﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ11世)､｢ｻｳﾞｫﾜ(ｻｳﾞｫｲｱ)公国｣ﾙｲ･ﾄﾞ･ｻ
  ｳﾞｫﾜの娘ｼｬﾙﾛｯﾄ･ﾄﾞ･ｻｳﾞｫﾜと再婚
1451年4月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾛｰﾃﾞｨｰ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾊﾞﾌﾙｰﾙ･ﾛｰﾃﾞｨｰ｣(~14890712死去)
1451年5月1日-09:00|日本|静岡県浜松市北区|宝徳3年4月|摩訶耶寺(三ヶ日町)仁王門成就
1451年5月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ､ﾌｫﾙﾘの君主ｵﾙﾃﾞﾗｯﾌｨを保護下に入れる
1451年5月30日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<死去>ﾍﾟｸﾞｰ王｢ﾋﾞﾝﾆｬ･ﾜﾙ｣
1451年5月30日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾍﾟｸﾞｰ王｢ﾋﾞﾝﾆｬｰ･ﾁｬﾝ｣(~1453年6月没)
1451年6月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾃｨﾑｰﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ｣反乱を起こしたｱﾌﾞｰ･ｻｲｰﾄﾞに敗れ処刑さ
  れた
1451年6月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾃｨﾑｰﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞｰ･ｻｲｰﾄﾞ｣(~14690208死去)
1451年6月10日-09:00|日本|愛媛県|宝徳3年5月11日|小早川盛景ら伊予国に出陣し20余か所の城を攻略
1451年6月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍､ﾌﾗﾝｽ西南部のﾎﾞﾙﾄﾞｰを占領
1451年7月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾛｽｼｰ公(ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王位の法定推定相続人)｢ｼﾞｪｰﾑｽ･ｽﾁｭﾜｰﾄ｣(~14600803ｼ
  ﾞｪｰﾑｽ3世として即位)
1451年7月24日-09:00|日本|愛媛県|宝徳3年6月26日|小早川盛景ら伊予国の合戦で勝利を得る
1451年8月2日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<即位>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾗﾃﾞｨｽﾗｳｽ･ﾎﾟｽﾄｩﾑｽ｣ｴﾘｰｻﾞﾍﾞﾄ1世の息子(~14571123死去
  )
1451年8月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍､ﾌﾗﾝｽ南西部のﾊﾞｲﾖﾝﾇを制圧/全ｷﾞｭｲｴﾝﾇがﾌﾗﾝｽ王ｼｬﾙﾙ7世の支配
  下に入る
1451年8月26日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･景泰2年8月|李氏朝鮮の鄭麟趾(ﾃｲ･ﾘﾝｼ)らによって｢高麗史｣成る
1451年9月25日-09:00|日本|京都府京都市|宝徳3年9月|京都で土一揆蜂起
1451年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾆｺﾛ･ﾃﾞｨ･ﾐｹﾘｰﾉ｣｢ﾊﾟｵﾛ･ﾃﾞｨ･ｱﾝｼﾞｪﾛ･ﾃﾞｨ･ｼｵﾉ｣
1451年10月4日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼｭﾃｯﾃｨﾝ公｢ﾖｱﾋﾑ1世若公｣
1451年10月15日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾎﾞｸﾞﾀﾞﾝ2世｣
1451年10月15日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾋﾟｮｰﾄﾙ4世ｱﾛﾝ｣(1回目~14520224)
1451年10月25日-09:00|日本|長野県|宝徳3年10月|<交替>信濃国守護｢小笠原光康｣⇒｢小笠原持長｣(~享徳元年(1
  452)12月)
1451年10月25日-09:00|日本|奈良県|宝徳3年10月1日|大和土一揆徳政を求めて奈良に攻め入り元興寺,興福寺大
  乗院を焼く
1451年11月7日-09:00|日本|奈良県|宝徳3年10月14日|奈良に徳政一揆起こる
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1451年11月10日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ共和国､教皇よりﾗｳﾞｪﾝﾅを領土に受け取る
1451年11月19日-09:00|日本/中国|  ||宝徳3年10月26日|幕府僧允澎等を明に遣わす
1451年11月20日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢皇甫仁｣(~14531110)
1451年11月22日-09:00|日本|京都府京都市|宝徳3年10月29日|足利義成が学問所を北小路の邸につくる
1451年12月15日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>(~19日)ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ=ﾊﾞｰｽ公｢ﾊﾞﾙﾆﾑ8世若公｣
1451年12月21日-09:00|日本|愛知県|宝徳3年11月28日|<死去>尾張国海東郡･智多郡守護｢一色教親｣
1451年12月21日-09:00|日本|愛知県|宝徳3年11月28日|<任命>尾張国知多郡守護｢一色義遠｣
1451年12月21日-09:00|日本|三重県|宝徳3年11月28日|<死去>伊勢北半国守護･志摩国守護･丹後国守護｢一色教
  親｣⇒｢一色義直｣(~応仁元(1467)年3月)
1452年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<死去>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢ﾄｸﾄｱ･ﾌﾞﾊ(ﾀｲｽﾝ･ﾊｰﾝ)｣殺害される
1452年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<即位>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢ｱｸﾊﾞﾙｼﾞ｣(~同年没)
1452年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｶｼﾓﾌ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ｶｰｽｨﾑ｣ｶｻﾞﾝ･ﾊﾝ国のﾏﾌﾑｰﾄﾞの弟(~1469年死去)
1452年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾋｽﾝ･ｶｲﾌｧ)ｱﾐｰﾙ｢Kamil Ahmad2世｣(~1455年)
1452年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<廃位>ｳﾞｫﾙｨｰﾆ公｢ｼｭｳﾞｨﾄﾘｶﾞｲﾗ･ｱﾙｷﾞﾙﾀﾞｲﾃｨｽ｣ﾊｰﾙｨﾁ･ｳﾞｫﾙｨｰﾆ戦争の結果､ﾘﾄｱﾆｱ大公国
  の領土となり､自治権を失ってｳﾞｫﾙｨｰﾆ県に改められた
1452年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのﾃﾞｭﾗｯﾂｫ執達吏･長官｢ﾓｲｰｾﾞ･ｽﾘｱｰﾉ｣(2度目~1454年)
1452年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾋﾞﾄﾑ公｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ3世｣(~10.4死去)
1452年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾗ･ｺﾞﾒﾗ伯｢Hernan Peraza "el Viejo"｣
1452年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾗ･ｺﾞﾒﾗ伯｢Hernan Peraza "el Joven"｣(~1488年)
1452年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾛｰﾚｽ島･ｺﾙｳﾞｫ島長官｢Diogo de Teive｣(~1472年)
1452年1月22日-09:00|日本|静岡県磐田市|宝徳4年|川僧慧済､萬世山一雲斎(豊岡村野辺)を創建
1452年1月22日-09:00|日本|静岡県静岡市葵区|宝徳4年|福島伊賀守善忠･石上氏､石叟円柱(福島伊賀守家臣3浦
  佐渡の兄弟)開山に､久住山洞慶院(静岡市羽鳥)開基
1452年1月22日-08:00|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||明･景泰3年;大越･太和10年|ﾁｬﾝﾊﾟ(占城国)国王摩訶貴由が明の景泰帝に
  よって占城王に封ぜられた
1452年1月22日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･太和10年|<死去>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢摩訶貴來｣
1452年1月22日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･太和10年|<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢摩訶貴由｣(~1458年死去)
1452年2月6日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ公(王位継承者)｢ｼﾞｮｱﾅ｣(~14550303)
1452年2月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱｳﾞｫﾝﾃﾞｰﾙ伯･ﾀﾞｸﾞﾗｽ伯｢William Douglas｣ｽﾀｰﾘﾝｸﾞ城でｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王ｼﾞｪｰ
  ﾑｽﾞ2世に殺害される
1452年2月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｳﾞｫﾝﾃﾞｰﾙ伯･ﾀﾞｸﾞﾗｽ伯｢James Douglas｣(1455年剥奪~1488年死去)
1452年2月22日-09:00|日本|  ||宝徳4年2月2日|<死去>飛鳥井雅世(63歳)権中納言､歌人
1452年2月24日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ2世｣(2回目~14540822)
1452年3月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ伯｢ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ･ﾃｭｰﾀﾞｰ｣ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ﾍﾝﾘｰ7世の父(~14561103死去)
1452年3月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾁｪｺ|  |||<即位>神聖ﾛｰﾏ皇帝｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世｣ﾄﾞｲﾂ王･ｲﾀﾘｱ王･ｵｰｽﾄﾘｱ大公
  (~14930819死去)
1452年3月24日-09:00|日本|愛媛県|宝徳4年3月3日|これより先,伊予国の戦闘,守護方の勝利で終熄
1452年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬｺﾓ･ﾀﾞﾝﾄﾛ･ｻﾝﾏﾘﾀｰﾆ｣｢ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ﾃﾞｨ･ﾁｪｯｺ｣
1452年4月19日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱがﾐﾗﾉに宣戦布告
1452年5月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱがﾌｨﾚﾝﾂｪに宣戦布告
1452年5月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<昇格>ﾌｪﾗｰﾗ･ﾓﾃﾞﾅ･ﾚｯｼﾞｮ侯｢ﾎﾞﾙｿ｣⇒ﾓﾃﾞﾅ･ﾚｯｼﾞｮ公･ﾌｪﾗｰﾗ侯(⇒14710412ﾌｪﾗｰﾗ･
  ﾓﾃﾞﾅ･ﾚｯｼﾞｮ公~14710820死去)
1452年5月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾃﾞｯｻｳ候｢Sigismund2世｣
1452年6月1日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･景泰3年5月14日|<死去>李氏朝鮮国王｢文宗｣健康悪化のため/数え39
  歳(誕生1414年)
1452年6月1日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･景泰3年5月14日|<即位>李氏朝鮮国王｢端宗｣(~14550611退位)
1452年6月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｴﾛﾙ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾍｲ｣(~1462.10死去)
1452年7月5日-09:00|日本|京都府京都市左京区|宝徳4年6月18日|南禅寺再建
1452年7月9日-09:00|日本|長崎県対馬市|宝徳4年6月22日|<交替>対馬国守護｢宗貞盛｣⇒｢宗成職｣(~応仁元(1467
  )年死去)
1452年7月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｽﾃｨﾖﾝの戦い>仏軍､ｷﾞｭｲｴﾝﾇを奪回
1452年7月17日-09:00|日本|香川県綾歌郡宇多津町|享徳1年7月|宇多津本妙寺開創
1452年8月10日-09:00|日本|  ||享徳1年7月25日|｢享徳｣に改元
1452年8月23日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ｷｬｯｽﾙﾏｰﾃｨﾝのｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾌｨｯﾂﾕｰｽﾀｽ｣(~1453年
  6月)
1452年9月1日-01:00|ﾁｪｺ|  |||ﾎﾞﾍﾐｱ､ﾀﾎﾞﾙが占領され､内戦が終結
1452年9月6日-09:00|日本|兵庫県神戸市|享徳1年8月23日|幕府､摂津国兵庫の新関を撤廃
1452年9月14日-09:00|日本|福井県|享徳1年閏8月|若狭で一色牢人が徳政一揆と結んで蜂起
1452年9月24日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢John Nanfan｣(1期目~1457年)
1452年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾁｪｯｺ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾀﾞ･ｳﾞｧｯﾚ｣｢ｼﾓｰﾈ･ﾃﾞｨ･ﾏﾘﾉ･ﾃﾞｨ･ｼ
  ﾞｮｳﾞｧﾝﾆ｣
1452年10月4日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾁｪｼﾝ公｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ2世｣⇒ﾌﾟｼｪﾐｽﾜﾌ2世単独統治(~1477年)
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1452年10月4日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾋﾞﾄﾑ公｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ3世｣
1452年10月4日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾋﾞﾄﾑ公｢ｳﾞｧﾂﾜﾌ｣(~1459年)
1452年10月7日-09:00|日本|愛媛県東温市|享徳1年閏8月24日|平賀弘宗･小早川盛景ら,重見将監を助けるため,
  日高城麓に発向し,敵数輩を討取る
1452年10月9日-09:00|日本|福井県小浜市|享徳1年閏8月26日|若狭守護武田氏､遠敷郡太良荘助国名主泉大夫を
  徳政一揆の加担者として処刑
1452年10月13日-09:00|日本|愛知県|享徳1年9月1日|<死去>越前･遠江･尾張国守護｢斯波義健｣落馬のため⇒｢斯
  波義敏｣が継ぐ(~長禄4(1460)年)
1452年10月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの｢ｼｭﾙｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｣ｼﾞｮﾝ･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ､ﾎﾞﾙﾄﾞｰ付近に3,000人の武装
  兵および射手とともに上陸/ﾌﾗﾝｽ守備隊はﾎﾞﾙﾄﾞｰ市民たちにより追い出され､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ人たちのために｢市の門
  ｣が開けられる/ﾌﾗﾝｽ南西部ｶﾞｽｺｰﾆｭ地方の多くの町が､ﾎﾞﾙﾄﾞｰの例に倣って､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ人たちを受け入れる
1452年11月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ｼﾞｬｽﾊﾟｰ･ﾃｭｰﾀﾞｰ(ﾍﾞｯﾄﾞﾌｫｰﾄﾞ公)｣(~1461年剥奪)
1452年11月26日-09:00|日本|千葉県松戸市|享徳1年10月15日|平賀本土寺焼失
1452年12月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｵﾏｰﾙ伯｢John5世｣
1452年12月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵﾏｰﾙ伯｢Antoine｣Maryと結婚(~14580322死去)
1452年12月26日-09:00|日本|京都府京都市|享徳1年11月16日|<任命>室町幕府管領｢細川勝元｣(~寛正5(1464)年9
  月12日)
1453年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｻﾏ朝ｽﾙﾀﾝ｢Jam Sanjar｣(~1461年)
1453年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝君主｢Kayumarth2世｣(~不詳)､(Nur)君主｢Ka'us2世｣(~1467年)､(Koj
  ur)君主｢Eskandar4世｣(~1476年)
1453年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ﾅｸｿｽ公｢ｼﾞｬﾝ･ｼﾞｬｺﾓ｣
1453年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾍﾞﾈﾃﾞｯﾄ･ｳﾞｨｯﾄｰﾘ｣(~1456年)
1453年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ﾅｸｿｽ公｢ｸﾞﾘｴﾙﾓ2世｣(~1463年)
1453年-02:00|ﾄﾙｺ/ｲﾗﾝ|  |||<即位>白羊朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｳｽﾞﾝ･ﾊｻﾝ｣(~14780106)
1453年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ﾏﾆは事実上ｵｽﾏﾝ帝国のﾓﾚｱの一部
1453年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾗｰｽﾛｰ･ﾌﾆｬﾃﾞｨ｣(~1457年)
1453年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国執事｢ﾆｰﾙｽ･ｴﾘｸｾﾝ･ｷﾞﾙﾃﾞﾝｽﾄｲｪﾙﾈ｣(~1456年)
1453年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾃｰﾇ公｢ｳﾞｧﾛﾜ家ｼｬﾙﾙ7世｣(~1461年)
1453年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ﾅｽﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ11世｣(~1454年死去)
1453年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>14代ﾏｰ伯(ﾃﾞ･ｼﾞｭﾘ)｢ﾄﾏｽ･ｱｰｽｷﾝ｣(~1494年死去)
1453年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾍﾞｰｼﾞｬ公｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ｣(~14700918死去)ﾄﾞｩｱﾙﾃ1世の息子､ｳﾞｨｾﾞｳ公
1453年1月6日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||神聖ﾛｰﾏ皇帝ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ3世が､1359年にﾙﾄﾞﾙﾌ4世が偽造した｢大特許状｣を確認
  し､ｵｰｽﾄﾘｱを大公国に昇格させる
1453年1月10日-09:00|日本|長野県|享徳1年12月|<交替>信濃国守護｢小笠原持長｣⇒｢小笠原光康｣と続く(~寛正2
  (1461)年11月)
1453年1月10日-08:00|中国|  ||明･景泰3年12月|明の于謙が団営を編成し､北京の軍制を改革
1453年2月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ･ｼﾞｬｸﾏｸ没､国家財政の危機が深刻化
1453年2月1日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｼﾞｰ(ﾁｪﾙｹｽ)･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾝｽｰﾙ･ｳｽﾏｰﾝ｣(~3.15廃位)
1453年2月1日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<退位>ﾌﾞﾙｼﾞｰ(ﾁｪﾙｹｽ)･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｻﾞｰﾋﾙ･ｼﾞｬｸﾏｸ｣
1453年2月9日-09:00|日本|京都府京都市北区|享徳2年|真珠庵の一休和尚像できる
1453年2月9日-09:00|日本|静岡県湖西市|享徳2年|延兼山妙立寺(吉美)4世日栄､法蔵坊を開基して閑居
1453年2月9日-09:00|日本|鳥取県|享徳2年|<交替>伯耆国守護｢山名教之｣隠居⇒｢山名豊之｣(~文明3年9月18日(1
  4711031)死去)
1453年2月9日-09:00|日本|鳥取県|享徳2年|<死去>因幡国守護｢山名熙高｣⇒｢山名熈幸｣が継ぐ(~長禄3年4月14日
  (14590525)死去)
1453年2月9日-08:00|中国|  ||明･景泰4年|北京で大興福寺が建立(大興隆寺のむこうをはって建立された北京
  の名刹)
1453年2月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾛﾚｰﾇ(ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ)公｢ｼﾞｬﾝ2世｣ﾙﾈ1世とｲｻﾞﾍﾞﾙの息子(~14701216死去46歳)
1453年3月15日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｼﾞｰ(ﾁｪﾙｹｽ)･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱｼｭﾗﾌ･ｲｰﾅｰﾙ｣(~14610226死去
  )
1453年3月15日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<廃位>ﾌﾞﾙｼﾞｰ(ﾁｪﾙｹｽ)･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾝｽｰﾙ･ｳｽﾏｰﾝ｣
1453年4月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ｱｰﾏｰ大司教ｼﾞｮﾝ･ﾒｲ｣(~14540423)
1453年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾓｰﾈ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾊﾞﾙﾄﾛ･ﾃﾞｨ･ﾐｹｰﾚ｣
1453年4月9日-09:00|日本|青森県|享徳2年3月|安藤康季が引根城で病死
1453年4月20日-09:00|日本|奈良県奈良市|享徳2年3月12日|鬼薗山城の戦いで筒井尊覚が討死
1453年5月9日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||明･景泰4年夏|ｵｲﾗｰﾄのｴｾﾝ､大元天聖大可汗と称し､添元と改元(~1461)
1453年5月26日-09:00|日本|沖縄県|享徳2年4月18日|<死去>琉球国王｢尚金福｣(56歳､応永5(1398)生)
1453年5月26日-09:00|日本|沖縄県|享徳2年4月18日|<即位>琉球国王｢尚泰久｣(~1460年死去)
1453年5月29日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾆｶｲｱ帝国皇帝｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ11世ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ･ﾄﾞﾗｶﾞｾｽ｣乱戦の中で戦死.
  東ﾛｰﾏ帝国は滅亡
1453年5月29日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国第7代ｽﾙﾀﾝのﾒﾌﾒﾄ2世軍がｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉﾎﾟﾘｽを攻略,ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙに改名し､首都
  とする
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1453年6月-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<死去>ﾍﾟｸﾞｰ王｢ﾋﾞﾝﾆｬｰ･ﾁｬﾝ｣
1453年6月-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾍﾟｸﾞｰ王｢ﾚｲｸ･ﾑﾝﾄｳ｣(~1454年1月没)
1453年6月5日-09:00|日本|京都府京都市|享徳2年4月28日|<就任>関白｢二条持通｣(~享徳3年6月30日)
1453年7月4日-09:00|日本|愛媛県|享徳2年5月28日|<交替>伊予国守護｢河野教通｣⇒｢河野通春｣(~享徳4(1455)年
  12月29日)
1453年7月10日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｻﾞｶﾞﾉｽ･ﾊﾟｼｬ｣(~1456年)
1453年7月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽのｶｽﾃｨﾖﾝでのﾌﾗﾝｽ軍とｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ軍の戦いで､ﾌﾗﾝｽが勝利しｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ
  軍が一部を除いて退却/116年続いた英仏戦争が終結
1453年7月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｫｰﾀｰｳｫｰﾄﾞ伯･｢ｼﾞｮﾝ･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ｣
1453年7月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｼｭﾙｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯･ｳｫｰﾀｰｳｫｰﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ｣先代の息子(~14600710戦死
  )
1453年7月19日-09:00|日本|京都府京都市|享徳2年6月13日|<改名>｢足利義成｣⇒｢足利義政｣(18歳)
1453年7月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公ﾌｨﾘｯﾌﾟが､ｶﾞｰｳﾞﾙでｶﾞﾝの反乱軍を鎮圧
1453年9月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ｸﾛﾌｫｰﾄﾞ伯｢ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ･ﾘﾝｼﾞｰ｣
1453年9月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ｸﾛﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ﾘﾝｼﾞｰ｣(⇒14880518兼初代ﾓﾝﾄﾛｰｽﾞ公~14881017剥
  奪⇒14890919兼初代ﾓﾝﾄﾛｰｽﾞ公~14951225死去)
1453年9月3日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･景泰4年8月|<癸酉靖難>朝鮮で幼い国王の叔父にあたる首陽大君(の
  ちの世祖)が､皇甫仁､金宗瑞らの顧命大臣を殺害して政権を奪取/文宗を廃して瑞宗を即位させる
1453年9月6日-09:00|日本|京都府京都市北区|享徳2年8月4日|大徳寺焼亡
1453年9月12日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<即位>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢ｴｾﾝ･ﾊｰﾝ｣(~添元2年8月没)
1453年9月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｶﾃﾞｨﾔｯｸ守備隊は8日間の重砲攻撃に絶えたが無条件降伏
1453年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾒﾝｷﾞｰﾉ･ﾃﾞｨ･ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｶﾙﾁｰﾆ｣｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾏﾄﾞ
  ﾛｰﾆ｣
1453年10月12日-09:00|日本|  ||享徳2年9月10日|<死去>承道法親王(46歳)木寺宮世平王の王子､真言宗の僧
1453年10月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾔｰｺﾌﾟ1世｣
1453年10月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ｶｰﾙ1世｣(~14750224死去)､｢ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ2世｣(~14580
  715死去)
1453年10月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｺｰﾝｳｫｰﾙ公｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ｣ﾍﾝﾘｰ6世の子(~14710504死去)
1453年10月19日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾎﾞﾍﾐｱ摂政｢ｸﾝｼｭﾀｰﾄとﾎﾟｼﾞｪﾌﾞﾗﾃﾞｨのｼﾞｮｰｼﾞ｣国家管理者(2期目~1458050
  7)
1453年10月19日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ王･ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ﾗｼﾞｽﾗﾌ･ﾎﾟﾌﾛﾍﾞｸ｣(ﾊﾝｶﾞﾘｰ王･ｵｰｽﾄﾘｱ公｢ﾗｰｽﾛｰ5世
  ｣~14571123死去)
1453年10月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||再度包囲されたﾌﾗﾝｽ西南部のﾎﾞﾙﾄﾞｰがﾌﾗﾝｽ軍に降伏/ﾌﾗﾝｽ北部のｶﾚｰを
  のぞく全ﾌﾗﾝｽからｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ軍が駆逐される/｢百年戦争｣が終結
1453年11月9日-09:00|日本|青森県|享徳2年10月9日|安藤義季､引根城の峰続きに狼倉(ｵｲﾉｸﾗ)楯を築き旗揚げ後
  ､南部軍に責められ落城､自決
1453年11月11日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢李ｼﾞｭｳ｣(~14550725)
1454年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｶﾞｼﾞｬﾊﾟﾃｨ朝がｳﾞｨｼﾞｬﾔﾅｶﾞﾙを攻めｺﾝﾀﾞｳﾞｨｰﾄﾞｩを獲得
1454年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾙｨﾘｽｸ公｢ｲｳﾞｧﾝ･ﾄﾞﾐﾄﾘｴｳﾞｨﾁ｣(~1471年)
1454年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<死去>ｽﾙﾂｸ公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｽ･ｵﾚﾙｶ｣
1454年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ｽﾙﾂｸ公｢ﾏｲｺﾗｽ･ｵﾚﾙｶｲﾃｨｽ｣(~14810830死去)
1454年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾀﾋﾘﾄﾞ･ｽﾙﾀﾝ｢Az-Zafir Amir1世｣(~1460年)
1454年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ｱﾃﾈ公｢ｸﾚｰﾙ･ｼﾞｮﾙｼﾞｮ｣
1454年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢ｾﾒｰﾝ｣(~1471年)
1454年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ･ｾｳﾞｪﾙｽｷｰ公｢ｲﾜﾝ･ｾﾐｱｷﾝ｣(~1471年以降)
1454年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱｰﾚﾝﾍﾞﾙｸ伯｢ｴｰﾊﾞｰﾊﾙﾄ2世｣
1454年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ﾅｽﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ11世｣
1454年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱｰﾚﾝﾍﾞﾙｸ伯｢ﾖﾊﾝ｣(~1480年)
1454年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのﾃﾞｭﾗｯﾂｫ執達吏･長官｢ﾏﾙｺ･ﾃﾞｨｴﾄﾞ｣(~1455年)
1454年-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾁﾘｱ領ﾏﾙﾀ副総督｢Carlo di Paterno｣(~1455年)
1454年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ｳﾙﾘｸ2世ﾁｪﾘｽｷ｣(~1456年)
1454年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾚｸﾞﾆﾂｧ公｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ1世｣(~14880509死去)
1454年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ﾅｽﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ｻｰﾄﾞ｣(~1462年)
1454年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ｼﾞｬﾈ･ｼﾞｬﾆｯﾁ｣
1454年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ｵｰｸﾆｰとｹｲｽﾈｽ伯爵ｳｨﾘｱﾑ･ｼﾝｸﾚｱ｣(~1456年)
1454年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<即位>ﾀﾗｽｶ王｢ﾂｨﾂｨﾊﾟﾝﾀﾞｸｱﾚ｣(~1479年)
1454年1月-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<死去>ﾍﾟｸﾞｰ王｢ﾚｲｸ･ﾑﾝﾄｳ｣
1454年1月-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾍﾟｸﾞｰ王｢ｼﾝｿｰﾌﾞ｣(~1471年1月没)
1454年1月29日-09:00|日本|静岡県浜松市北区|享徳3年|良全･良賢､根本中堂を再興し､寺号を真言宗般若院から
  龍宮山山岩水寺(根堅)に改める
1454年1月29日-09:00|日本|静岡県浜松市東区|享徳3年|曹洞宗寺院で広沢山普済寺(広沢町)末の竜泉寺(飯田町
  )創建
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1454年1月29日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||明･景泰5年|ｵｲﾗｰﾄのｴｾﾝが部下によって殺される
1454年1月29日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･延寧1年|大越･延寧と改元(-1459)
1454年3月-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||ｱﾃﾞﾝのﾀｰﾋﾙ朝がﾗｽｰﾙ朝を滅ぼす
1454年3月16日-09:00|日本|長崎県壱岐市|享徳3年2月17日|新庄村中津宮[北触]を造営し遷宮
1454年3月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ連邦大法官｢ｶﾝﾀﾍﾞﾘｰ大主教ｼﾞｮﾝ･ｹﾝﾌﾟ｣
1454年3月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞのﾍﾝﾘｰ8世の精神異常のため､ﾖｰｸ公ﾘﾁｬｰﾄﾞが摂政となる
1454年3月31日-09:00|日本|愛知県蒲郡市|享徳3年3月3日|尾張国生路郷一結衆ら､同国八剣大明神の社殿を再興
1454年4月-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝がｳﾞｪﾈﾁｱと和平協定締結
1454年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾞﾙﾄﾛ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃｰﾆｬ｣｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ﾃﾞｨ･ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ
  ｣
1454年4月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ連邦大法官｢ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ伯ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾈｳﾞｨﾙ｣(~14550307)
1454年4月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ国守護者｢ﾖｰｸ公ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾌﾟﾗﾝﾀｼﾞﾈｯﾄ｣(1期目~1455.2)
1454年4月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾐﾗｰﾉ公国､ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国が､ﾛｰﾃﾞｨの和約を結ぶ
1454年4月23日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ｷｬｯｽﾙﾏｰﾃｨﾝのｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾌｨｯﾂﾕｰｽﾀｽ｣(~10.25)
1454年4月30日-09:00|日本|富山県富山市|享徳3年4月3日|前管領畠山持国が､弥三郎擁立を企てた家臣の神保越
  中守国宗を誅殺､弥三郎･政長兄弟は勝元と宗全の下に逃れた
1454年5月8日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<就任>ﾓﾅｺ領主｢ｶﾀﾗｰﾉ｣(~14570701没)
1454年5月19日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<死去>聖ﾖﾊﾈ騎士団ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾏｽﾀｰ｢ｼﾞｬﾝ･ﾄﾞ･ﾗｽﾃｨｯｸ｣
1454年5月28日-09:00|日本|兵庫県|享徳3年5月|播磨国赤穂郡中の土一揆
1454年6月1日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾏｽﾀｰ｢ｼﾞｬｯｸ･ﾄﾞ･ﾐﾘｰ｣(~14610817没)
1454年6月23日-09:00|日本|静岡県掛川市|享徳3年5月27日|遠江国佐野郡法泉寺開山春屋宗能､境内に鎮守社を
  創め､太神宮･八幡宮･白山社3神を合祀し遷宮式を挙げる
1454年7月6日-09:00|日本|京都府京都市|享徳3年6月11日|山城国で､醍醐･山科の一揆が起こる
1454年7月18日-09:00|日本|千葉県|享徳3年6月23日|<死去>上総･下総国守護｢千葉胤将｣(41歳)
1454年7月20日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾚｵﾝ国王･ｶｽﾃｨｰﾘｬ国王｢ﾌｱﾝ2世｣
1454年7月21日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｶｽﾃｨｰﾘｬ国王･ﾚｵﾝ国王｢ｴﾝﾘｹ4世無能王｣(~14741211死去)
1454年7月24日-09:00|日本|  ||享徳3年6月29日|<死去>近衛忠嗣(72歳)元関白､左大臣
1454年7月25日-09:00|日本|京都府京都市|享徳3年6月30日|<辞任>関白｢二条持通｣
1454年7月26日-09:00|日本|京都府京都市|享徳3年7月1日|<就任>関白｢鷹司房平｣(~享徳4年6月2日)
1454年8月22日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<再任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾋﾟｮｰﾄﾙ4世ｱﾛﾝ｣(2回目~14550208)
1454年8月24日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||明･景泰5年8月|<死去>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢ｴｾﾝ･ﾊｰﾝ｣殺害される
1454年8月30日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾌｨﾚﾝﾂｪとﾐﾗﾉ公の25年の同盟は､ﾓﾃﾞﾅ公､ﾎﾞﾛｰﾆｬ市に拡げられる
1454年9月2日-09:00|日本|愛媛県今治市|享徳3年8月10日|越智郡北浦村八幡神社本殿を再興
1454年9月10日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾜﾙｼｬﾜ公｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ4世｣兼統一ﾌﾟｳｫﾂｸ公｢ｳﾞﾜﾃﾞｨｽﾜﾌ1世｣
1454年9月10日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾌﾟｳｫﾂｸ公｢ｶｼﾞﾐｪｼｭ3世｣ﾎﾞﾚｽﾜﾌ4世の息子(~1475年)
1454年9月10日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾏｿﾞﾌｼｪ公｢ｺﾝﾗﾄ3世ﾙﾃﾞｨ赤公｣ﾎﾞﾚｽﾜﾌ4世の息子(~15031028死去)
1454年9月10日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾜﾙｼｬﾜ公･統一ﾌﾟｳｫﾂｸ公｢ｼｪﾓｳﾞｨﾄ6世｣(~14611231死去);統一ﾌﾟｳｫﾂｸ公
  ｢ｳﾞﾜﾃﾞｨｽﾜﾌ2世｣(~14620227死去)ｳﾞﾜﾃﾞｨｽﾜﾌ1世の息子
1454年9月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾍﾞﾈﾃﾞｯﾄ･ｿﾗﾝﾂｫならびに兄弟の銀行破産
1454年9月13日-09:00|日本|京都府京都市|享徳3年8月21日|畠山弥三郎派が畠山持国の屋敷を襲撃
1454年9月20日-09:00|日本|京都府京都市|享徳3年8月28日|畠山持国は隠居､畠山義就は京都を追われ､足利義政
  は畠山弥三郎を家督継承者と認めた
1454年9月20日-09:00|日本|北海道|享徳3年8月28日|若狭武田氏一族武田信広が陸奥国大畑より蝦夷国松前に渡
  航し､松前武田氏(蝦夷蠣崎氏)を興す
1454年9月22日-09:00|日本|  ||享徳3年9月1日|<死去>冷泉持為(54歳)権大納言､歌人
1454年9月29日-09:00|日本|京都府京都市|享徳3年9月8日|山城国､京都で､徳政を求めて土一揆が蜂起
1454年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾁｪｯｺ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾀﾞ･ｳﾞｧｯﾚ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｭﾘｱｰ
  ﾉ･ﾘｷﾞ｣
1454年10月22日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･景泰5年10月|朝鮮で｢高麗史｣を刊行
1454年10月25日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ｷﾙﾃﾞｱ伯爵ﾄｰﾏｽ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣(1回目~1459
  年12月)
1454年11月5日-09:00|日本|  ||享徳3年10月15日|幕府の遣明船帰る
1454年11月12日-09:00|日本|静岡県浜松市|享徳3年10月22日|遠江国豊田郡羽鳥庄貴平郷平松次郎大夫朝重､遠
  江国豊田郡赤佐郷般若院根本中堂を再興
1454年11月19日-09:00|日本|  ||享徳3年10月29日|幕府が､初の分一徳政令を出す
1454年11月19日-09:00|日本|京都府京都市|享徳3年10月29日|山城に土一揆起こる
1454年12月12日-09:00|日本|福島県|享徳3年11月23日|<享徳地震>会津で強震､奥州海岸に大津波で人が多く流
  される
1454年12月22日-09:00|日本|京都府京都市|享徳3年12月3日|山城国土一揆､蜂起/一揆衆は東寺金堂を破壊
1454年12月30日-09:00|日本|岡山県|享徳3年12月11日|<交替>備後･安芸国守護｢山名持豊｣辞任⇒｢山名教豊｣(~
  寛正3(1462)年)
1454年12月30日-09:00|日本|兵庫県|享徳3年12月11日|<交替>但馬･播磨国守護｢山名持豊｣辞任⇒｢山名教豊｣(~



1470迄(1502件)

  長禄2(1458)年11月)
1455年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｼﾞｬﾗｰﾙ･ﾊｰﾝがﾃﾗﾝｶﾞｰﾅｰ地方の王を宣言
1455年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢Syed Ahmed1世｣
1455年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｲﾒﾚﾃｨ公｢ﾃﾞﾒﾄﾘｳｽ1世｣
1455年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾋｽﾝ･ｶｲﾌｧ)ｱﾐｰﾙ｢Adil Khalif｣(~1462年)
1455年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｱﾃﾈ公｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ2世｣(~1458年)
1455年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ｶｲﾛ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｶﾘﾌ｢ﾑｽﾀﾝｼﾞﾄﾞ｣(~14790407)
1455年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾍﾞﾙｽﾞ公｢ｳﾞﾜﾃﾞｨｽﾜﾌ2世｣(~1462年以降､ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王国に併合)
1455年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝ﾒﾌﾒﾄ2世がｾﾙﾋﾞｱに再遠征し､ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱを属国化
1455年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのﾃﾞｭﾗｯﾂｫ執達吏･長官｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾊﾞﾙﾎﾞ｣(~1460年)
1455年-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾁﾘｱ領ﾏﾙﾀ副総督｢Nardo de Bordino｣(~1456年)
1455年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾌﾟｳｫﾂｸ公｢ｼｪﾓｳﾞｨﾄ6世｣(~14611231),｢ｳﾞﾜﾃﾞｨｽﾜﾌ2世｣ｳﾞﾜﾃﾞｨｽﾜﾌ1世の息子(~1
  4620227)
1455年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｸﾞｰﾃﾝﾍﾞﾙｸﾞが印刷機を発明し聖書を印刷
1455年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｵｰﾓﾝﾄﾞ伯｢ﾋｭｰ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣没収
1455年 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｱﾙｷﾞﾝ長官｢ｿｴｲﾛ･ﾒﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｴｳﾞｫﾗ｣(~1461年頃)
1455年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<喪失>5代ﾏﾘ女伯｢ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ･ﾀﾞﾝﾊﾞｰ｣(~1485年死去)
1455年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<剥奪>ｱｳﾞｫﾝﾃﾞｰﾙ伯･ﾀﾞｸﾞﾗｽ伯｢James Douglas｣(~1488年死去)
1455年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞでﾗﾝｶｽﾀｰ家とﾖｰｸ家の王位争い､ﾊﾞﾗ戦争に突入
1455年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<即位>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢ﾏﾙｺﾙｷﾞｽ･ｳｹｸﾄ･ﾊｰﾝ｣(~1465年没)
1455年1月1日-09:00|日本|京都府京都市|享徳3年12月13日|畠山義就が軍勢を率いて上洛して弥三郎は逃走､再
  び義就が家督継承者となった
1455年1月15日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|享徳3年12月27日|<死去>関東管領･上野･武蔵･伊豆国守護｢上杉(山
  内)憲忠｣第5代鎌倉公方足利成氏に西御門にある御所に招かれ謀殺される(享徳の乱)⇒｢上杉(山内)房顕｣が継
  ぐ(~寛正7年2月12日(14660226)死去)
1455年1月15日 11:00|日本|神奈川県鎌倉市|享徳3年12月27日|<享徳の乱>夜､里見氏､武田氏等の成氏側近が山
  内上杉邸を襲撃して長尾実景･憲景父子も殺害/在京していた憲忠の弟房顕は､従弟の越後守護上杉房定(房朝
  の従弟で養子)と合流して上野平井城に拠る
1455年1月18日-09:00|日本|佐賀県|享徳4年|<任命>肥前国守護｢大内教弘｣(~不詳)
1455年1月18日-09:00|日本|静岡県磐田市|享徳4年|川僧慧済､野部道安居士の帰信を受けて､萬世山一雲斎(豊岡
  村野辺)開山
1455年1月18日-09:00|日本|静岡県浜松市北区|享徳4年|曹洞宗寺院で広沢山普済寺(浜松市広沢町)末の新豊院(
  浜松市砂山町)創建
1455年1月18日-09:00|日本|静岡県袋井市|享徳4年|仏円､広見山龍珍庵(久能)を建立
1455年1月18日-09:00|日本|島根県|享徳4年|<交替>石見国守護｢山名教清｣⇒｢山名持豊｣(~寛正6(1465)年)
1455年1月18日-09:00|日本|福井県大野市|享徳4年|<建立>｢洞雲寺｣斯波氏被官二宮将監により
1455年1月18日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･延寧1年|ﾌｧﾝ･ﾌｳ･ﾃｨｴﾝ(藩学先)に命じて｢大越史記続編｣を編纂させる(ﾁﾔ
  ﾝ･ﾀｲ･ﾄから明の撒進まで)
1455年1月23日-09:00|日本|神奈川県平塚市|享徳4年1月6日|上杉持朝は成氏の留守に鎌倉を奪おうとして出陣
  したものの､相模国島河原で鎌倉の留守を守っていた武田信長の迎撃にあって敗退
1455年1月26日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ｱﾙﾌｫﾝｿ･ﾀﾞﾗｺﾞｰﾅ及び教皇が同盟を結ぶ
1455年1月28日-09:00|日本|京都府京都市上京区|享徳4年1月11日|相国寺大智院焼失
1455年2月2日-09:00|日本|  ||享徳4年1月16日|<死去>宗砌(不明)連歌師
1455年2月2日-09:00|日本|静岡県浜松市|享徳4年1月16日|旱魃や､幕軍による関東足利成氏討伐の為に守護より
  過分の野伏兵糧米･関東夫の徴発の強行により､浜松庄引馬の土倉(高利貸業者)に財物を入質していた諸公文
  名主(蒲御厨検校一族蒜田孫衛門･河井隼人･河井孫六･河井藤五郎･河井刑部･西須賀四郎ら6人)と､作物の種子
  ･保有米を引馬の土倉に質入して窮迫した平百姓が､貸借関係を棒引きにする為引馬の土倉を襲撃した土一揆
1455年2月7日-09:00|日本|東京都府中市|享徳4年1月21日|<分倍河原の戦い>府中近郊に結集した上杉軍は2000
  騎の兵で高安寺に攻め寄せるが､成氏軍は分倍河原に500騎で討って出､先鋒の上杉憲秋は手前の立河原で致命
  傷を負い高幡不動で自害
1455年2月8日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<再任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ2世｣(2回目~3.25死去)
1455年2月8日-09:00|日本|東京都府中市|享徳4年1月22日|<分倍河原の戦い>上杉顕房らは新手の500騎をもって
  分倍河原に進撃/緒戦で上杉軍先鋒の大石房重らが討たれたものの､成氏軍にも多くの犠牲が出たため一進一
  退.そこへ､結城成朝らの軍勢が上杉軍に襲いかかったために上杉軍は後退をはじめ､更に相模への退路も絶た
  れたために上杉軍は東に向かって潰走
1455年2月10日-09:00|日本|神奈川県|享徳4年1月24日|<死去>相模国守護｢上杉顕房｣分倍河原の戦いで敗れ､自
  害⇒｢上杉持朝｣が復帰(~応仁元年9月6日(14671004)死去)
1455年2月10日-09:00|日本|東京都三鷹市|享徳4年1月24日|結城成朝率いる成氏軍に武蔵夜瀬で包囲された上杉
  顕房･藤朝は自害して果て､難を逃れた長尾景仲は残った軍をまとめて辛うじて常陸国小栗城まで落ち延びた
1455年2月17日-09:00|日本|石川県|享徳4年2月|<交替>能登国守護｢畠山義忠｣隠居⇒｢畠山義統｣(~明応6年(1497
  )8月20日)
1455年2月17日-09:00|日本|茨城県筑西市|享徳4年2月|足利成氏方の岩松持国が上杉方の深須･赤堀･大胡各氏を
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  攻撃/赤堀時綱が善信濃入道を襲って撃破/常陸国小栗城が落城､上杉房顕･長尾景仲らは下野国(足利市)只木
  山に拠る
1455年2月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>伊の画家ﾌﾗ=ｱﾝｼﾞｪﾘｺ/作品は全て宗教画
1455年2月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂのﾖﾊﾈｽ･ｸﾞｰﾃﾝﾍﾞﾙｸによる最初の印刷聖書｢ｸﾞｰﾃﾝﾍﾞﾙｸ聖書｣が完成
1455年3月3日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ公(王位継承者)｢ｼﾞｮｱﾝ｣(1度目~14771111)
1455年3月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ連邦大法官｢ｶﾝﾀﾍﾞﾘｰ大主教ﾄｰﾏｽ･ﾊﾞｳﾁｬｰ｣(~14561011)
1455年3月24日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第208代ﾛｰﾏ教皇｢ﾆｺﾗｳｽ5世｣/57歳(誕生13971115)ﾊﾞﾁｶﾝ図書館を創立し
  た
1455年3月25日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ2世｣
1455年3月25日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾋﾟｮｰﾄﾙ4世ｱﾛﾝ｣(3回目~14570412)
1455年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾓｰﾈ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ﾃﾞｨ･ﾁｪｯｺ｣
1455年4月6日-09:00|日本|千葉県千葉市中央区|享徳4年3月20日|公方側の原胤房が管領側千葉宗家の千葉城を
  攻略/千葉介胤直､その子胤宣は､香取郡多古に逃げ､志摩城､多古城に拠る
1455年4月8日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第209代ﾛｰﾏ教皇｢ｶﾘｽﾄｩｽ3世｣(~14580806死去)
1455年4月12日-09:00|日本|大阪府|享徳4年3月26日|<死去>河内･紀伊･越中･山城国守護｢畠山持国｣(58歳)元管
  領⇒｢畠山義就｣が継ぐ(~長禄4(1460)年9月16日解任)
1455年4月14日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|享徳4年3月28日|<任命>関東管領｢上杉房顕(山内)｣(~文正1(1466)
  年2月12日死去)
1455年4月14日-09:00|日本|群馬県|享徳4年3月28日|<任命>上野国守護｢上杉房顕(山内)｣(~文正1(1466)年2月12
  日死去)
1455年4月17日-09:00|日本|愛媛県松山市|享徳4年4月1日|明神原正慶､金剛力士像を大宝寺に奉納
1455年4月22日-09:00|日本|群馬県伊勢崎市|享徳4年4月6日|古河公方成氏方の野田持忠が那波郡富塚城攻め､上
  州一揆の小柴刑部左衛門尉を討ち取る
1455年5月17日-09:00|日本|茨城県筑西市|享徳4年閏4月|小栗城が古河勢によって落城/敗残兵が足利に逃げ込
  み｢天命･只木山の陣｣を構築
1455年5月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾏｾｯﾄ公｢ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ･ﾎﾞｰﾌｫｰﾄ｣
1455年5月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾟｰｼｰ｣
1455年5月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾏｾｯﾄ公｢ﾍﾝﾘｰ･ﾎﾞｰﾌｫｰﾄ｣(~14611104剥奪)
1455年5月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾟｰｼｰ｣2代伯の子(~14610329戦死没収)
1455年5月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｾﾝﾄ･ｵｰﾙﾊﾞｰﾝｽﾞの戦い>ｲｷﾞﾘｽ､ﾕｰｸ家がﾗﾝｶｽﾀｰ家と王位の譲り渡しをめぐって
  ﾛﾝﾄﾞﾝ北郊のｾﾝﾄ･ｵｰﾙﾊﾞﾝｽﾞで戦い､ﾖｰｸ家が勝つ(ﾊﾞﾗ戦争)
1455年5月25日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>初代ｳﾞｨﾗ･ｳﾞｨｿｰｻﾞ候｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ1世｣ｱﾌｫﾝｿ1世の次男(~14780401死去)
1455年6月25日-09:00|日本|山梨県|享徳4年5月11日|<死去>甲斐国守護｢武田信守｣⇒嫡男｢武田信昌｣が継ぐ(~明
  応元(1492)年隠居)
1455年6月26日-09:00|日本|岡山県|享徳4年5月12日|山名宗全､教豊父子が備前で赤松則尚を破る/則尚は備前に
  逃亡して鹿久居島で自害
1455年7月15日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|享徳4年6月|上杉派の宇都宮等綱が成氏に居城の宇都宮城を包囲さ
  れ､成氏に寝返った重臣達に追放され流浪､息子の明綱は降伏して成氏に従った
1455年7月19日-09:00|日本|京都府京都市|享徳4年6月5日|<就任>関白｢二条持通｣(~長禄2年12月)
1455年7月25日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢鄭麟趾｣(~14580303)
1455年7月25日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･景泰6年閏6月11日|<即位>李氏朝鮮国王｢世祖｣(~14680922退位)
1455年7月25日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･景泰6年閏6月11日|<廃位>李氏朝鮮国王｢端宗｣
1455年7月30日-09:00|日本|茨城県古河市|享徳4年6月16日|足利成氏は鎌倉に戻るのを断念して下総古河へ逃れ
  ､以後古河公方を称す(~明応6年9月30日(14971025)死去)
1455年7月30日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|享徳4年6月16日|今川範忠の軍勢が幕府と対立する鎌倉公方の本拠
  を攻め占領
1455年8月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾏﾘｸ･ｳﾙ=ｱﾃﾞｨﾙ･ﾌﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾌﾞﾝ･ﾊﾞﾗｶｯﾄ｣(~14970909死去)
1455年8月14日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|享徳4年7月2日|<第一次筒井城の戦い>畠山義就軍は筒井城を攻
  城し,弥三郎方の成身院光宣,筒井順永兄弟は防戦したが緒戦で敗北
1455年8月17日-09:00|日本|  ||享徳4年7月5日|<死去>堯孝(65歳)僧､歌人
1455年9月6日-09:00|日本|  ||康正1年7月25日|｢康正｣に改元
1455年9月23日-09:00|日本|千葉県香取郡多古町|康正1年8月12日|妙光寺に逃れていた千葉胤直の嫡子･胤宣も
  自刃して果てた
1455年9月25日-09:00|日本|千葉県香取郡多古町|康正1年8月12日|志摩城落城/常陸大掾親子､円城寺下野妙城､
  壱岐守妙臺､日向守妙向､狩野日向朗典らが討死
1455年9月26日-09:00|日本|千葉県香取郡多古町|康正1年8月15日|<死去>千葉胤直(37歳/元下総守護)馬加康胤･
  原胤房に攻められ､自害
1455年9月30日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|康正1年8月19日|<第一次筒井城の戦い>畠山義就,越智伊予守連
  合軍の攻撃で筒井城,箸尾城,片岡城が落城.成身院光宣,筒井順永兄弟は福住城へ落ち延びた
1455年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬｺﾓ･ﾀﾞﾝﾄﾛ･ｻﾏﾘﾀｰﾆ｣｢ﾊﾞﾙﾄﾛ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ｶｻﾘ
  ｰﾉ｣
1455年10月17日-09:00|日本|茨城県古河市|康正1年9月7日|胤直の弟･千葉賢胤(中務大輔)は遂に自刃して小堤
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  城落城/胤直･胤宣の死によって､常胤以来の千葉介嫡流は断絶
1455年11月-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<退任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ﾖﾊﾈｽﾍﾞﾙｸ｣
1455年11月3日-09:00|日本|奈良県奈良市|康正1年9月24日|鬼薗山城が越智氏の支配下に移る
1455年11月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ国守護者｢ﾖｰｸ公ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾌﾟﾗﾝﾀｼﾞﾈｯﾄ｣(2期目~14560225)
1455年11月26日-09:00|日本|静岡県牧之原市|康正1年10月17日|勝田播磨守(法名｢沢山道勝大禅定門｣)､崇芝性
  岱を開山に､龍門山石雲院(榛原町坂口)切り開き開基
1455年12月7日-09:00|日本|  ||康正1年10月28日|幕府諸寺祠堂銭の制を定む
1455年12月11日-09:00|日本|  ||康正1年11月3日|<死去>疋田検校(不明)平曲家
1456年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾏｼﾞｬﾊﾟﾋﾄ王国国王｢ﾌﾞｰﾚ･ｳﾞｪﾝｶｰ｣(~1466年)
1456年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ﾀｲ|  |||ﾀｲのｱﾕﾀﾔ朝の遠征軍が攻めてきたが､ﾏﾗｯｶは独力で国を守り抜く
1456年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾘｬｻﾞﾝ大公｢ｲｳﾞｧﾝ3世ﾌｮｰﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣
1456年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾘｬｻﾞﾝ大公｢ｳﾞｧｼｰﾘｰ･ｳﾞｧｼﾘｴｳﾞｨﾁ｣ﾓｽｸﾜ大公(~1462年)
1456年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<復位>ﾓｽｺﾌｽｷｰ･ﾅﾒｽﾄﾆｸ｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾗｽ･ﾁｬﾙﾄﾘｽｷｽ｣(~1460年)
1456年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾓｽｸﾜ大公国がﾔｼﾞｪﾙﾋﾞﾂｲ条約でﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞの自治を制限
1456年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｼﾞﾗﾙﾄﾞ･ﾀﾞﾝﾄﾞｰﾛ｣(~1459年)
1456年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ･ｱﾝｼﾞｪﾛｳﾞｨｯﾁ｣(1期目~1466年)
1456年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱのﾚｳﾞｧﾙ司令官｢ｹﾞﾙﾊﾙﾄ･ﾌｫﾝ･ﾏﾘﾝｸﾛｯﾄ｣(~1461年)
1456年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国第2代ﾊﾝ｢ﾊｲﾃﾞﾙ｣(~1456年)⇒<復位>第3代ﾊﾝ｢ﾊｰｼﾞｰ1世ｷﾞﾚｲ｣(2期目~1
  466.8死去)
1456年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝がﾄﾚﾋﾞｿﾞﾝﾄﾞ帝国を服属させる
1456年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｸﾞﾗｳﾞｨｰﾅ公｢Francesco Orsini｣
1456年-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾁﾘｱ領ﾏﾙﾀ副総督｢Stefano Pirrera｣(~1457年)
1456年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ﾙｲ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ｣(~14820830死去)
1456年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>第2代ｾﾙﾋﾞｱ公｢ﾗｻﾞﾙ･ﾌﾞﾗﾝｺｳﾞｨﾁ｣ｼﾞｭﾗｼﾞ･ﾌﾞﾗﾝｺｳﾞｨﾁの末子(~1458年)
1456年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｸﾞﾗｳﾞｨｰﾅ公｢Giacomo Orsini｣(~1472年死去)
1456年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢Pedro Luis de Borja｣(~14580926死去)
1456年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||ｱﾙﾊﾞﾆｱでｽｶﾝﾃﾞﾙﾍﾞｸﾞの反乱
1456年 00:00|ﾏﾘ/ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ王国国王｢ｽﾚｲﾏﾝ･ﾀﾞﾏﾝ｣(~1464年)
1456年 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙのｱﾙｳﾞｨｰｾﾞ･ﾀﾞ･ｶﾀﾞﾓｽﾄが率いる2回目の遠征隊がｼﾞｪｰﾑｽﾞ島に到着
  し､彼はその島をｾﾝﾄ･ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ島と名付けた
1456年 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ船がｱﾌﾘｶ西端ﾍﾞﾙﾃﾞ岬の沖合でｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ群島が発見し､領有宣
  言､ｹｰﾌﾟ群島と命名
1456年1月1日-09:00|日本|千葉県千葉市花見川区|康正1年11月24日|東常縁･富永駿河入道持資ら､馬加城にて原
  胤房に勝利
1456年1月2日-09:00|日本|千葉県木更津市|康正1年11月25日|千葉実胤･自胤､原氏の拠点､今嶋田正行寺を攻め
  る/原氏方の日心が戦死
1456年1月6日-09:00|日本|  ||康正1年11月29日|幕府徳政条令を改む
1456年1月13日-09:00|日本|埼玉県熊谷市|康生1年12月6日|足利成氏､埼西城に上杉房顕･長尾景仲を攻め崎西城
  落城(武蔵崎西郡の合戦､上杉方惨敗
1456年2月5日-09:00|日本|愛媛県|康正1年12月29日|<交替>伊予国守護｢河野通春｣⇒｢細川勝元｣(~長禄3(1459)
  年)
1456年2月6日-09:00|日本|神奈川県小田原市|康正2年|大森頼春父子小田原城を本拠とする
1456年2月6日-09:00|日本|岐阜県|康正2年|<交替>美濃国守護｢土岐持益｣利永に敗れて隠居⇒｢土岐成頼｣(~明応
  4(1495)年9月隠居)
1456年2月6日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|康正2年|日野法界寺薬師堂できる
1456年2月6日-09:00|日本|群馬県沼田市|康正2年|天巽慶順､迦葉山弥勒寺の中興開山となり､曹洞宗に改宗
1456年2月6日-09:00|日本|静岡県掛川市|康正2年|各和伊予守道空､大年祥椿を開山に大義山竜昌院(各和)開基
1456年2月6日-09:00|日本|千葉県|康正2年|成氏の近臣･武田信長､上総へ打ち入り､長南･真里谷城を取り立て､
  同国を押領
1456年2月6日-09:00|日本|東京都江戸川区|康正2年|天祖神社御鎮座
1456年2月6日-09:00|日本|静岡県浜松市|康正2年1月|遠江国蒲御厨の百姓､土倉を襲う
1456年2月6日-09:00|日本|北海道|康正2年春|志乃利鍛冶屋がｱｲﾇのｵｯｶｲ(男･少年だった模様)を殺した事を起因
  として､東部のｱｲﾇ民族蜂起(ｼﾉﾘ事件)
1456年2月24日-09:00|日本|神奈川県平塚市|康正2年1月19日|三浦介時高､中郡岡崎を収め､近郷を押領
1456年2月24日-09:00|日本|千葉県市川市|康正2年1月19日|古河公方足利成氏､南･簗田氏の軍勢をもって千葉胤
  直の残党実胤･自胤らの拠る下総市河城を攻略､実胤らを武蔵へ追う/市河合戦
1456年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ﾃﾞｨ･ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾘｯﾁｵ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾞﾚｱ｣
1456年4月28日-09:00|日本|鹿児島県霧島市|康正2年3月24日|伊東氏祐､北原貴兼と兵を合わせ､大隅廻･敷根･上
  井に侵攻/島津忠国､これを撃退し､伊東･北原連合軍退く
1456年5月5日-09:00|日本|秋田県仙北郡|康正2年4月|蛎崎軍に呼応し､(湊)安藤堯季が秋田仙北郡の南部領を攻
  撃/南部光政が応戦/加勢し先陣をつとめた葛西信敏(持信の弟)はじめ南部勢の将兵五十数名が討死､南部軍が
  敗北し､仙北郡を失う
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1456年5月19日 00:00|宇宙/世界|  |||ﾊﾚｰ彗星､出現
1456年5月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ﾔｰｺﾌﾟ1世｣
1456年5月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ﾖﾊﾝ2世｣(~15030209死去)
1456年6月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<再任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｳﾞﾗﾄﾞ3世突刺し候｣(2回目~1462年7月解任)
1456年6月4日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ｱﾃﾈがｵｽﾏﾝ帝国に占領される
1456年6月9日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱはｵｽﾏﾝ帝国の家臣(~1471年)
1456年7月3日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･景泰7年6月|朝鮮で成三問らが瑞宗の復位をはかって処刑される
1456年7月7日-09:00|日本|奈良県奈良市|康正2年6月5日|興福寺が幕府の用銭賦課を拒否して蜂起.幕府､僧･懐
  賢を処刑
1456年7月21日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||10万のｵｽﾏﾝ軍に包囲されたﾊﾝｶﾞﾘｰ王国南端ﾍﾞｵｸﾞﾗｰﾄﾞで､ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国摂政
  ﾌﾆｬﾃﾞｨ･ﾔｰﾉｼｭが1万の手勢で急行し､敵を破る
1456年8月20日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｳﾗｼﾞｽﾗﾌ2世｣戦死
1456年8月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｼｬﾙﾙ7世､王の副官ｱﾝﾄﾜｰﾇ･ﾄﾞ･ｼｬﾊﾞﾝﾇに命じ､ﾌﾗﾝｽ南東部の王太子ﾙｲ領ﾄﾞ
  ｰﾌｨﾈに軍を送り占領/王太子ﾙｲ､ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公領に逃亡
1456年8月31日-09:00|日本|秋田県|康正2年8月|南部光政(義政の子)､安藤惟季(鹿季の孫)､と雄物川沿いで対戦
  ｡葛西一族の支援を得たが葛西信政が討死
1456年9月28日-09:00|日本|  ||康正2年8月29日|<死去>伏見宮貞成親王(後崇光院)(85歳)皇族
1456年9月28日-09:00|日本|  ||康正2年8月29日|幕府､河上五関のほかの新関を撤廃
1456年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾆｺﾛ･ﾃﾞｨ･ﾐｹﾘｰﾉ｣｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ｣
1456年10月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ連邦大法官｢ｳｨﾝﾁｪｽﾀｰ司教ｳｨﾘｱﾑ･ｳｪｲﾝﾌﾚｯﾄ｣(~14600707)
1456年10月16日-09:00|日本|埼玉県深谷市|康正2年9月17日|足利成氏･房顕の党､庁鼻和上杉性順父子と岡部原
  に戦
1456年10月18日-09:00|日本|滋賀県東近江市|康正2年9月19日|近江国土一揆､日吉八王寺社山門使節･山徒が徳
  政を要求して閉籠
1456年10月19日-09:00|日本|奈良県吉野郡吉野町|康正2年9月20日|吉野金峰山の仁王門が完成
1456年10月29日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾗﾁﾌﾞｼｭ公｢ｳﾞｪﾝﾂｪｽﾗｳｽ｣
1456年10月29日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾁﾌﾞｼｭ公｢ｼﾞｮﾝ3世｣(~1493年)
1456年10月30日-09:00|日本|滋賀県|康正2年10月2日|<死去>近江国守護｢六角久頼｣⇒｢六角高頼｣が継ぐ(~長禄2
  (1458)年5月14日解任)
1456年11月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ伯｢ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ･ﾃｭｰﾀﾞｰ｣
1456年11月14日-09:00|日本|群馬県館林市|康正2年10月17日|上野の岩松小五郎･金井新左衛門(上杉側)羽続原
  にて､足利成氏側に勝つ
1456年11月28日-09:00|日本|千葉県市原市|康正2年11月1日|上総国八幡郷(市原市)で千葉康胤と東常縁が戦い
  千葉康胤討死/千葉輔胤が家督を継ぐ
1456年12月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ公｢ｼｬﾙﾙ1世｣
1456年12月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ公｢ｼﾞｬﾝ2世｣(~14880401死去)
1456年12月5日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱ南部(ｷｬﾝﾊﾟﾆｱ､ﾊﾞｼﾘｶﾀ)で地震(M7.1)､死者3万人
1456年12月19日-09:00|日本|宮崎県|康正2年11月22日|伊東軍､新納目白で土持勢と合戦/土持勢敗北して引き上
  げる
1456年12月24日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>ｾﾙﾋﾞｱ専制君主｢ﾗｻﾞｰﾙ･ﾌﾞﾗﾝｺｳﾞｨｯﾁ｣ｼﾞｭﾗｼﾞ1世の息子(~14580119)ﾌﾞﾗﾝ
  ｺｳﾞｨｯﾁ王朝
1457年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｼﾞｬｳﾝﾌﾟﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ｣(~1458年)
1457年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾌｧﾙｷ朝ﾊﾝ｢Miran Adil Khan2世｣(~1501年)
1457年-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾁﾘｱ領ﾏﾙﾀ副総督｢Giovanni de Xabica｣(~1458年)
1457年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ｲﾜﾝ･ﾏﾙｶﾘ｣(~同年)⇒｢ｲﾜﾝ･ｳﾞｨﾄｳﾞｪﾂ･ｵﾄﾞ･ｸﾞﾚﾍﾞﾝｸﾞﾗﾀﾞ｣､｢ﾆｺ
  ﾗ･ｲﾛﾁｷ｣(~1463年)
1457年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ｸﾙﾑﾊﾞｯﾊ辺境伯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ･ｱﾋﾚｽ｣(~14860311死去)
1457年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｭｰｹﾞﾝ公 ｳﾞｧﾙﾃｨｽﾗﾌ10世｣(~1478年)
1457年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ侯｢ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ2世｣(~1464年死去),｢ｵｯﾄｰ5世｣(ｵｯﾄｰ寛大公)｣(~14710109死
  去)
1457年-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ|  |||ﾌｽ急進派とｳﾞｧﾙﾄﾞ派がﾎﾞﾍﾐｱ･ﾓﾗｳﾞｨｱ兄弟団が成立
1457年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｱｰｶﾞｲﾙ伯｢ｺﾘﾝ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣(~14930510死去)
1457年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ﾋﾞｮﾙﾝ･ﾘｷ･ｿｰﾚｲﾌｿﾝ｣(~1467年没)
1457年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ﾌﾞﾚﾁﾝ司教ｼﾞｮｰｼﾞ･ｼｮｱｰｽﾞｳｯﾄﾞ｣(~1460年)
1457年1月26日-09:00|日本|京都府久世郡久御山町|康正3年|台沙門賢昌房忍禅が修復し東明寺(燈明寺)と改称
  し三重塔も復旧(京都府→横浜市三渓園に移築)
1457年1月26日-09:00|日本|埼玉県さいたま市岩槻区|康正3年|扇谷上杉家家宰太田資清(道真)が岩槻城を築城
1457年1月26日-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||ｵｲﾗｰﾄ族の来襲でｳｽﾞﾍﾞｸ族が敗退し､ｶｻﾞｰﾌ族が分離
1457年2月10日-08:00|中国|  ||明･天順1年1月16日|<即位>明第8代皇帝｢英宗天順帝(朱祁鎮)｣(~天順8年1月17
  日1464年2月23日)第六代正統帝の重祚/于謙を処刑し団営廃止
1457年2月10日-08:00|中国|  ||明･天順1年1月16日|<廃位>明第7代皇帝｢代宗景泰帝(朱祁鈺)｣宦官曹吉祥と軍
  人石亨がｸｰﾃﾞﾀｰを起こす(奪門の変)
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1457年2月14日-09:00|日本|  ||康正3年1月20日|幕府が分一銭の納入を条件として徳制を禁止
1457年2月15日-08:00|中国|  ||明･天順1年1月21日|明英宗が8代目天順帝(~1464)に改名､天順と改元
1457年3月-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｲｪﾝｽ･ﾍﾞﾝﾄｿﾝ･ｵｸｾﾝｼｭﾙﾅ｣｢ｴﾘｸ･ｱｸｾﾙｿﾝ･ﾄｯﾄ｣(~6.23)
1457年3月14日-08:00|中国|  ||明･天順1年2月19日|<死去>明第7代皇帝｢代宗景泰帝(朱祁鈺)｣
1457年3月20日-09:00|日本|青森県|康正3年2月25日|<蠣崎蔵人の乱(陸奥国)>陸奥国北郡田名部の領主蠣崎蔵人
  がその居城(蠣崎城)によって乱をおこしたため八戸南部家が勅命を奉じて八戸湊を出帆して田名部湊に船を
  着け蠣崎城を攻撃しこれを攻略
1457年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾞｱﾝｺ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ｣｢ﾊﾞﾙﾄﾛ･ﾃﾞｨ･ﾐｹｰﾚ｣
1457年4月6日-09:00|日本|愛知県津島市|康正3年3月12日|僧澄慶､尾張国祇園牛頭天王･諏訪大明神の社殿を建
  立
1457年4月12日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｽﾃﾌｧﾝ3世偉大候｣ﾎﾞｸﾞﾀﾞﾝ2世の息子(~15040702死去)
1457年4月15日-09:00|日本|広島県広島市|康正3年3月21日|大内軍,佐東郡釈迦岳の武田軍を追落す
1457年4月17日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ公｢ｳﾞｧﾙﾃｨｽﾗﾌ9世｣
1457年4月17日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ=ﾊﾞｰｽ公｢ｳﾞｧﾙﾃｨｽﾗﾌ10世｣(~14781217死去)
1457年4月17日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ公｢ｴﾘｸ2世｣(⇒14640907ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ･ｼｭﾃ
  ｯﾃｨﾝ公)
1457年4月24日-09:00|日本|秋田県秋田市|康正3年4月|田名部一帯が根城南部政経により制圧され蠣崎蔵人は蝦
  夷地に逃れる
1457年5月1日-09:00|日本|埼玉県川越市|康正3年4月8日|扇谷上杉持朝が河越城を築城
1457年5月1日-09:00|日本|東京都千代田区|康正3年4月8日|太田道潅が江戸湾にのぞむ荏原郡桜田郷に江戸城を
  築城､完成
1457年6月6日-09:00|日本|北海道|康正3年5月14日|<ｺｼｬﾏｲﾝの戦い(蝦夷が島)>首領ｺｼｬﾏｲﾝを中心にｱｲﾇが団結し
  和人に向け戦端を開いた/胆振の鵡川から後志の余市までの広い範囲で戦闘が行われ､志濃里に結集したｱｲﾇ軍
  は小林良景の館を攻め落とした/ｱｲﾇ軍はさらに進撃を続け､和人の拠点である花沢と茂別を除く道南十二館の
  内10までを落とした
1457年6月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国内でのｳﾞｪﾈﾂｨｱ､ﾌｨﾚﾝﾂｪ､ｼﾞｪﾉｳﾞｧ､ﾙｯｶ､各商人の協約
1457年6月23日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ1世｣(~14640623~14810521死去55歳)
1457年7月1日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<死去>ﾓﾅｺ領主｢ｶﾀﾗｰﾉ｣
1457年7月1日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<就任>ﾓﾅｺ領主｢ｸﾗｳﾃﾞｨﾅ｣(~14580316)､摂政｢ﾎﾟﾒﾘｰﾅ･ﾌﾚｺﾞｿ｣(2回目~14580316)
1457年7月9日-09:00|日本|  ||康正3年6月18日|<死去>存如(62歳)浄土真宗の僧､本願寺第7世
1457年9月2日-09:00|日本|大阪府|康正3年8月14日|河内で､関所撤廃を要求して土一揆が蜂起
1457年9月7日-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｽｶﾝﾃﾞﾝﾍﾞﾙｸﾞがｵｽﾏﾝ朝軍に勝利
1457年9月20日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<就任>ﾓﾅｺ摂政｢ﾗﾝﾍﾞﾙﾄ･ｸﾞﾘﾏﾙﾃﾞｨ｣(~14580316)
1457年9月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ﾋﾟｴｰﾙ2世単純公｣41歳
1457年9月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ｱﾙﾃｭｰﾙ3世正義公｣ｼﾞｬﾝ4世とｼﾞｬﾝﾇ･ﾄﾞ･ﾅｳﾞｧｰﾙの次男(~14581
  226死去65歳)
1457年9月30日-09:00|日本|鹿児島県曽於市|康正3年9月12日|財部土持氏､伊東氏に降伏して新名爪へ移り､伊東
  祐尭､財部十城を知行
1457年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾓｰﾈ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾏﾘﾉ･ﾃﾞｨ･ﾍﾞﾝﾁｭﾘｰﾉ｣
1457年10月16日-09:00|日本|  ||長禄1年9月28日|｢長祿｣に改元
1457年10月19日-09:00|日本|茨城県古河市|長禄1年10月|足利成氏は古河公方館からめ下総古河城に移転
1457年10月19日-09:00|日本|京都府京都市|長禄1年10月|山城土一揆､徳政を求めて京に攻め入り土倉兵と戦い､
  ついで幕府兵八百騎と合戦して勝つ/以後50年間､毎年土一揆が､山城･大和･近江地域に起こる
1457年10月23日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ統領ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾌｫｽｶﾘが､十人委員会から追放される
1457年10月31日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾊﾟｽｸｱｰﾚ･ﾏﾘﾋﾟｴﾛ｣(~1462年)
1457年11月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾛｼｽﾞ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾚｽﾞﾘｰ｣(~1490年死去)
1457年11月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ=ｳﾗｯﾊ伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ2世｣兼ﾓﾝﾍﾞﾘｱﾙ伯｢ﾙｲ5世｣
1457年11月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ=ｳﾗｯﾊ伯｢ｴｰﾊﾞｰﾊﾙﾄ5世｣(⇒14821214ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ伯⇒149
  50721ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ公｢ｴｰﾊﾞｰﾊﾙﾄ1世｣~14960224死去)兼ﾓﾝﾍﾞﾘｱﾙ伯｢ｴｰﾊﾞｰﾊﾙﾄ1世｣(~1473年)
1457年11月20日-09:00|日本|京都府京都市|長禄1年11月4日|義敏家來が田上某の京宅で亂暴/足利義政の上意を
  得､甲斐常治･朝倉孝景･織田･山名教豐らが越前･尾張･遠江の名だたる國侍四十餘人を京中で殺す
1457年11月23日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ｵｰｽﾄﾘｱ公･ｼｭﾀｲｱｰﾏﾙｸ公｢ﾗﾃﾞｨｽﾗｳｽ｣
1457年11月23日-01:00|ﾁｪｺ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<死去>ﾎﾞﾍﾐｱ王･ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ﾗｼﾞｽﾗﾌ･ﾎﾟﾌﾛﾍﾞｸ｣兼ﾊﾝｶﾞﾘｰ王
  ･ｵｰｽﾄﾘｱ公｢ﾗｰｽﾛｰ5世｣兼ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾗﾃﾞｨｽﾗｳｽ･ﾎﾟｽﾄｩﾑｽ｣/17歳(誕生14400222)
1457年11月23日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ｵｰｽﾄﾘｱ大公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ6世｣(~14631202死去)､｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ5世｣(ﾛｰﾏ王ﾌﾘｰﾄ
  ﾞﾘﾋ4世､ﾛｰﾏ皇帝ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世~14930819死去)
1457年11月23日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<即位>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公｢ｱﾝﾅ･ﾌｫﾝ･ｴｽﾀｰﾗｲﾋ｣ﾗﾃﾞｨｽﾗｳｽ･ﾎﾟｽﾄｩﾑｽの妹(~14621113
  死去)､｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ3世｣ｱﾝの夫.ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ方伯(~14820917)共同統治
1457年12月18日-09:00|日本|奈良県|長禄1年12月2日|<長禄の変>赤松遺臣らは大和の豪族小川弘光と共に後南
  朝の行宮を襲い､南朝の皇胤である自天王と忠義王(後南朝の征夷大将軍である)や野長瀬盛高･盛実兄弟､楠木
  正理らの兄弟を騙し討って､神璽を持ち去ったが､後南朝を支持する吉野の民によって神璽を再度奪還され､赤
  松等は一旦引き上げた
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1457年12月21日-09:00|日本|  ||長禄1年12月5日|室町幕府､分一徳政令を出す
1458年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｼﾞｬｳﾝﾌﾟﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝｢ﾌｻｲﾝ･ｼｬｰ｣(~1479年)
1458年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾝｳﾞｨｰﾗがﾊﾞﾌﾏﾆｰ朝をやぶり､ﾜﾗﾝｶﾞﾙを攻略
1458年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｾﾍﾞｽﾃｨｴﾝ･ﾛｽﾞｺﾞﾆｲ｣(1回目~1460年4月)
1458年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝でｴﾕｯﾌﾞ･ﾓｽｸと聖廟が建設
1458年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｶﾗﾌﾞﾘｱ公(両ｼﾁﾘｱ王の推定相続人の称号)｢ｱﾙﾌｫﾝｿ｣(~14940125)ﾅﾎﾟﾘ王ｱﾙﾌｫﾝｿ2世
1458年-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾁﾘｱ領ﾏﾙﾀ副総督｢Pietro Giovanni de Mazara｣(~1460年)
1458年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｼﾁﾘｱ王｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ1世｣ｱﾗｺﾞﾝ王ﾌｱﾝ2世.ﾊﾞﾚﾝｼｱ王､ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ王(~1479年)
1458年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ国王｢ﾏｰﾁｬｰｼｭ1世｣(~14900406死去)
1458年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ｶﾅﾀﾞ|  |||ﾃﾞｰﾝ人のｼﾞｮﾝ･ｽｺﾙﾌﾟが北ｱﾒﾘｶに上陸
1458年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾓｰﾄﾝ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣(~14931022死去)
1458年1月13日-09:00|日本|山梨県甲府市|長禄1年12月28日|<小河原合戦>武田氏一門の吉田氏らは､守護代跡部
  景家と小河原で戦うが敗北.岩崎氏も攻められ一族が全滅
1458年1月15日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･延寧5年|<死去>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢摩訶貴由｣兄･摩訶賁該(1452年病没)の子に殺さ
  れた
1458年1月15日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･延寧5年|<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢槃羅茶悦｣(~1460.9死去)
1458年1月16日-09:00|日本|愛知県一宮市|長禄2年|尾張妙興寺の足利義教像できる
1458年1月16日-09:00|日本|静岡県御殿場市|長禄2年|小田原城主大森氏頼､亡くなった息女章子のために､真言
  宗青龍山般若梵筐寺を移し､材庵正棟を開山に曹洞宗蔵春山宝持院(東田中沓間)を再興
1458年1月16日-09:00|日本|静岡県浜松市東区|長禄2年|浄土宗の定明寺(浜松市笠井町)創建
1458年1月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ方伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ1世平和伯｣ﾍｯｾﾝはｵｰﾊﾞｰﾍｯｾﾝとﾆｰﾀﾞｰﾍｯｾﾝに分裂)
1458年1月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵｰﾊﾞｰﾍｯｾﾝ方伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ3世｣(富裕伯)｣ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ1世の下の息子(~14830113
  死去);ﾆｰﾀﾞｰﾍｯｾﾝ方伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ2世｣(正直伯)｣ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ1世の上の息子(~14711108死去)
1458年1月19日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾙﾋﾞｱ専制公共同摂政｢ﾐﾊｲﾛ･ｱﾝｼﾞｪﾛｳﾞｨｯﾁ｣(~3月)､｢ｴﾚﾅ･ﾊﾟﾚｵﾛｸﾞ｣(~145
  90620)
1458年1月19日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>ｾﾙﾋﾞｱ専制公｢ｽﾃﾌｧﾝ･ﾌﾞﾗﾝｺｳﾞｨｯﾁ｣ｼﾞｭﾗｼﾞ1世の息子(~14590321)
1458年1月24日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国国王･ｸﾛｱﾁｱ王｢ﾏｰﾁｬｰｼｭ1世｣ｼﾞｮﾝ･ﾌﾆｬﾃﾞｨの息子(~14
  900406死去)
1458年2月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｳﾞｫﾝ伯｢Thomas de Courtenay｣
1458年2月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾃﾞｳﾞｫﾝ伯｢Thomas Courtenay｣(~14610403死去)
1458年2月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘに給水用の水道が作られる
1458年3月2日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ｲｼﾞｰ･ｽ･ﾎﾟｼﾞｪﾌﾞﾗﾄ｣(~14710322死去)兼ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯･上下ﾗｳｼﾞｯﾂ
  辺境伯(~1469年)
1458年3月16日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<就任>ﾓﾅｺ領主｢ﾗﾝﾍﾞﾙﾄ｣(~14940315)
1458年3月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｵﾏｰﾙ伯｢Antoine｣
1458年3月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵﾏｰﾙ伯｢John6世｣(~1473年死去)
1458年3月27日-09:00|日本|京都府京都市左京区|長禄2年2月13日|鞍馬寺焼ける
1458年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ﾃﾞｨ･ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾁｪｯｺ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾀﾞ
  ･ｳﾞｧｯﾚ｣
1458年4月2日-09:00|日本|京都府京都市右京区|長禄2年2月19日|清凉寺､栖霞寺焼亡
1458年4月10日-09:00|日本|愛知県西尾市|長禄2年2月27日|三河国真福寺で火災
1458年4月12日-09:00|日本|  ||長禄2年2月29日|幕府の命により武衛斯波義敏と越前守護代甲斐将久(常治)と
  が一応和睦､斯波義敏は斯波邸(武衛陣)に戻る
1458年4月14日-09:00|日本|  ||長禄2年3月1日|幕府が､尼寺に関する4ヵ条の禁制を発令
1458年5月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｸﾞｼﾞｬﾗｰﾄ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ｼｬｰ2世｣
1458年5月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｸﾞｼﾞｬﾗｰﾄ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾀﾞｰｳｯﾄﾞ･ｼｬｰ｣(~5.25)
1458年5月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾌﾏﾆｰ朝第11代ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾗｰ･ｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾌﾏｰﾕｰﾝ･ｻﾞﾘｰﾑ･ｼｬｰ｣(~14610904)
1458年5月25日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｸﾞｼﾞｬﾗｰﾄ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾏﾌﾏﾄﾞ･ｼｬｰ1世｣(~15111123死去)
1458年5月31日-09:00|日本|島根県隠岐郡|長禄2年4月19日|足利義政､弟･義永の罪を赦して隠岐から召還
1458年6月-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ｱｸﾛﾎﾟﾘｽがｵｽﾏﾝ帝国に占領される
1458年6月9日-09:00|日本|愛知県名古屋市熱田区|長禄2年4月28日|熱田社渡用殿遷宮が行われる
1458年6月24日-09:00|日本|滋賀県|長禄2年5月14日|<交替>近江国守護｢六角高頼｣解任⇒｢六角政堯｣(~長禄4(14
  60)年7月)
1458年6月27日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾅﾎﾟﾘ王｢ｱﾙﾌｫﾝｿ1世｣兼ｱﾗｺﾞﾝ王｢ｱﾙﾌｫﾝｿ5世｣(誕生1396年)
1458年6月27日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｱﾗｺﾞﾝ国王･ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ国王｢ﾌｱﾝ2世｣兼ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ｼﾞｭｱﾝ2世｣兼ｼﾁﾘｱ王
  ｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ1世｣(~1468年)ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ1世とﾚｵﾉｰﾙ･ﾃﾞ･ｱﾙﾌﾞﾙｹﾙｹの息子(~14790120死去81歳)
1458年6月27日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ王｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ1世｣(~14940125死去)
1458年7月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ2世｣
1458年7月26日-02:00|ﾊﾟﾚｽﾁﾅ/ｷﾌﾟﾛｽ/ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｴﾙｻﾚﾑ王･ｷﾌﾟﾛｽ王国･ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾖﾊﾝ2世｣
1458年7月26日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<即位>ｷﾌﾟﾛｽ王国国王･ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ｼｬｰﾛｯﾄ(ｼｬﾙﾛｯﾀ)女王｣(~14600926
  )
1458年7月30日-09:00|日本|北海道|長禄2年6月20日|花沢の館(現在の上ﾉ国町)にいた武田信広によってｺｼｬﾏｲﾝ



1470迄(1502件)

  がうたれ､ｱｲﾇ軍は敗れ､ｼｻﾑ軍が道南を回復
1458年8月2日-09:00|日本|静岡県伊豆の国市|長禄2年6月23日|<任命>関東執事(堀越公方)｢上杉(犬懸)教朝｣(~
  寛正2(1461)年死去)､｢渋川義鏡(~寛正7(1466)年)蕨に下向
1458年8月2日-09:00|日本|静岡県伊豆の国市|長禄2年6月23日|<任命>堀越公方｢足利政知｣(~延徳3年4月3日(149
  10511)死去)
1458年8月6日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第209代ﾛｰﾏ教皇｢ｶﾘｽﾄｩｽ3世｣[1378年12月31日生～]享年79
1458年8月19日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第210代ﾛｰﾏ教皇｢ﾋﾟｳｽ2世｣(~14640814死去)
1458年9月8日-09:00|日本/韓国|  ||長禄2年8月|幕府朝鮮に大蔵経を求む
1458年9月8日-09:00|日本|沖縄県|長禄2年8月|阿麻和利(不明)琉球王国の按司.反乱を起こすが､敗れて討死
1458年9月8日-09:00|日本|沖縄県|長禄2年8月|護佐丸(不明)琉球王国の按司.謀反を企てていると阿麻和利に讒
  言されて攻められ､自害
1458年9月14日-09:00|日本|福井県|長禄2年8月7日|<長禄合戦(越前国)>守護斯波義敏派の堀江石見守が越前に
  下向し守護代派を破る､しばらく守護派(義敏派)が越前を押さえる
1458年9月18日-09:00|日本|福井県|長禄2年8月11日|<長禄合戦(越前国)>越前守護代派の敦賀郡司大谷将監が守
  護派に破れ自刃
1458年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾒﾝｷﾞｰﾉ･ﾃﾞｨ･ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｶﾙﾁｰﾆ｣｢ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ﾃﾞｨ･ﾁｪｯｺ(1459
  年死去)⇒ﾊﾞﾙﾄﾛ･ﾃﾞｨ･ﾐｹｰﾚ･ﾊﾟｼｰﾆ｣
1458年10月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢Pedro Luis de Borja｣
1458年10月7日-09:00|日本|石川県|長禄2年8月30日|<交替>加賀北半国守護｢富樫成春｣追放⇒｢赤松政則｣(~応仁
  元(1467)年)
1458年10月7日-09:00|日本|京都府京都市|長禄2年8月30日|赤松氏の遺臣､吉野から神璽を奪還し朝廷に献上
1458年10月8日-09:00|日本|奈良県奈良市|長禄2年9月|<廃城>鬼薗山城
1458年10月23日 00:00|ﾓﾛｯｺ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ｱﾙｸ･ｱ･ｾﾙ･ｾｹﾞｰﾙをﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙが支配(~1550年)
1458年10月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱで十人委員会の権限を制限する法律
1458年11月7日-09:00|日本|愛知県西尾市|長禄2年10月|三河国金蓮寺の不動明王堂が再建
1458年11月13日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾗｸﾞｰｻﾞ地区はｵｽﾏﾝ帝国支配下(~18080131)
1458年12月6日-09:00|日本|兵庫県|長禄2年11月|<交替>但馬国守護｢山名教豊｣解任⇒｢山名持豊｣(~文明4(1472)
  年8月隠居)
1458年12月6日-09:00|日本|兵庫県|長禄2年11月|<交替>播磨国守護｢山名教豊｣解任⇒｢山名持豊｣(~応仁元(1467
  )年5月)
1458年12月16日-09:00|日本|福井県|長禄2年11月11日|甲斐敏光(常治の子)､朝倉孝景が守護代派の巻き返しの
  ために越前下向を図るも､守護派堀江利真に阻まれ果たせず,海津に後退
1458年12月25日-09:00|日本|福井県あわら市|長禄2年11月20日|甲斐方の軍勢が加賀より坂井郡金津を攻撃し堀
  江利真を包囲するも,敗北
1458年12月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ｱﾙﾃｭｰﾙ3世正義公｣65歳
1458年12月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ﾌﾗﾝｿﾜ2世｣ﾘｼｬｰﾙ･ﾃﾞﾀﾝﾌﾟとﾏﾙｸﾞﾘｯﾄﾞ･ﾄﾞﾙﾚｱﾝの長男(~148809
  09死去55歳)
1459年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾏﾗｯｶ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｻﾞｯﾌｧﾙ･ｼｬｰ｣
1459年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾏﾗｯｶ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾙﾀﾝ･ﾏﾝｽｰﾙ｣(~1477年死去)
1459年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢Nasiruddin Mahmud Shah1世｣
1459年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾏｲｿｰﾙ王国(ｵﾃﾞﾔ朝)国王｢ﾁｬｰﾏ･ﾗｰｼﾞｬ1世｣
1459年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢Rukunuddin Barbak Shah｣(~1474年死去)
1459年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾏｲｿｰﾙ王国(ｵﾃﾞﾔ朝)国王｢ﾃｨﾝﾏ･ﾗｰｼﾞｬ1世｣(~1478年死去)
1459年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢Kuchuk Muhammad｣
1459年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ/ﾛｼｱ|  |||<即位>大ｵﾙﾀﾞ･ﾊﾝ､金帳ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾏﾌﾏﾄﾞ｣(~1
  465年)
1459年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｱｽﾄﾗﾊﾝ･ﾊﾝ｢ｻｲｲﾄﾞ･ﾏﾌﾑｰﾄﾞ｣建国(~1466年死去)
1459年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾚｵﾅﾙﾄﾞ･ﾄﾞｩｵｰﾄﾞ｣(~1462年)
1459年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾄﾚﾋﾞｿﾞﾝﾄﾞ帝国第21代皇帝｢ﾀﾞｳﾞｨﾄﾞ｣(~1461年)
1459年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝がﾓﾚｱ半島を攻略
1459年-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨｽ卿｢ｳﾞｫﾙﾌﾊﾙﾄ2世｣
1459年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾊﾟﾊﾞｵ･ｼｭﾋﾟﾗﾝﾁｯﾁ｣(~1463年)
1459年-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨｽ卿｢ｳﾞｫﾙﾌﾊﾙﾄ3世｣(~14771009没)､｢ｼﾞｰｸﾑﾝﾄ1世｣(~1492年没)､｢ｳﾙﾘ
  ｯﾋ｣(~14860820没)
1459年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ﾏﾃｨﾔ･ﾄｩｽﾁｪｳﾞｨｯﾁ･ｼﾝｼｯﾁ｣
1459年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾁｱ,ﾏｳﾛ修道士による輪形世界地図が制作
1459年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾄﾓﾝﾄﾞ王｢ﾄｲﾙﾄﾞﾍﾙﾊﾞｯﾊ･ﾎﾞｰｸﾞ･ｵ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣
1459年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<私権剥奪>ﾗﾄﾗﾝﾄﾞ伯｢ｴﾄﾞﾑﾝﾄﾞ｣
1459年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<爵位褫奪>第3代ﾀﾝｶｰｳﾞｨﾙ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｸﾞﾚｲ｣
1459年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾏｰ伯･初代ｷﾞﾘｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣(~1479年死去)
1459年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾄﾓﾝﾄﾞ王｢ﾀﾄﾞｸﾞ･ｱﾝ･ﾁｮﾑﾊｲﾄﾞ･ｵｰ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣ﾄｲﾙﾄﾞﾍﾙﾊﾞｯﾊ･ﾎﾞｰｸﾞ･ｵ･ﾌﾞﾘｱﾝとｷｬｻﾘﾝ･
  ﾊﾞｰｸの息子(~1466年没)､｢ﾄﾞﾝﾁｬﾄﾞ･ﾏｯｸ･ﾏｽｶﾞﾑﾅ･ｵｰ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣ﾏｽｶﾞﾑﾊｲﾝ･ﾀﾞﾙ･ｵ･ﾌﾞﾘｱﾝの息子(~1461年没)
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1459年1月-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾑﾗｳｸ=ｳｰ国王｢ﾊﾞ･ｿｳ･ﾋｭ｣(~14820805)
1459年1月9日-09:00|日本|京都府京都市|長禄2年12月5日|<就任>関白｢一条教房｣(~寛正4年4月)
1459年1月11日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢鄭昌孫｣(~22日)
1459年2月4日-09:00|日本|愛媛県|長禄3年|<交替>伊予国守護｢細川勝元｣⇒｢河野通春｣再任(~同年)
1459年2月4日-09:00|日本|佐賀県|長禄3年|<任命>肥前国守護｢渋川教直｣(~寛正2(1461)年)
1459年2月4日-09:00|日本|奈良県高市郡明日香村|長禄3年|春慶が法隆寺の五髻文殊像を造る
1459年2月7日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|長禄3年1月4日|鎌倉円覚寺焼失
1459年2月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾂｳﾞｧｲﾌﾞﾘｭｯｹﾝ公･ﾌｪﾙﾃﾞﾝﾂ伯｢ｼｭﾃﾌｧﾝ｣
1459年2月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<昇格>ｼｭﾎﾟﾝﾊｲﾑ伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世｣⇒ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ｼﾞﾝﾒﾙﾝ公(~14801129死去)
1459年2月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾂｳﾞｧｲﾌﾞﾘｭｯｹﾝ公｢ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ﾂｳﾞｧｲﾌﾞﾘｭｯｹﾝ家ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ1世｣(~14890719死去)
1459年2月17日-09:00|日本|愛知県|長禄3年1月14日|越前守護斯波氏と守護代甲斐氏の合戦が､尾張国でも勃発
1459年2月20日 00:00|ﾏﾝ島|  |||<死去>ﾏﾝ王｢Thomas1世 Stanley｣
1459年2月20日 00:00|ﾏﾝ島|  |||<就任>ﾏﾝ王｢Thomas2世 Stanley｣(~15040729死去)
1459年3月10日-09:00|日本|大分県|長禄3年2月6日|<死去>豊後守護｢大友親綱｣(不明)
1459年3月21日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>ｾﾙﾋﾞｱ専制公｢ｽﾃﾌｧﾝ･ﾄﾏｼｪｳﾞｨｯﾁ｣(~6.20､ｵｽﾏﾝ帝国によりｾﾙﾋﾞｱ専制公国
  滅亡)ｺﾄﾛﾏﾆｯﾁ王朝
1459年3月25日-09:00|日本|福井県福井市|長禄3年2月21日|<阿波賀城戸口合戦>堀江利真は甲斐派の朝倉教景(
  敏景の祖父)が守る一乗谷を攻撃,阿波賀木戸口で合戦にるが教景が利真を退けた
1459年3月26日-09:00|日本|京都府京都市上京区|長禄3年2月22日|室町北小路に､室町第(将軍の御所)が上棟さ
  れる
1459年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾞｱﾝｺ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ｣｢ﾊﾞﾙﾄﾛ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ｣
1459年4月4日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|長禄3年3月2日|今川彦四郎(寂庵性阿)､洞慶院賢窓常俊を開山
  に､真言宗国光寺から鳳凰山真珠院(梅ヶ谷)に改称し曹洞宗に改める
1459年5月3日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｴｰﾘｸ7世｣
1459年5月3日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ=ｼｭﾄﾙﾌﾟ公｢ｴﾘｸ1世｣
1459年5月4日-09:00|日本|福井県敦賀市|長禄3年4月2日|越前守護義敏派の堀江利真が甲斐方の敦賀城を攻める
  も敗退
1459年5月16日-09:00|日本|鳥取県|長禄3年4月14日|<死去>因幡国守護｢山名熈幸｣⇒｢山名豊氏｣が継ぐ(~寛正7(
  1466)年)
1459年6月9日-09:00|日本|  ||長禄3年5月9日|<死去>清巌正徹(79歳)臨済宗の僧､歌人
1459年6月13日-09:00|日本|福井県敦賀市|長禄3年5月13日|遠江･尾張･越前守護斯波義敏と堀江利真が､越前守
  護代の甲斐常治の敦賀城を攻撃するが敗退､800人討ち死に
1459年6月20日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ/ｺｿﾎﾞ|  |||ｾﾙﾋﾞｱ､ｺｿﾎﾞ(~19121009)がｵｽﾏﾝ帝国の支配下に入る
1459年6月25日-09:00|日本|福井県福井市|長禄3年5月25日|<長禄合戦>越中･能登･加賀の軍勢が越前に乱入,敏
  光らも府中を押さえ越前守護斯波義敏方は越前から撤退
1459年6月27日-09:00|日本|福井県福井市|長禄3年5月27日|甲斐方の軍勢､府中を制圧､甲斐敏光が守護所に入る
1459年6月30日-09:00|日本|愛知県|長禄3年6月|<交替>遠江･尾張･越国前守護｢斯波義敏｣追放され周防の大内氏
  のもとへ落ち延びる⇒子の｢斯波義寛｣が継ぐ(~寛正2(1461)年8月2日解任)
1459年6月30日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|長禄3年6月1日|筒井順永･光宣が許され順永は筒井城を回復､越
  智氏は引き退く
1459年7月5日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾗｳﾞｧ公｢Margareth of Raciborz｣
1459年7月30日-09:00|日本|奈良県|長禄3年7月1日|筒井順永が小泉･龍田氏を攻め､小泉金力丸･龍田英舜らが自
  害
1459年8月21日-09:00|日本|福井県|長禄3年7月23日|斯波義敏方の国人堀江氏等盛返し再び越前に進攻し長崎に
  陣を敷く
1459年8月28日-09:00|日本|静岡県|長禄3年8月|<長禄の乱>斯波氏の内紛に乗じ､今川治部少輔範将･原遠江入道
  忠頼･小笠原氏･久野氏･名和氏･垂井氏･尾崎氏･井伊浪人が｢中遠一揆｣を起こす
1459年8月28日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|長禄3年8月1日|筒井順永が番条･万歳氏を攻め両氏は没落､順永
  は筒井郷を回復し没落から立ち直る
1459年9月7日-09:00|日本|福井県福井市|長禄3年8月11日|足羽郡和田荘などの合戦で守護方が甲斐方に敗北し､
  総大将の堀江利真をはじめ､朝倉豊後守父子･同新蔵人･同掃部､平泉寺大性院･豊原寺成舜院らが戦死
1459年9月17日-09:00|日本|京都府京都市|長禄3年8月21日|室町幕府が､京都七口に新関を設置
1459年9月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ､ﾌﾞﾛｱ･ﾋｰｽの戦いでﾖｰｸ派が勝利
1459年9月27日-09:00|日本|奈良県|長禄3年9月|大和国土一揆蜂起
1459年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬｺﾓ･ﾀﾞﾝﾄﾛ･ｻﾝﾏﾘﾀｰﾆ｣｢ﾎﾟﾘﾉﾛ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾙﾅﾙﾃﾞｨｰﾉ｣
1459年10月6日-09:00|日本|  ||長禄3年9月10日|近畿大風･大洪水/吉野川沿岸家屋流出死者350人出す
1459年10月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞｼｽ､ﾗﾄﾞｵｰﾄﾞの戦いで､ﾗﾝｶｽﾀｰ派(国王軍)がﾖｰｸ派を破る
1459年10月13日-09:00|日本|奈良県宇陀市|長禄3年9月17日|室生寺焼ける
1459年10月28日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･天興1年10月3日|<死去>後黎朝(大越)前期第3代皇帝｢仁宗黎邦基｣殺害
  される
1459年11月1日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･天興1年10月7日|<即位>後黎朝(大越)前期第4代皇帝｢前廃帝黎宜民｣(~14
  600624殺害される)/天興と改元(~1460年旧6月7日)
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1459年11月8日-09:00|日本|愛知県津島市|長禄3年10月13日|尾張国津島社弥五郎殿の仮殿遷宮(⇒11月2日､帰座
  遷宮)
1459年11月9日-09:00|日本|埼玉県熊谷市|長禄3年10月14日|<太田庄の戦い(武蔵国)>関東管領上杉房顕が一族
  の主だった者たちを結集させた五十子城砦に足利成氏が攻撃を加えようとして出撃/両軍は上杉本陣の五十子
  近くの太田庄でぶつかる/激戦は丸一日続き､この日の戦いで上杉教房(持房の息子)をはじめとする主力武将
  が討死を遂げ､上杉方の敗戦
1459年11月10日-09:00|日本|群馬県|長禄3年10月15日|<太田庄の戦い>越後国守護･上杉房定･政藤は利根川を渡
  って上野側に陣地を張る古河軍を羽継原･海老瀬口にて攻撃をかけるが､再度敗戦/上杉軍は大打撃を受けたが
  ､古河軍も撤退したため五十子は上杉軍の手に確保された
1459年11月25日-09:00|日本|京都府京都市|長禄3年11月|京都の土一揆蜂起
1459年11月26日-09:00|日本|  ||長禄3年11月2日|幕府質物の利子及び償還期限の制を定む
1459年11月30日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢姜孟卿｣(~14610526)
1459年12月1日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|長禄3年11月7日|宇和郡津島郷白王権現社殿が造営せられる
1459年12月4日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ｱﾄﾞﾙﾌ1世｣兼ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾚﾝｽﾞﾌﾞﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ8世｣
1460年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ﾐﾝｸﾞﾚﾘｱ公｢ｷﾞｵﾙｷﾞ4世ﾘﾊﾟﾙﾃｨｱﾆ｣(1回目~1704年)
1460年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾓｽｺﾌｽｷｰ･ﾅﾒｽﾄﾆｸ｢ﾕｰﾘｰ･ｳﾞｧｼﾘｴｳﾞｨﾁ｣(~同年)⇒｢ｲｳﾞｧﾝ･ｳﾞｧｼﾘｴｳﾞｨﾁ｣(~1461年)
1460年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾀﾋﾘﾄﾞ･ｽﾙﾀﾝ｢Al-Mujahid Ali｣(~1479年)
1460年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾗｰｽﾛｰ･ｶﾆｯｻｲ｣(~4月)
1460年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｼﾞｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝朝第15代ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｱｲﾔﾄﾞ･ｱﾌﾏﾄﾞ｣(~1461年廃位)
1460年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国がｱﾝｹﾞﾛｶｽﾄﾛﾝを占領
1460年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのﾃﾞｭﾗｯﾂｫ執達吏･長官｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾀﾞ･ﾓｽﾄ｣(~1463年)
1460年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ｸﾘｽﾁｬﾝ1世｣(~14810521死去)
1460年-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾁﾘｱ領ﾏﾙﾀ副総督｢Pietro de Valdez｣(~1461年)
1460年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国執事｢ｴﾘｯｸ･ｵｯﾃｾﾝ･ﾛｰｾﾞﾝｸﾗﾝﾂ｣(~1480年)
1460年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼｭﾃｯﾃｨﾝ公｢ｵｯﾄｰ3世｣(~14640907死去)
1460年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ軍がﾍﾟﾛﾎﾟﾈｿｽを征服
1460年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<再任>ﾗﾄﾗﾝﾄﾞ伯｢ｴﾄﾞﾑﾝﾄﾞ｣回復(~14601230処刑)
1460年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>7代ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞ･ﾓﾗｳﾞｨｱ(ｼﾞｮﾝ･ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ)｣
1460年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>8代ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞ･ﾓﾗｳﾞｨｱ(ｼﾞｮﾝ･ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ)｣(~1508年死去)
1460年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第5代ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾌﾟﾗﾝﾀｼﾞﾈｯﾄ｣(~14610628国王位に統合)
1460年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島守護者｢Druet Le Marchant｣
1460年 00:00|ﾏﾘ|  |||<即位>ﾏﾘ帝国ﾏﾝｻ｢ｳﾘ2世｣(~1481年)
1460年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ議会がｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ議会から独立
1460年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾋﾟｺ島ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Alvaro de Ornelas｣(~14821229)
1460年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<設立>ﾋﾟｺ島ﾄﾞﾅﾄﾘｱ
1460年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾊﾟﾝﾄﾞｩﾗﾝｶﾞ王｢Po Kabrah(Ba Ke)｣(~1494年)
1460年1月24日-09:00|日本|岡山県|長禄4年|<任命>備中国守護｢細川勝久｣(~明応2(1493)年)
1460年1月24日-09:00|日本|岡山県|長禄4年|<任命>美作国守護｢山名政清｣(~応仁元(1467)年)
1460年1月24日-09:00|日本|岐阜県関市|長禄4年|岐阜新長谷寺本堂できる
1460年1月24日-09:00|日本|群馬県高崎市|長禄4年|藤原泥大夫景光､山名郡八幡宮造営
1460年1月24日-09:00|日本|静岡県浜松市北区|長禄4年|曹洞宗寺院で天林寺末の万福寺(八幡町)創建
1460年1月24日-09:00|日本|静岡県浜松市北区|長禄4年|大崎神明宮(三ヶ日町大崎)創始
1460年1月24日-08:00|中国|  ||明･天順4年|このころ､万里の長城が増築され九辺鎮をおく(ﾓﾝｺﾞﾙ対策)
1460年2月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>上ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ﾐｭﾝﾍﾝ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ3世｣
1460年2月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>上ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ﾐｭﾝﾍﾝ公｢ﾖﾊﾝ4世｣ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ3世の長男(~14631118死去)､
  ｢ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄ｣ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ3世の次男(⇒1467年ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ﾀﾞｯﾊｳ公~15010201死去)
1460年3月5日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ｸﾘｽﾁｬﾝ1世｣(~14810521死去)兼ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ伯(⇒1474年
  ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ公~1481年)
1460年3月23日-08:00|中国/日本|  ||長禄4年3月|出雲の住人たちが明国寧波を荒らして帰る
1460年4月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督代行｢ﾐﾊｲ･ｼﾗｰｼﾞｰ｣(~1461年4月)
1460年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾏﾘﾉ･ﾃﾞｨ･ﾍﾞﾝﾁｭﾘｰﾉ｣｢ﾘｯﾁｵ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾞﾚｱ｣
1460年5月12日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢John Nanfan｣(2期目~1461年)
1460年5月27日-09:00|日本|静岡県伊豆の国市|長禄4年5月7日|堀越公方足利政知､本陣伊豆国清寺を古川公方軍
  に攻められ退く
1460年5月28日-09:00|日本|和歌山県岩出市|長禄4年5月8日|根来寺の衆徒､住民と灌漑の権利を争い､調停に赴
  いた守護の家臣を攻めて自刃させる
1460年5月30日-09:00|日本|和歌山県|長禄4年5月10日|分国の紀伊国で根来寺と畠山軍が合戦を起こし畠山軍が
  大敗
1460年6月23日-09:00|日本|沖縄県|明･天順4年6月5日|<死去>琉球国王｢尚泰久｣46歳(誕生:応永22(1415)年)
1460年6月23日-09:00|日本|沖縄県|明･天順4年6月5日|<即位>琉球国王｢尚徳｣(~1469年死去)
1460年6月24日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･光順1年6月6日|<死去>後黎朝(大越)前期第4代皇帝｢前廃帝黎宜民｣殺害
  される
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1460年6月26日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･光順1年6月8日|<即位>後黎朝(大越)前期第5代皇帝｢聖宗黎思誠｣(~14970
  303死去)/光順と改元(~1469年)､黎朝大越の最盛期をむかえる
1460年7月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ｴｲﾎﾞﾝﾃﾞｰﾙ卿ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ｽﾁｭﾜｰﾄ｣(~14820617)
1460年7月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｼｭﾙｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯･ｳｫｰﾀｰｳｫｰﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ｣戦死
1460年7月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾊﾞｯｷﾝｶﾞﾑ公･ｽﾀｯﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾊﾝﾌﾘｰ･ｽﾀｯﾌｫｰﾄﾞ｣
1460年7月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｼｭﾙｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯･ｳｫｰﾀｰｳｫｰﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ｣先代の息子(~14730628死去
  )
1460年7月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞｯｷﾝｶﾞﾑ公･ｽﾀｯﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ｽﾀｯﾌｫｰﾄﾞ｣先代の孫(~148301102死去)
1460年7月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ､ﾉｰｻﾝﾌﾟﾄﾝの戦いで､ﾖｰｸ派のｳｫﾘｯｸ伯が国王軍に大勝
1460年7月15日-09:00|日本|愛知県一宮市|長禄4年6月27日|尾張国長隆寺が再建され､本尊の供養が行われる
1460年7月18日-09:00|日本|滋賀県|長禄4年7月|<交替>近江国守護｢六角政堯｣解任⇒｢六角高頼｣(2度目~応仁元(
  1467)年)
1460年7月18日-09:00|日本|  ||長禄4年7月1日|皆既日食が起こる
1460年7月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ連邦大法官｢ｴｸｾﾀｰ司教ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾈｳﾞｨﾙ｣(1期目~14610310)
1460年8月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ2世｣殺害される/29歳(誕生14301016)
1460年8月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ3世｣ｼﾞｪｰﾑｽﾞ2世とﾒｱﾘｰ･ｵﾌﾞ･ｸﾞｴﾙﾀﾞｰｽの息子(~1488
  0611死去36歳)
1460年8月4日-09:00|日本|京都府京都市|長禄4年7月18日|京で地震｡相国寺西明楼崩れる
1460年8月8日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島･ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島主｢Richard Neville｣(2期目
  ~14710414)
1460年9月9日-09:00|日本|  ||長禄4年8月24日|幕府､東海道の諸関を撤廃
1460年9月14日-01:00|ｽｲｽ|  |||ｽｲｽ盟約者団がﾄｩｰﾙｶﾞｳを制服
1460年9月15日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･光順1年9月|<死去>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢槃羅茶悦｣
1460年9月15日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･光順1年9月|<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢槃羅茶全｣(~1471年死去)
1460年9月19日-09:00|日本|  ||長禄4年9月5日|幕府侍所が､闕所および縁座･連座の規定を定める
1460年9月26日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<即位>ｷﾌﾟﾛｽ王国･ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ｼﾞｬｯｸ2世ろくでなし王｣(~14730611没
  )
1460年9月30日-09:00|日本|大阪府|長禄4年9月16日|<解任>河内･紀伊･山城･越中国守護｢畠山義就｣河内へ逃亡
1460年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾁｪｯｺ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾀﾞ･ｳﾞｧｯﾚ｣｢ｼﾓｰﾈ･ﾃﾞｨ･ﾏﾘﾉ･ﾃﾞｨ･ｼ
  ﾞｮｳﾞｧﾝﾆ｣
1460年10月4日-09:00|日本|大阪府|長禄4年9月20日|<任命>河内･紀伊国守護｢畠山政長｣(~応仁元(1467)年1月2
  日)
1460年10月4日-09:00|日本|京都府京都市|長禄4年9月20日|<任命>山城国守護｢畠山政長｣(~寛正5(1464)年11月)
1460年10月4日-09:00|日本|富山県|長禄4年9月20日|<任命>越中国守護｢畠山政長｣(~明応2年閏4月25日(1493060
  9)死去)
1460年10月16日-09:00|日本|京都府京都市上京区|長禄4年閏9月3日|日蓮宗の僧日親が肥前で布教したため､幕
  府が日蓮宗の本法寺を襲撃し､堂舎を破壊
1460年11月3日-09:00|日本|福井県あわら市|長禄4年閏9月21日|堀江民部,坂井郡細呂宜郷下方奪回のため乱入
  するが,百姓の抵抗を受け,金津道場の仲介により徹兵
1460年11月7日-09:00|日本|和歌山県|長禄4年閏9月25日|畠山義就の兵が紀伊国に入るが畠山政長が撃退
1460年11月13日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｳﾞｨｾﾞｳ公｢ｴﾝﾘｹ航海王子｣ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙの王子
1460年11月13日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｳﾞｨｾﾞｳ公｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ｣(~14700918死去)ﾄﾞｩｱﾙﾃ1世の次男､ﾍﾞｰｼﾞｬ公
1460年11月21日-09:00|日本|奈良県生駒郡斑鳩町|長禄4年10月10日|<河鍋山合戦>畠山義就方が畠山政長方の龍
  田･平群嶋氏の陣所を襲うが敗れる､越智家国･越智彦三郎戦死､義就方遊佐国助･誉田金宝･誉田祥栄･甲斐庄戦
  死
1460年12月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>第3代ﾖｰｸ公･ﾏｰﾁ伯･ｱﾙｽﾀｰ伯･ﾗﾄﾗﾝﾄﾞ伯･ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾌﾟﾗﾝﾀｼﾞﾈｯ
  ﾄ｣ｳｪｰｸﾌｨｰﾙﾄﾞの戦いで敗死/49歳(誕生1411年)
1460年12月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾗﾄﾗﾝﾄﾞ伯｢ｴﾄﾞﾑﾝﾄﾞ｣処刑
1460年12月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第4代ﾖｰｸ公･ｱﾙｽﾀｰ伯･ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ伯･ﾏｰﾁ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾌﾟﾗﾝﾀｼﾞﾈｯﾄ｣(~1461
  0304ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ4世として即位､爵位は王領に統合)
1460年12月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾈｳﾞｨﾙ｣
1461年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｻﾏ朝ｽﾙﾀﾝ｢Jam Nizamuddin2世｣(~1508年)
1461年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾞﾙｼﾞｰがﾊﾞﾌﾏﾆｰ朝に遠征し､ﾍﾞﾗｰﾙ地方を一時占領
1461年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾓｽｺﾌｽｷｰ･ﾅﾒｽﾄﾆｸ｢ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｱﾝﾄﾞﾚｴｳﾞｨﾁ｣(~1462年)
1461年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｲｽﾌｪﾝﾃﾞｨﾔﾘｽﾞ君主｢Kizil Ahmed･ﾍﾞｲ｣(~1461年)
1461年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｼﾞｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝朝第16代ｽﾙﾀﾝ｢ｻﾞｰﾋﾙ･ﾌｼｭｶﾀﾞﾑ｣(~1467年死去)
1461年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<廃位>ﾌﾞﾙｼﾞｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝朝第15代ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｱｲﾔﾄﾞ･ｱﾌﾏﾄﾞ｣
1461年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||ﾃｵﾄﾞﾛ公国がﾄﾞﾛｽ(ﾏﾝｸﾞｯﾌﾟ)で独立(~14750606)
1461年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾏﾙｸ伯｢ｹﾞﾙﾊﾙﾄ｣
1461年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢Bertrand6世of La Tour｣(~1494年)
1461年-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾁﾘｱ領ﾏﾙﾀ副総督｢Bartolomeo de Clementis｣(~1462年)
1461年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｾｳﾀ提督｢Pedro de Meneses｣(1期目~1462年)
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1461年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾏﾙｸ伯｢ﾖﾊﾝ1世｣ｸﾚｰﾌｪ公(~14810905死去)
1461年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｱﾏﾙﾌｨ公｢Antonio Todeschini Piccolomini｣(~1493年)
1461年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ｻﾞｲﾔｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ3世｣(~1468年)
1461年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ｺﾑﾗ･ｳﾞｨﾄｺｳﾞｨｯﾁ｣
1461年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾄﾓﾝﾄﾞ王｢ﾄﾞﾝﾁｬﾄﾞ･ﾏｯｸ･ﾏｽｶﾞﾑﾅ･ｵｰ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣
1461年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｴｾｯｸｽ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾞｳﾁｬｰ｣(~14830404死去)
1461年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾗﾚﾝｽ公｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌﾟﾗﾝﾀｼﾞﾈｯﾄ｣ﾖｰｸ公ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾌﾟﾗﾝﾀｼﾞﾈｯﾄの六男(~14780218死去)
1461年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾛｽﾀｰ公｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ｣(~1483年に即位してﾘﾁｬｰﾄﾞ3世)
1461年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<剥奪>第3代ｴｸｾﾀｰ公･ﾊﾝﾃｨﾝﾄﾞﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾎﾗﾝﾄﾞ｣(~1475.9死去)
1461年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<剥奪>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ｼﾞｬｽﾊﾟｰ･ﾃｭｰﾀﾞｰ｣
1461年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｻﾝﾀﾏﾘｱ島司令長官｢Goncalo Velho Cabral｣
1461年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾀﾏﾘｱ･ｻﾝﾐｹﾞﾙ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Joao Soares de Albergaria｣(1474
  0310ｻﾝﾐｹﾞﾙを分離~1499年死去)
1461年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<設立>ｻﾝﾀﾏﾘｱ･ｻﾝﾐｹﾞﾙ島ﾄﾞﾅﾀﾘｱ
1461年1月29日-09:00|日本|大阪府富田林市|長禄4年12月19日|<嶽山城の戦い(河内国>幕府軍の嶽山城攻撃が始
  まったが､義就の抵抗は激しく攻撃はことごとく撃退
1461年2月1日-09:00|日本|  ||寛正1年12月21日|｢寛正｣に改元
1461年2月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾖｰｸ公ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞが､ﾓｰﾃｨﾏｰｽﾞ･ｸﾛｽの戦いでﾗﾝｶｽﾀｰ派を破る
1461年2月11日-09:00|日本|群馬県沼田市|寛正2年|｢絹本著色地蔵十王図｣(鍛冶町正覚寺所在)､駿河国先照寺第
  4代住職梅巖祖春の資金により作られる
1461年2月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾍﾝﾘｰ6世の王妃のﾏｰｶﾞﾚｯﾄがｾﾝﾄ･ｵｰﾙﾊﾞﾝｽﾞの戦いでﾖｰｸ派のｳｫﾘｯｸ伯を破って王
  を救出
1461年2月26日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｼﾞｰ(ﾁｪﾙｹｽ)･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱｼｭﾗﾌ･ｲｰﾅｰﾙ｣
1461年2月26日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｼﾞｰ(ﾁｪﾙｹｽ)･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｱｲﾔﾄﾞ･ｱﾌﾏﾄﾞ｣(~6.28)
1461年3月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王国国王｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ4世｣ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾌﾟﾗﾝﾀｼﾞﾈｯﾄとｾｼﾘｰ･ﾈｳﾞｨﾙの男子
  (~14701002退位~14830409死去40歳)
1461年3月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<統合>ﾖｰｸ公･ｱﾙｽﾀｰ伯･ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ伯･ﾏｰﾁ伯⇒王領
1461年3月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾌﾟﾛｽﾍﾟﾛ･ｱﾄﾞﾙﾉ｣(~7.17)
1461年3月12日-09:00|日本|京都府京都市|寛正2年2月|<寛正の大飢饉>(~3月)数万人の流民(飢民)が京都市中に
  流れ込み事態は悪化.飢餓と疫病により2ｶ月で京都で8万2000人の死者.鴨川も死体で埋まる
1461年3月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾟｰｼｰ｣戦死没収
1461年3月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||薔薇戦争ﾀｳﾄﾝの戦い/ﾖｰｸ家のｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ4世がﾗﾝｶｽﾀｰ派を破り､ﾍﾝﾘｰ6世はｽｺｯﾄﾗﾝ
  ﾄﾞに逃走
1461年4月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｾﾍﾞｽﾃｨｴﾝ･ﾛｽﾞｺﾞﾆｲ｣(2回目~9月)
1461年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾓｰﾈ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｻﾊﾞ
  ﾃｨｰﾆ｣
1461年4月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｳﾞｫﾝ伯｢Thomas Courtenay｣
1461年4月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾃﾞｳﾞｫﾝ伯｢John Courtenay｣(~1465年)
1461年4月11日-09:00|日本|愛知県豊橋市|寛正2年3月|町田国信ら､三河国東観音寺の本堂を建立
1461年4月15日-09:00|日本|京都府京都市北区|寛正2年3月5日|真如寺火事
1461年4月30日-09:00|日本|神奈川県|寛正2年3月20日|<継承>駿河国守護｢今川範忠｣54歳⇒｢今川義忠｣26歳/代
  替わり
1461年5月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｼｬﾙﾙ7世はﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ善良公に｢王太子の預かり賃｣を支払う事にして和解
1461年5月 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島･ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島主｢Pierre de Breze｣(~1465071
  6死去)
1461年5月 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｼﾞｬｰｼﾞｰ島ﾌﾗﾝｽ司令官｢Jean Carbonnel｣(~1467.10)
1461年5月 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｼﾞｬｰｼﾞｰ島をﾋﾟｴｰﾙ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾘｰｽﾞの下でﾌﾗﾝｽが占領(~1467.10)西部の小教
  区はﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾄﾞ･ｶﾙﾃﾚｯﾄの下で反抗し続ける
1461年5月10日-08:00|中国|  ||明･天順5年4月|明の版図を京師･南京･中都･興都の4門に分けてその地理などを
  詳細に記した｢大明一統志｣90巻が吏部尚書翰休学士李賢らの撰によって完成
1461年6月7日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢鄭昌孫｣(~14620607)
1461年6月22日-09:00|日本|群馬県|寛正2年5月14日|堀越公方政知方の岩松家純が幕府･上杉側に寝返ったばか
  りの岩松持国･次郎父子を討って､岩松氏を統一
1461年6月23日-09:00|日本|広島県尾道市|寛正2年5月15日|弥陀三尊の磨崖仏(尾道千光寺蔵)成る
1461年6月28日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｼﾞｰ(ﾁｪﾙｹｽ)･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｻﾞｰﾋﾙ･ﾌｼｭｶﾀﾞﾑ｣(~14671009死
  去)
1461年6月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾗﾚﾝｽ公｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌﾟﾗﾝﾀｼﾞﾈｯﾄ｣ﾖｰｸ公ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾌﾟﾗﾝﾀｼﾞﾈｯﾄの六男(~147802
  18死去)
1461年7月4日-09:00|日本|神奈川県|寛正2年5月26日|<死去>駿河国守護｢今川範忠｣54歳⇒｢今川義忠｣が継ぐ(~
  文明8年2月6日(14760301)死去)
1461年7月8日-09:00|日本|埼玉県比企郡吉見町|寛正2年6月|古河公方成氏が武蔵に進出し､松山城を落とす/次
  いで下総葛西城を攻め落とす
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1461年7月10日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ|  |||<死去>ﾎﾞｽﾆｱ王｢ｽﾃﾊﾟﾝ･ﾄﾏｼｭ･ｵｽﾄｲｯﾁ｣
1461年7月10日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ|  |||<即位>ﾎﾞｽﾆｱ王｢ｽﾃﾊﾟﾝ3世ﾄﾏｼｪｳﾞｨｯﾁ｣(~14630605没)
1461年7月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｽﾋﾟﾈｯﾀ･ﾃﾞｨ･ｶﾝﾎﾟﾌﾚｺﾞｰｿ｣(~7.24)
1461年7月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ王･ﾍﾞﾘｰ公｢ｼｬﾙﾙ7世｣/58歳(誕生14030222)
1461年7月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾍﾞﾘｰ公｢ｼｬﾙﾙ｣ｼｬﾙﾙ7世の末子(~14720524死去)
1461年7月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<再任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ･ﾃﾞｨ･ｶﾝﾎﾟﾌﾚｺﾞｰｿ｣(2期目~14620514)
1461年8月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｽ国王｢ﾙｲ11世慎重王(遍在する蜘蛛)｣ｼｬﾙﾙ7世の子(~14830830)
1461年8月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝がｼﾞｬﾝﾀﾞﾙﾙ候国とﾄﾚﾋﾞｿﾞﾝﾄﾞ帝国を征服
1461年8月17日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<死去>聖ﾖﾊﾈ騎士団ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾏｽﾀｰ｢ｼﾞｬｯｸ･ﾄﾞ･ﾐﾘｰ｣
1461年8月24日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾏｽﾀｰ｢ﾋﾟｴﾛ･ﾗｲﾓﾝﾄﾞ･ｻｺｽﾀ｣(~14670221没)
1461年9月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾌﾏﾆｰ朝第12代ｽﾙﾀﾝ｢ﾆｻﾞｰﾑｯﾃﾞｨｰﾝ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ｼｬｰ3世｣(~14630730死去)
1461年9月6日-09:00|日本|愛知県|寛正2年8月2日|<交替>尾張･越前･遠江国守護｢斯波松王丸｣解任⇒遠縁の｢斯
  波義廉｣が継ぐ(~文正元(1466)年8月25日解任)
1461年9月23日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾅﾌﾞﾗ王国国王｢ｶﾙﾛｽ4世｣40歳
1461年9月23日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ﾖｰﾑ･ﾄﾞ･ｶﾙﾄﾞﾅ･ｲ･ﾄﾞｶﾞﾝﾃﾞｨｱ｣(~14661201)
1461年9月23日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾅﾊﾞﾗ王｢ﾌﾞﾗﾝｶ2世｣ﾌｱﾝ2世とﾌﾞﾗﾝｶ1世の女子(~14641202死去40歳)
1461年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾒﾈｯﾄ･ﾃﾞｨ･ﾒﾈｯﾄ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣｢ﾋﾞｱﾝｺ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ｣
1461年11月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾘｰ公｢ｼｬﾙﾙ｣ｼｬﾙﾙ7世の末子(~1465年ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ公に変更)
1461年11月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｹﾝﾄ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾈｳﾞｨﾙ｣(~14630109死去)
1461年11月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<剥奪>ｻﾏｾｯﾄ公｢ﾍﾝﾘｰ･ﾎﾞｰﾌｫｰﾄ｣
1461年11月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰﾌｫｰｸ公･ﾉｯﾃｨﾝｶﾞﾑ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞ･ﾓｳﾌﾞﾚｰ｣
1461年11月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰﾌｫｰｸ公･ﾉｯﾃｨﾝｶﾞﾑ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞ･ﾓｳﾌﾞﾚｰ｣先代の子(~14760114死去)
1461年11月15日-09:00|日本|滋賀県長浜市|寛正2年10月13日|大浦荘代官松平益親､三河勢などを引き連れ菅浦
  を攻める
1461年11月25日-09:00|日本|静岡県伊豆の国市|寛正2年10月23日|<死去>関東執事(堀越公方)｢上杉教朝｣自害⇒
  ｢上杉(犬懸)政憲｣が継ぐ(~長享元(1487)年死去)
1461年11月26日-09:00|日本|京都府京都市上京区|寛正2年10月24日|足利義政､雲頂院の造園を行う/卵塔の背後
  に､東山から楓の木を移し､｢庭園の美｣を追求
1461年11月29日-09:00|日本|愛知県知多郡南知多町|寛正2年10月27日|僧元久の勧進により､篠島村神宮寺の堂
  舎が建立される
1461年12月2日-09:00|日本|愛知県岡崎市|寛正2年11月|松平信光､三河国岩津に妙心寺を建立
1461年12月3日-09:00|日本|愛知県名古屋市緑区|寛正2年11月2日|尾張国氷上社において､遷宮が行われる
1461年12月15日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>初代ﾌﾞﾗｶﾞﾝｻ公｢ｱﾌｫﾝｿ1世｣8代ﾊﾞﾛｾﾛｽ公,2代ﾈｲｳﾞｧ公
1461年12月15日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>2代ﾌﾞﾗｶﾞﾝｻ公｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ1世｣(~14780401死去)初代ｳﾞｨﾗ･ｳﾞｨｿｰｻﾞ候,5
  代ｵｳﾚﾑ伯公,9代ﾊﾞﾙｾﾛｽ公,3代ｱﾗｲｵﾛｽ伯,3代ﾈｲｳﾞｧ伯
1461年12月31日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾜﾙｼｬﾜ公･統一ﾌﾟｳｫﾂｸ公｢ｼｪﾓｳﾞｨﾄ6世｣
1462年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｻﾑﾄﾞﾗ･ﾊﾟｻｲ王国第9代ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾏﾄﾞ2世｣(~1464年)
1462年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾄﾞｰｽﾄ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣ｴｾﾝ･ﾌﾞｶの子(~1469年)
1462年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ｲｳﾞｧﾝ･ｳﾞｧｼﾘｴｳﾞｨﾁ｣(~1480年ｲｳﾞｧﾝ･ｳﾞｧｼﾘｴｳﾞｨﾁ(ｲｳﾞｧ
  ﾝ3世･ｲｳﾞｧﾝ雷帝)によりﾓｽｸﾜ大公国へ併合)
1462年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｶｻﾞﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾊﾘｰﾙ｣ﾏﾌﾑﾃﾞｸの子(~1467年)
1462年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾘｬｻﾞﾝ公｢ｲｳﾞｧﾝ4世ｳﾞｧｼﾘｴｳﾞｨﾁ｣ﾓｽｸﾜ大公(~1464年)
1462年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾏﾝｽｰﾙ･ｱﾝﾅｼﾞｰﾙ･ﾋﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣
1462年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾑｱｲﾔﾄﾞ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣ｱﾙﾏﾝｽｰﾙ･ｱﾝﾅｼﾞｰﾙの息子(~15030225死去)
1462年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾛﾚﾝﾂｫ･ﾓﾛ｣(~1464年)
1462年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ｳｼﾞﾗｷ｣(3回目)+｢ﾔﾉｽ･ﾎﾟﾝｸﾞﾗﾁ｣(1回目)(~1465
  年)
1462年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱのﾚｳﾞｧﾙ司令官｢ﾖﾊﾝ･ﾌｫﾝ･ｸﾘｯｹﾝﾍﾞｯｸ｣(~1468年)
1462年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾋｽﾝ･ｶｲﾌｧ)ｱﾐｰﾙ｢Ak Koyunlu occupation｣(~1482年)
1462年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾜﾗｷｱはｵｽﾏﾝ帝国の家臣(~1476年)
1462年-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾁﾘｱ領ﾏﾙﾀ副総督｢Paolo de Nasis｣(~1466年)
1462年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾇﾑｰﾙ公｢ｼﾞｬｯｸ･ﾀﾞﾙﾏﾆｬｯｸ｣ｴﾚｵﾉｰﾙ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙﾎﾞﾝとﾊﾟﾙﾃﾞｨｱｯｸ伯ﾍﾞﾙﾅｰﾙ8世の息子(~14
  770804処刑され領地没収)
1462年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｾｳﾀ暫定提督｢Pedro de Albuquerque｣(~1463年)
1462年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱﾗｺﾞﾝ王ﾌｱﾝ2世に対する対立王｢ｶｽﾃｨｰﾘｬ王ｴﾝﾘｹ4世｣ｶｽﾃｨｰﾘｬ王ﾌｱﾝ2世とﾏﾘｱ･ﾃﾞ･
  ｱﾗｺﾞﾝの息子(~1463年~14741211死去49歳)
1462年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<復位>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ﾅｽﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾕｰｽﾌ5世｣(2期目~同年)⇒<復位>｢Sa'd｣(~1464年)
1462年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||自由都市ﾏｲﾝﾂがﾏｲﾝﾂ司教に従属し､自由を失う
1462年-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||ﾘﾐﾆのﾏﾗﾃｽﾀからﾌｨｵﾚﾝﾃｨｰﾉ､ﾓﾝﾃｼﾞｬﾙﾃﾞｨｰﾉ､ｾﾗｳﾞｧｯﾚがｻﾝﾏﾘﾉに加わった
1462年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ女伯｢ｱﾘｽ･ﾓﾝﾀｷｭｰﾄ｣
1462年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｽﾞﾓﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣
1462年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾈｳﾞｨﾙ｣(~14710414死去爵位停止)
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1462年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾃﾞｽﾞﾓﾝﾄﾞ伯｢ﾄｰﾏｽ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣(~1467年死去)
1462年 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<設立>最初のﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ人入植地(ﾘﾍﾞｲﾗ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ､ｻﾝﾄ･ｱﾝﾀﾝ､ｻﾝ･ﾋﾞｾﾝﾃ､ｻﾝ･ﾃ
  ｨｱｺﾞ､ｻﾝ･ﾆｺﾗｳ､ﾏｲｵ､ﾎﾞｱﾋﾞｽﾀ､ｻﾙ､ﾌｫｺﾞ､ﾌﾞﾗﾊﾞ)
1462年1月30日-08:00|中国|  ||明･天順6年|<死去>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｴｾﾝ･ﾌﾞ｣
1462年1月30日-08:00|中国|  ||明･天順6年|<即位>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾄﾞｰｽﾄ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~1468年死去)､｢ﾕｰﾇｽ｣(~14
  87年死去)
1462年1月30日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||明･天順6年|ﾕｰﾇｽがﾓｸﾞﾘｽﾀｰﾝ･ﾊﾝ国を継承
1462年1月31日-09:00|日本|石川県|寛正3年|<死去>富樫成春(不明)元加賀守護
1462年1月31日-09:00|日本|滋賀県栗東市|寛正3年|金勝寺建立
1462年1月31日-09:00|日本|静岡県浜松市東区|寛正3年|曹洞宗寺院で東漸寺末の盛福寺(大島町)創建
1462年1月31日-09:00|日本|広島県|寛正3年|<交替>安芸国守護｢山名教豊｣⇒｢山名是豊｣(~文明7(1475)年解任)
1462年1月31日-09:00|日本|広島県|寛正3年|<交替>備後国守護｢山名教豊｣解任⇒｢山名是豊｣(~文明8(1476)年)
1462年1月31日-09:00|日本|福岡県|寛正3年|<降格>筑後国守護｢菊池為邦｣⇒筑後半国守護(~寛正6(1465)年)
1462年1月31日-09:00|日本|福岡県|寛正3年|<任命>筑後半国守護｢大友政親｣(~寛正6(1465)年)
1462年2月21日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱｽﾄｩﾘｱｽ公(ｽﾍﾟｲﾝ国王の推定相続人)｢ﾌｱﾅ｣ｴﾝﾘｹ4世の娘(~1464年)
1462年2月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>12代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞ･ｳﾞｨｱｰ｣
1462年2月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>13代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞ･ｳﾞｨｱｰ｣先代の子(~1475年剥奪~1485年回復~
  15130310死去)
1462年2月27日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>統一ﾌﾟｳｫﾂｸ公｢ｳﾞﾜﾃﾞｨｽﾜﾌ2世｣
1462年2月27日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾌﾟｳｫﾂｸ公｢ｺﾝﾗﾄ3世ﾙﾃﾞｨ赤公｣ﾎﾞﾚｽﾜﾌ4世の息子(~14710403)
1462年2月27日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾜﾙｼｬﾜ公｢ｺﾝﾗﾄ3世ﾙﾃﾞｨ赤公｣,｢ｶｼﾞﾐｪｼｭ3世｣,｢ﾔﾇｼｭ2世｣ﾎﾞﾚｽﾜﾌ4世の息
  子(~14710403)
1462年3月1日-09:00|日本|静岡県浜松市北区|寛正3年2月|堀江筑前守清忠室妙智院殿心窓永秀大姉､命天慶受師
  開山に法憧院(三ｹ日町大崎)開基
1462年3月8日-09:00|日本|静岡県焼津市|寛正3年2月8日|<死去>福翁山大満寺(下江留)中興開山快全法印
1462年3月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾏｾｯﾄ公｢ﾍﾝﾘｰ･ﾎﾞｰﾌｫｰﾄ｣(~14640515死去剥奪)
1462年3月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾌｫｰｸ公｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾎﾟｰﾙ｣(~14920514死去)
1462年3月27日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾓｽｸﾜ大公｢ｳﾞｧｼﾘｰ2世ｳﾞｧｼﾘｴｳﾞｨﾁ｣
1462年3月28日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾓｽｸﾜ大公｢ｲﾜﾝ3世ｳﾞｧｼﾘｴｳﾞｨﾁ｣(~15051027死去)
1462年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾞﾙﾄﾛ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ｣｢ﾏﾘﾉ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣
1462年4月26日-09:00|日本|奈良県奈良市|寛正3年3月27日|大和元興寺炎上
1462年4月28日-09:00|日本|  ||寛正3年3月29日|<死去>総一検校(不明)琵琶法師
1462年5月5日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾊﾟｽｸｧｰﾚ･ﾏﾘﾋﾟｴｰﾛ｣
1462年5月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｸﾘｽﾄﾌｫﾛ･ﾓｰﾛ｣(~14711110)
1462年5月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ11世(ｼｬﾙﾙ7世の子､慎重王)､｢ﾊﾞｲﾖﾝﾇ条約｣を締結/ｱﾗｺﾞﾝ王ﾌｱﾝ2
  世のｶﾀﾛﾆｱ地方の｢反乱｣鎮圧に協力/見返りに､南ﾌﾗﾝｽの｢ﾙｼﾖﾝ伯領｣と｢ｽﾙﾀﾞｰﾆｭ伯領｣を割譲される
1462年5月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾊﾟｵﾛ･ﾌﾚｺﾞｰｿ｣(~5.31)
1462年5月16日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王｢ｸﾗﾚﾝｽ卿ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌﾟﾗﾝﾀｼﾞﾈｯﾄ｣(~14700323)､代行｢
  ﾎﾟｰﾄﾚｽﾀｰ卿ﾛｰﾗﾝﾄﾞ･ﾌｨｯﾂﾕｰｽﾀｽ｣(~14630401)
1462年6月8日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<再任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ･ﾃﾞｨ･ｶﾝﾎﾟﾌﾚｺﾞｰｿ｣(3期目~1463.1)
1462年6月9日-09:00|日本|大阪府富田林市|寛正3年5月12日|細川成之･政長､河内金胎寺城に畠山義就を撃破
1462年6月13日-09:00|日本|三重県|寛正3年5月16日|幕府が伊勢の山田関を廃止
1462年6月17日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢申叔舟｣(~14660531)
1462年7月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<解任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｳﾞﾗﾄﾞ3世突刺し候｣
1462年7月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾗﾄﾞｩ3世美候｣ｳﾞﾗﾄﾞ2世の息子(1回目~14731123)
1462年7月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ11世(故ｼｬﾙﾙ7世の子､慎重王)､軍を送り､ﾋﾟﾚﾈｰ山麓地中海側にある｢ﾙｼﾖﾝ
  伯領｣と｢ｽﾙﾀﾞｰﾆｭ伯領｣を占領
1462年7月11日-09:00|日本|長崎県壱岐市|寛正3年6月14日|源義､壱岐州安国禅寺の仏殿を造営し､寺領を寄進
1462年7月12日-09:00|日本|長野県|寛正3年6月15日|<死去>前信濃国守護｢小笠原持長｣67歳
1462年7月18日-09:00|日本|京都府京都市中京区|寛正3年6月21日|幕府が､小栗宗湛に高倉第の襖絵を描かせる
1462年7月27日-09:00|日本|静岡県浜松市|寛正3年7月|佐田城主堀江下野守久実の老妣妙智院心窓永秀大姉､永
  平寺命天慶受和尚を開山に寺倉山法瞳院(浜松市三ｹ日町大崎)開基
1462年8月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾅﾎﾟﾘ王ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ1世が､ｱﾝｼﾞｭｰ家のｼﾞｬﾝに勝利して反乱を鎮圧
1462年8月20日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙはｶｽﾃｨｰﾘｬに征服された
1462年9月24日-09:00|日本|京都府木津川市|寛正3年9月|木津で馬借が蜂起し､奈良侵入を計る
1462年9月24日-09:00|日本|奈良県奈良市|寛正3年9月|南都絵師重有死去
1462年10月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｴﾛﾙ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾍｲ｣
1462年10月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｴﾛﾙ伯｢ﾆｺﾗｽ･ﾍｲ｣(~1470年死去)
1462年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬｺﾓ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｻﾝﾏﾘﾀｰﾆ｣｢ﾘｯﾁｵ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾞﾚｱ｣
1462年10月4日-09:00|日本|京都府京都市|寛正3年9月11日|蓮田兵衛を指導者とする土一揆が､徳政を要求して
  京都一帯で蜂起
1462年10月8日-09:00|日本|京都府京都市|寛正3年9月15日|蓮田兵衛の土一揆が下京に放火し､30町余りを焼く
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1462年10月13日-09:00|日本|京都府京都市東山区|寛正3年9月20日|山城国願成寺焼失
1462年10月14日-09:00|日本|京都府京都市|寛正3年9月21日|この日以前､土一揆により錦小路付近30余町が放火
  される
1462年11月13日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<死去>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公｢ｱﾝﾅ･ﾌｫﾝ･ｴｽﾀｰﾗｲﾋ｣
1462年11月13日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<即位>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公｢ｴﾘｰｻﾞﾍﾞﾄ･ﾌｫﾝ･ﾊﾌﾟｽﾌﾞﾙｸ｣,｢ｶｼﾞﾐｪｼｭ4世｣(~1467年)
1462年11月19日-09:00|日本|京都府京都市|寛正3年10月28日|赤松政則らが蓮田兵衛の一揆を鎮圧
1462年11月23日-09:00|日本|京都府京都市|寛正3年11月2日|蓮田兵衛(土一揆指導者)が討ち死に
1463年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ﾆﾔﾘﾔｲ･ﾘﾔﾐﾔﾄｩﾊﾞﾃｨｰ｣(~1469年国内分裂)
1463年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｶﾋﾞｰﾚﾝﾄﾞﾗ王がｳﾞｨｼﾞｬﾔﾅｶﾞﾙ王国の南部へ侵攻
1463年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ﾊﾞｸﾞﾗﾄ2世｣(~1478年死去)
1463年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾓｽｺﾌｽｷｰ･ﾅﾒｽﾄﾆｸ｢ｲｳﾞｧﾝ･ｱﾚｸｱﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(~1466年)
1463年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||ｱﾌﾞﾊｼﾞｱ公国がｸﾞﾙｼﾞｱから分離
1463年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ﾅｸｿｽ摂政｢ﾍﾟﾄﾛﾆｰｼﾞｬ･ﾍﾞﾝﾎﾞ｣(~1464年)
1463年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ﾅｸｿｽ公｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ2世｣(~同年)⇒｢ｼﾞｬｺﾓ3世｣(~1480年)
1463年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのﾃﾞｭﾗｯﾂｫ執達吏･長官｢ﾊﾟｵﾛ･ｷﾘｰﾆ｣(~1466年)
1463年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｽﾃﾌｧﾝ3世ﾌﾗﾝｺﾊﾟﾝ｣(~同年)
1463年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｹﾞｯﾃｨﾝｹﾞﾝ侯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世｣ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ公ﾊｲﾝﾘﾋ1世の息子(~1473
  年)1482年死去
1463年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｾｳﾀ提督｢Pedro de Meneses｣(2期目~1464年)
1463年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱﾗｺﾞﾝ王ﾌｱﾝ2世に対する対立王(ｱｳﾞｨｼｭ家)ﾍﾟﾄﾞﾛ5世[ｺｲﾝﾌﾞﾗ公ﾍﾟﾄﾞﾛとｳﾙｼﾞｪｲ女
  伯ｴﾘｻﾍﾞの息子](~1466年死去37歳)
1463年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｳﾞｪﾈﾁｱがｱｸ･ｺﾕﾝﾙ朝と同盟
1463年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ｵｽﾏﾝ帝国との戦争に突入/以後7度にわたる戦役に
1463年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国がﾎﾞｽﾆｱを支配下に置く
1463年 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||第9代ｲﾝｶ皇帝｢偉大な戦士｣Pachacuti Inca Yupanqui,息子Topaにｴｸｱﾄﾞﾙ征服を命じ
  る/ﾄﾊﾟはQuituを負かした後,海上に出てｶﾞﾗﾊﾟｺﾞｽ諸島､あるいはﾏﾙｹｻｽ諸島を征服/ｸﾞｱﾔｷﾙ湾周辺の部族の征圧
  には失敗
1463年1月8日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<再任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾊﾟｵﾛ･ﾌﾚｺﾞｰｿ｣(2期目~1464.4)
1463年1月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｹﾝﾄ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾈｳﾞｨﾙ｣
1463年1月16日-09:00|日本|  ||寛正3年12月27日|伊勢皇大神宮で31年ぶりに正遷宮が行われる
1463年1月18日-09:00|日本|茨城県結城市|寛正3年12月29日|古河公方成氏方の武将で上杉憲忠殺害の首謀者だ
  った結城氏朝が結城城内で家家臣の多賀谷氏に殺され､結城氏は氏広が継ぐ
1463年1月20日-09:00|日本|  ||寛正4年|土佐光信が融通念仏縁起を描く
1463年1月20日-09:00|日本|静岡県湖西市|寛正4年|吉美庄(吉美)の応賀寺が､現在寺域(新居町中之郷)に移転
1463年1月20日-09:00|日本|東京都八丈町|寛正4年1月|八丈島で疱瘡六百人死亡
1463年2月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｹﾞｯﾃｨﾝｹﾞﾝ侯｢ｵｯﾄｰ2世｣
1463年2月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｹﾞｯﾃｨﾝｹﾞﾝ侯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世｣ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ公ﾊｲﾝﾘﾋ1世の息子
  ､ｹﾞｯﾃｨﾝｹﾞﾝ侯領を継承し､ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯領と同君連合を築く(~1473年)
1463年4月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾇﾑｰﾙ公｢ｴﾚｵﾉｰﾙ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ｣
1463年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ﾃﾞｨ･ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾏｳﾘﾂｨｵ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ｣
1463年4月1日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ﾃﾞｽﾞﾓﾝﾄﾞ伯爵ﾄｰﾏｽ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣(~1467年10
  月)
1463年4月21日-09:00|日本|京都府京都市|寛正4年4月3日|<就任>関白｢二条持通｣(~応仁元年5月10日)
1463年5月-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾔﾛｽﾗﾌﾞﾘがﾓｽｸﾜに併合
1463年5月3日-09:00|日本|大阪府富田林市|寛正4年4月15日|<嶽山城の戦い>幕府軍の攻撃により畠山義就の嶽
  山城は陥落,義就は高野山,次いで紀伊,最後に吉野へ逃れた
1463年5月19日-09:00|日本|  ||寛正4年5月|心敬の連歌論書｢さざめごと｣成る
1463年5月27日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱ陸軍元帥(首相)｢ﾗﾄﾞﾋﾞﾗ･ｱｽﾃｨｶｲﾃｨｽ｣(2回目~14741122)
1463年6月5日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ|  |||<死去>ﾎﾞｽﾆｱ王｢ｽﾃﾊﾟﾝ3世ﾄﾏｼｪｳﾞｨｯﾁ｣
1463年6月5日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾐﾈｵﾄｰﾙ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾍﾞｲ｣(~1464年)
1463年6月5日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ|  |||<即位>ﾎﾞｽﾆｱ女王｢ｶﾀﾘｰﾅ･ｺｻﾁｬ=ｺﾄﾛﾏﾆｯﾁ｣(ｲﾀﾘｱ亡命~14781025没)
1463年6月5日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||ﾎﾞｽﾆｱはｵｽﾏﾝ帝国の一部(ﾎﾞｽﾆｱ･ｻﾝｼﾞｬｸとして)
1463年7月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ2世｣
1463年7月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾖﾊﾝ4世｣(~15070815死去)
1463年7月30日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾊﾞﾌﾏﾆｰ朝第12代ｽﾙﾀﾝ｢ﾆｻﾞｰﾑｯﾃﾞｨｰﾝ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ｼｬｰ3世｣
1463年7月30日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾌﾏﾆｰ朝第13代ｽﾙﾀﾝ｢ｼｬﾑｽｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ3世｣(~14820326死去)
1463年8月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ11世(故ｼｬﾙﾙ7世の子､慎重王)､｢ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｣ﾌｨﾘｯﾌﾟと｢ﾍﾟﾛﾝﾇ条約｣(ﾍﾟ
  ﾛﾝﾇはﾌﾗﾝｽ北部)を結ぶ/父故ｼｬﾙﾙ7世が割譲した北ﾌﾗﾝｽのｿﾝﾑ両岸の諸都市を大金で買い戻す(9月･10月に支払
  う)
1463年8月24日-09:00|日本|京都府京都市上京区|寛正4年7月10日|狩野正信が相国寺雲頂院に壁画観音と羅漢を
  描く
1463年9月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ11世がｿﾝﾑ川流域をﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ善良公から購入
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1463年9月16日-09:00|日本/ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾏﾚｰｼｱ|沖縄県|寛正4年8月4日|琉球王の尚徳がﾏﾗｯｶ､ｽﾏﾄﾗと通交を再開
1463年9月18日-09:00|日本|和歌山県伊都郡九度山町|寛正4年8月6日|畠山義就､紀伊岡城を捨て､吉野に逃れる/
  畠山政長の兵､義就の義子畠山次郎を捕らえる
1463年9月19日-09:00|日本|石川県|寛正4年8月7日|<交替>加賀南半国守護｢富樫泰高｣⇒｢富樫政親｣(⇒応仁元(1
  467)年,一国守護~文明5(1473)年)
1463年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾁｪｯｺ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾀﾞ･ｳﾞｧｯﾚ｣｢ﾊﾟｽｷｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ｣
1463年10月3日-09:00|日本|石川県|寛正4年8月21日|<死去>畠山義忠(不明)前能登守護
1463年11月9日-09:00|日本|京都府|寛正4年9月28日|京都で土一揆が起こり､徳政を求めるが､諸将に鎮圧される
1463年11月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>上ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ﾐｭﾝﾍﾝ公｢ﾖﾊﾝ4世｣
1463年11月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>上ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ﾐｭﾝﾍﾝ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ4世狡猾公｣ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ3世の3男(⇒150
  31201兼下ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ﾗﾝﾂﾌｰﾄ公~15080318死去)
1463年12月2日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<死去>ｵｰｽﾄﾘｱ大公･ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ公･ｶﾙﾆｵﾗ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ6世｣
1463年12月23日-09:00|日本|京都府京都市|寛正4年11月13日|<交替>山城国守護｢畠山政長｣⇒｢山名是豊｣(~応仁
  2(1468)年)
1463年12月23日-09:00|日本|京都府京都市|寛正4年11月13日|<任命>管領｢畠山政長｣(~応仁元(1467)年1月)
1464年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｻﾑﾄﾞﾗ･ﾊﾟｻｲ王国第10代ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞ･ｻﾞｲﾄﾞ･ｱﾌﾏﾄﾞ3世｣(~1466年)
1464年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾘｬｻﾞﾝ大公｢ｳﾞｧｼｰﾘｰ･ｲｳﾞｧﾉｳﾞｨﾁ･ﾄﾚﾄﾉｲ｣(~1483年死去)
1464年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｶﾗﾏﾆ朝ﾍﾞｲ｢Damad2世 Ibrahim Bey｣
1464年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾔｺﾎﾟ･ｺｰﾅｰ｣(~1465年)
1464年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｶﾗﾏﾆ朝ﾍﾞｲ｢Sultanzade ishak Bey｣(~1465年)
1464年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国がﾓﾚｱを再征服
1464年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｸﾞﾙﾍﾞﾝﾊｰｹﾞﾝ侯｢ﾊｲﾝﾘﾋ3世｣
1464年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ侯｢ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ2世｣
1464年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>東ﾌﾘｰｼｱ伯｢Ulrich1世｣(~14660925死去)
1464年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱｽﾄｩﾘｱｽ公(ｽﾍﾟｲﾝ国王の推定相続人)｢ｱﾙﾌｫﾝｿ｣ﾌｱﾅの叔父.後のｶｽﾃｨｰﾘｬ対立王ｱﾙ
  ﾌｫﾝｿ12世(~1468年~14680705死去)
1464年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｴﾒﾘｯｸ･ｻﾞﾎﾟﾘｽｷ｣ｽﾗｳﾞｫﾆｱ･ﾊﾞﾝ(~1465年)
1464年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｬｳｴﾝﾌﾞﾙｸ伯･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾋﾟﾝﾈﾍﾞﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ12世(10世)｣(~1474年)
1464年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｸﾞﾙﾍﾞﾝﾊｰｹﾞﾝ侯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世｣ﾊｲﾝﾘﾋ3世の弟(~14850815死去)
1464年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｲｻ=ﾍﾞｸﾞ･ｲｼｬｺｳﾞｨｯﾁ｣(~1470年)
1464年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｾｳﾀ提督｢Joao Rodrigues de Vasconcelos｣(~1479年)
1464年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ﾅｽﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞﾙﾊｻﾝ･ｱﾘｰ｣(~1482年)
1464年-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||ﾌｧｴﾀｰﾉが自発的にｻﾝﾏﾘﾉに合流
1464年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｷﾞﾏﾗﾝｲｽ公｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ2世｣(~14830620死去)ｷﾞﾏﾗﾝｲｽ伯､ﾌﾞﾗｶﾞﾝｻ公
1464年 00:00|ﾏﾘ/ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ帝国皇帝｢ｽﾝﾆ･ｱﾘ大王｣(~14921106)
1464年1月6日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||ｷﾌﾟﾛｽ王ｼﾞｬｯｸ2世がｼﾞｪﾉｱ人からﾌｧﾏｸﾞｰｽﾄを奪還
1464年1月9日-09:00|日本|長野県|寛正4年12月|越後の上杉右馬頭が信濃国高井郡高橋で高梨政高と戦い討死､
  幕府に提訴
1464年1月19日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ侯｢ｸﾞﾘｴﾙﾓ8世｣ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｼﾞｬｺﾓの次男(~14830227死去)
1464年2月23日-08:00|中国|  ||明･天順8年1月17日|<死去>明第8代皇帝｢英宗天順帝(朱祁鎮)｣
1464年2月28日-08:00|中国|  ||明･天順8年1月22日|<即位>明第9代皇帝｢憲宗成化帝(朱見深)｣(~成化23年8月22
  日1487年9月9日)正統帝の子
1464年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾏﾘﾉ･ﾍﾞﾝﾁｭﾘｰﾆ｣｢ｼﾓｰﾈ･ﾃﾞｨ･ﾁｪｯｺ･ﾃﾞｨ･ﾍﾞﾈｯﾄ｣
1464年4月1日-09:00|日本|兵庫県尼崎市|寛正5年2月25日|<死去>日隆上人が本興寺で(80)本能寺を開山した日
  蓮宗の僧
1464年4月7日-09:00|日本|茨城県桜川市|寛正5年3月|武田信長､上総国真壁に真如寺を建立
1464年4月22日-09:00|日本|京都府京都市上京区|寛正5年3月16日|室町第泉西殿が完成
1464年4月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ4世の軍が､ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞから侵攻してきたﾗﾝｶｽﾀｰ派の軍をﾍｼﾞﾘｰﾆ･ﾑｱの戦
  いで撃破
1464年5月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾏｾｯﾄ公｢ﾍﾝﾘｰ･ﾎﾞｰﾌｫｰﾄ｣剥奪
1464年5月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾏｾｯﾄ公｢ｴﾄﾞﾑﾝﾄﾞ･ﾎﾞｰﾌｫｰﾄ｣(~14710504死去)
1464年5月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾍｸｻﾑの戦いで､ﾗﾝｶｽﾀｰ派が敗れる
1464年5月15日-09:00|日本|宮崎県日南市|寛正5年4月9日|島津立久と伊東祐国､鵜戸山で会合/両家の和睦成立
1464年5月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾇｳﾞｪｰﾙ伯･ﾙﾃﾙ伯｢ｼｬﾙﾙ1世｣
1464年5月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾇｳﾞｪｰﾙ伯･ﾙﾃﾙ伯｢ｼﾞｬﾝ2世｣(~14910925死去)ｳｰ伯
1464年5月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾈｳﾞｨﾙ｣(~14700325ﾊﾟｰｼｰ家に返還､代わりにﾓﾝﾀｰｷﾞ
  ｭ侯爵~14710414剥奪)
1464年5月31日-09:00|日本|滋賀県守山市|寛正5年4月25日|近江赤野井門徒の親鸞絵伝掛幅が出来る
1464年6月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｬｳｴﾝﾌﾞﾙｸ伯･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾋﾟﾝﾈﾍﾞﾙｸ伯｢ｵｯﾄｰ2世｣
1464年6月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｬｳｴﾝﾌﾞﾙｸ伯･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾋﾟﾝﾈﾍﾞﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ12世｣(~14741009死去)
1464年8月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌｨﾚﾝﾂｪのｼﾆｮｰﾚ｢ｺｼﾞﾓ･ﾃﾞ･ﾒﾃﾞｨﾁ(ｲﾙ･ｳﾞｪｯｷｵ)｣
1464年8月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌｨﾚﾝﾂｪのｼﾆｮｰﾚ｢ﾋﾟｴﾛ･ﾃﾞ･ﾒﾃﾞｨﾁ(ｲﾙ･ｺﾞｯﾄｰｿ)｣(~14691202死去)
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1464年8月9日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<復位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｶｰﾙ8世｣(~14650130)
1464年8月14日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第210代ﾛｰﾏ教皇｢ﾋﾟｳｽ2世｣58歳(誕生14051018)
1464年8月21日-09:00|日本|京都府京都市|寛正5年7月19日|<譲位>102代｢後花園天皇｣院政を開く
1464年8月21日-09:00|日本|京都府京都市|寛正5年7月19日|<践祚>103代｢後土御門天皇｣/寛正6年12月27日即位
  ～15000928
1464年8月30日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第211代ﾛｰﾏ教皇｢ﾊﾟｳﾙｽ2世｣(~14710726死去)
1464年9月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ選帝侯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世紳士公｣
1464年9月7日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼｭﾃｯﾃｨﾝ公｢ｵｯﾄｰ3世｣
1464年9月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｻﾞｸｾﾝ選帝侯｢ｴﾙﾝｽﾄ｣ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世次男.北ﾏｲｾﾝ､南ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ､ｳﾞｨｯﾃﾝﾍﾞﾙｸを
  継承(~14860826死去)
1464年9月7日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ･ｼｭﾃｯﾃｨﾝ公｢ｴﾘｸ2世｣(~14740705死去)
1464年9月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ｣ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世3男.南ﾏｲｾﾝ､北ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝを継承
1464年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾓｰﾈ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｶﾙﾁｰﾆ｣
1464年10月10日-09:00|日本|静岡県浜松市|寛正5年9月10日|遠江国蒲御厨代官大河内真家､遠江･三河両国の軍
  勢を率いて､同御厨東方諸公文の談合場所に押し寄せ狼藉を働く
1464年10月23日-09:00|日本|京都府京都市|寛正5年9月23日|<任命>室町幕府管領｢畠山政長｣(~応仁1(1467)年1
  月8日)
1464年12月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||諸公達により公益同盟(反王権同盟)が結成/諸公達はﾙｲに対して結束して反旗を
  翻す/ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公､ﾃﾞｭﾉﾜ伯､ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ公､ﾙｲの実の弟であるﾍﾞﾘｰ公ｼｬﾙﾙ･ﾄﾞ･ﾌﾗﾝｽ等に ｼｬﾛﾚｰ伯ｼｬﾙﾙ(のちの突進公)
  が加担
1464年12月2日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾅﾊﾞﾗ王｢ﾌﾞﾗﾝｶ2世｣40歳
1464年12月11日-09:00|日本|愛媛県|寛正5年11月13日|前管領細川勝元の兵が河野通春の軍勢と伊予で戦う/幕
  府が大内教弘に河野通春の追討を命じる
1464年12月26日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<再任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国摂政｢ｹﾃｨﾙ･ｶｰﾙｿﾝ･ｳﾞｧｰｻ｣(~14650811)
1465年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾙﾅﾃ･ｽﾙﾀﾝ｢Marhum｣(~1486年)
1465年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾋﾞｶﾈｰﾙ国(都市設立は1488年)
1465年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｳﾞｨｼﾞｬﾔﾅｶﾞﾙ王国(ｻﾝｶﾞﾏ朝)国王｢ｳﾞｨﾙｰﾊﾟｰｸｼｬ2世｣(~1485年)
1465年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>大ｵﾙﾀﾞ･ﾊﾝ｢ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾝ｣(~14810106死去)
1465年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶｻﾞﾌ汗国ﾊﾝ｢ｹﾚｲ･ﾊﾝ｣建国/ｴﾝｹ･ﾌﾟﾗﾄﾞの子(~1473年死去)
1465年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Khalilullah1世｣
1465年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>金帳ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｱﾌﾒﾄﾞ｣(~1481年)
1465年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｱｽﾄﾗﾊﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾏﾌﾏﾄﾞ･ｱｽﾄﾗﾊﾆ｣(~1466年死去)
1465年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ﾊﾞｸﾞﾗﾄ6世｣(ｲﾒﾚﾃｨ王ﾊﾞｸﾞﾗﾄ2世~1478年死去)
1465年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Farrukh Yassar1世｣(~1500年死去)
1465年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾄﾞﾒﾆｺ･ﾏﾙﾁｪｯﾛ(副公爵)｣(~1466年)
1465年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾔﾉｽ伯爵ｼｪﾝﾄｷﾞｮﾙｼﾞ｣(~1467年10月)､｢ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄ･ｼｪﾝｷﾞ
  ｮﾙｼﾞ｣(~1467年)､｢ﾍﾞﾙﾄﾙﾄ･ｴﾙﾀﾞｰﾊﾞｯﾊ｣(~1468年)
1465年-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ公｢ｶｰﾙ･ｸﾇｰﾄｿﾝ･ﾎﾞﾝﾃﾞ｣(~14671112)
1465年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｶﾗﾏﾆ朝ﾍﾞｲ｢Sultanzade Pir Ahmed Bey｣(~1469年)
1465年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｴﾀﾝﾌﾟ伯｢Francis2世｣ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公(~1478年)
1465年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｹﾞﾙﾃﾞﾙﾝ公｢ｱﾄﾞﾙﾌ｣(~1471年)
1465年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ王国ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ公｢ｼｬﾙﾙ2世｣ﾌﾗﾝｽ王ｼｬﾙﾙ7世の末子(~1469年､兄ﾙｲ11世によりｷ
  ﾞｭｲｴﾝﾇに転封)
1465年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Johannes Hinderbach｣(~1486年)
1465年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ|  |||<即位>ﾎﾞｽﾆｱ王｢ﾏﾃｨﾔ･ﾗﾃﾞｨｳﾞｫｲｪｳﾞｨｯﾁ･ｺﾄﾛﾏﾆｯﾁ｣名目上(~1471年)
1465年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ｲﾄﾞﾘｰｽ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢Muhammad ibn Ali Idrisi-Joutey｣(~1471年)
1465年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||ﾌｪｽでｼｬｰﾘﾌ層が率いる民衆蜂起がおこりｽﾙﾀﾝを殺害､ｼｬﾘｰﾌを代表とする政権を樹立(~
  1972)
1465年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<死去>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢ﾏﾙｺﾙｷﾞｽ･ｳｹｸﾄ･ﾊｰﾝ｣殺害される
1465年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<即位>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢ﾓﾗﾝ･ﾊｰﾝ｣(~1466年没)
1465年1月-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<就任>ｾﾞｰﾀ卿｢ｲﾜﾝ･ｽﾁｪﾊﾟﾉｳﾞｨｯﾁ｣(~1490年7月没)
1465年1月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｵﾙﾚｱﾝ公｢ｼｬﾙﾙ1世｣70歳
1465年1月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｵﾙﾚｱﾝ公｢ﾙｲ2世｣兼ｳﾞｧﾛｱ公｢ﾙｲ12世｣ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ12世(~14980407)
1465年1月27日-09:00|日本|京都府京都市北区|寛正6年|京都真珠庵の達磨図ができる
1465年1月27日-09:00|日本|島根県|寛正6年|<交替>石見国守護｢山名持豊｣⇒｢山名成清｣(~応仁元(1467)年)
1465年1月27日-09:00|日本|兵庫県淡路市|寛正6年|<死去>淡路国守護｢細川持親｣⇒｢細川成春｣(~文明17年5月15
  日(14850627)死去)
1465年1月27日-08:00|中国|  ||明･成化1年1月1日|明･成化と改元
1465年1月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｻｳﾞｫｲｱ公｢ﾙﾄﾞｳﾞｨｰｺ｣
1465年1月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｻｳﾞｫｲｱ公｢ｱﾒﾃﾞｰｵ9世｣(~14720330死去)
1465年2月5日-09:00|日本|京都府京都市東山区|寛正6年1月10日|(9日~)延暦寺衆徒が祇園感神院の犬神人150人
  あまりを従え､東山大谷本願寺を襲撃/僧蓮如,近江国堅田に逃れる
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1465年3月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾊﾞｶﾝ女伯｢ﾒｱﾘｰ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣
1465年3月27日-09:00|日本|静岡県富士宮市|寛正6年3月|大石寺(上条)九世日有､大客殿を創建
1465年3月27日-08:00|中国|  ||明･成化1年3月|明で劉通ら湖北省の漢水上流農民による反乱がおこる(荊壌の
  乱)/劉通自立し漢を建国､徳勝と改元(~1466年旧閏3月)
1465年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾞｱﾝｺ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ｣｢ﾊﾟｵﾛ･ﾃﾞｨ･ｱﾝｼﾞｪﾛ･ﾃﾞｨ･ｼｵﾉ｣
1465年4月1日-09:00|日本|京都府京都市|寛正6年3月6日|前夜の大風雨で､桂川の浮き橋が壊れる
1465年4月16日-09:00|日本|京都府京都市東山区|寛正6年3月21日|祇園社の犬神人が､延暦寺の命令で東山大谷
  本願寺を襲い､ことごとく破却
1465年4月26日-09:00|日本|  ||寛正6年4月|この月､心敬､句集｢心玉集｣を自編
1465年5月16日-09:00|日本|京都府京都市|寛正6年4月21日|延暦寺僧徒､本願寺僧徒と闘争
1465年5月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｹﾝﾄ伯｢ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ･ｸﾞﾚｲ｣(~14900522死去)
1465年6月13日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|寛正6年5月20日|千葉氏の執権中村越前守胤頼は佐嘉庄に居た今川胤
  秋討伐軍をおこし佐嘉･川上に合戦し今川胤秋戦死/千葉氏は今川の所領も併せ領した
1465年6月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ11世､｢ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公家｣と対立しているﾘｴｰｼﾞｭ市と｢同盟｣を結
  ぶ
1465年6月19日-09:00|日本|愛知県岡崎市|寛正6年5月26日|幕府政務執事伊勢貞親､三河守護細川讃岐守成之の
  意を受け､被官松平和泉入道信光･戸田十田弾正左衛門尉宗光に､井口(岡崎市井ﾉ口町)に砦を構えて乱を起こ
  した東条吉良義藤被官衆の丸山中務入道父子･弟彦次郎･弟出家･大庭次郎左衛門･弟長満寺･尾尻七郎太郎･高
  力･黒柳･片山･簗田左京亮･芦谷助三郎兄弟の討伐命じる/丸山中務入道父子は大平郷で戸田宗光に､大庭次郎
  左衛門は深溝で､芦谷助三郎は保母松平信光の子大炊助に討たれ､首は京都に送られる/松平弥九郎元心､深溝
  城を攻め,深溝松平大炊助忠定､大庭次郎左衛門を討取る
1465年7月2日-09:00|日本|愛知県豊田市|寛正6年6月9日|管領畠山尾張守政長､小笠原遠江守六郎光康に､豊田郡
  加茂村侵し割拠した高梨彌太郎信濃守為氏(村上兵部少輔属す)を討たせる
1465年7月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||公益同盟が､ﾓﾝﾚﾘｰの戦いでﾙｲ11世を破り､廃位を迫る
1465年7月16日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島･ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島主｢Pierre de Breze｣
1465年7月16日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島･ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島主｢Jacques de Breze｣(~14
  67.10)
1465年7月18日-09:00|日本|愛媛県|寛正6年6月25日|幕府､伊予国河野通春を討つ/大内教弘､ひそかに兵を率い
  て河野氏を援ける
1465年7月23日-09:00|日本|  ||寛正6年7月|堯恵の｢善光寺紀行｣出来る
1465年7月24日-09:00|日本|東京都八王子市|寛正6年7月2日|甲斐の武田信昌が小田野城に守護代の跡部景家を
  攻略
1465年8月-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ11世と｢同盟｣したﾘｴｰｼﾞｭ市､｢公益同盟｣に宣戦布告
1465年8月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌｨﾚﾝﾂｪの富豪･政治家C･ﾒﾃﾞｨﾁ
1465年8月11日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<再位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国摂政｢ｲｪﾝｽ･ﾍﾞﾝﾄｿﾝ･ｵｸｾﾝｼｭﾙﾅ｣(~14661018)
1465年8月21日-09:00|日本|福岡県|寛正6年7月30日|<交替>筑後国守護｢菊池重朝｣｢大友政親｣⇒｢大友親繁｣(~文
  明9(1477)年6月隠居)
1465年9月6日-09:00|日本|京都府京都市|寛正6年8月16日|山城国で洪水､橋･人家が多数損壊
1465年9月13日-09:00|日本|静岡県磐田市|寛正6年8月23日|｢寛正の兵乱｣幕府から､横地鶴寿長秀･勝田修理亮の
  支援を受けた遠江守護斯波義廉方遠江郡代狩野加賀守､見付城攻落し遠江守護代甲斐祐徳方狩野介入道･狩野
  七郎右衛門尉久親父子自害させる
1465年9月15日-09:00|日本|奈良県吉野郡吉野町|寛正6年8月25日|畠山義就が吉野で挙兵､政長の領国河内を攻
  めた
1465年9月23日-09:00|日本|奈良県奈良市|寛正6年9月3日|尋尊の依頼で､善阿弥が奈良の興福寺大乗院庭園を改
  造
1465年9月23日-09:00|日本|山口県|寛正6年9月3日|<死去>周防･長門･筑前･豊前国守護｢大内教弘｣興居島で(46
  歳)
1465年9月23日-09:00|日本|山口県|寛正6年9月3日|<任命>周防･長門･豊前国守護｢大内政弘｣(~明応4年9月18日(
  14951006)死去)
1465年9月25日-09:00|日本|  ||寛正6年9月5日|京都･奈良､大風雨､洪水/淀橋が流される
1465年9月26日-09:00|日本|京都府京都市|寛正6年9月6日|<文正の政変>斯波義敏父子･伊勢貞親父子･蔭凉軒真
  蕊ら反斯波義廉派8名が京都から追放
1465年9月30日-09:00|日本|福岡県|寛正6年9月10日|<任命>筑前国守護｢少弐教頼｣(~応仁2年12月6日(14690118)
  死去)
1465年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾞﾙﾄﾛ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ｣｢ｼﾓｰﾈ･ﾃﾞｨ･ﾊﾞﾙﾄﾞ｣
1465年10月3日-09:00|日本|奈良県桜井市|寛正6年9月13日|大和多武峰寺の大織冠(藤原鎌足)像が破裂し､多武
  峰が鳴動する/夜､天狗､流星が出る
1465年10月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ11世､｢公益同盟｣と､ﾊﾟﾘの北西20㎞にあるｺﾝﾌﾗﾝ=ｻﾝﾄﾉﾘｰﾇで｢ｺﾝﾌﾗﾝ=ｻﾝ
  ﾄﾉﾘｰﾇの約定｣を結ぶ/北ﾌﾗﾝｽのｿﾝﾑ両岸を｢ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公家｣に返還/｢ｼｬﾛﾚｰ伯｣ｼｬﾙﾙに｢ｷﾞｭｲｰﾇ伯領｣と｢ﾌﾞｰﾛｰﾆｭ伯
  領｣を譲渡/公益同盟は解体
1465年10月6日-09:00|日本|愛媛県|寛政6年9月16日|細川勝元の軍が､河野通春･大内政弘と伊予国井付で戦い､
  敗北
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1465年10月20日-09:00|日本|京都府|寛正6年10月|山城国西岡で徳政一揆が蜂起
1465年10月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||王弟｢ﾍﾞﾘｰ公｣ｼｬﾙﾙ､｢ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨ公｣となることで､兄ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ11世と和解
1465年10月29日-09:00|日本|愛媛県|寛正6年10月10日|これより先,大内政弘,河野通春に合力して細川方の軍勢
  を破る
1465年11月19日-09:00|日本|静岡県磐田市|寛正6年11月|今川義忠,横地･勝間田らを従えて府中の見付城に拠る
  遠江守護代｢狩野宮内少輔｣を攻め滅ぼす
1465年11月19日-08:00|中国|  ||明･成化1年11月|明が大藤峡の農民反乱を鎮圧
1465年11月19日-09:00|日本|広島県|寛正6年11月1日|<死去>安芸国[佐東郡･安南郡･山県郡]守護｢武田信繁｣⇒｢
  武田元綱｣が嗣ぐ
1465年11月29日-09:00|日本|京都府|寛正6年11月11日|山城国西岡に徳政一揆蜂起し東寺に拠る
1465年12月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ11世､｢ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｣ﾌﾗﾝｿﾜ2世に｢ｴﾀﾝﾌﾟ伯領｣を与えることで和解
1466年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｻﾑﾄﾞﾗ･ﾊﾟｻｲ王国第11代ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾏﾄﾞ4世｣(~同年)⇒第12代ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾌﾏﾄﾞ｣(~1468
  年)
1466年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾏｼﾞｬﾊﾟﾋﾄ王国国王｢ｼﾝｶﾞｳｨｸﾗﾏﾜﾗﾀﾞﾊﾅ｣(~1478年)
1466年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾏﾙﾌﾟｰﾙ国
1466年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾞﾌﾏﾆｰ朝とﾏｰﾙﾜ地方のﾊﾙｼﾞｰが和平を締結
1466年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｱｽﾄﾗﾊﾝ･ﾊﾝ｢ｻｲｲﾄﾞ･ﾏﾌﾑｰﾄﾞ｣
1466年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｶｻﾞﾝ･ﾊﾝ｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ｣
1466年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｱｽﾄﾗﾊﾝ･ﾊﾝ｢ｶｼﾑ1世｣ｼﾞｭﾁ･ｳﾙｽのﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ﾊﾝの子(~1495年)
1466年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｶｻﾞﾝ･ﾊﾝ｢ﾊﾘｰﾙ｣(~1467年死去)
1466年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾃﾞｨｰﾉDｵﾅﾄ｣(~1469年)
1466年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾗﾑ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1469年)
1466年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのﾃﾞｭﾗｯﾂｫ執達吏･長官｢ﾊﾞﾙﾄﾛﾒｵ･ｺﾝﾀﾘｰﾆ｣(~1468年)
1466年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｲﾜﾝ･ﾄｩｰｽﾞ･ｵﾄﾞ･ﾗｶ｣ｽﾗｳﾞｫﾆｱ･ﾊﾞﾝ(~1467年)
1466年-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾁﾘｱ領ﾏﾙﾀ副総督｢Raimondo de Parisio｣(~1467年)
1466年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ｲﾜﾝ･ﾁｪｽﾐﾁｭｷ(~1470年)
1466年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱﾗｺﾞﾝ王ﾌｱﾝ2世に対する対立王｢ﾚﾅﾄ1世｣ｱﾝｼﾞｭｰ公ﾙｲ2世とﾖﾗﾝﾄﾞ･ﾀﾞﾗｺﾞﾝの息子(
  ~1472年~14800710死去71歳)
1466年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭﾀﾙｶﾞﾙﾄ公｢ｳﾙﾘﾋ2世｣ﾊｲﾝﾘﾋの息子(~14710713死去)
1466年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂ語の聖書がｼｭﾄﾗｽﾌﾞﾙｸﾞで印刷出版
1466年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾄﾓﾝﾄﾞ王｢ﾀﾄﾞｸﾞ･ｱﾝ･ﾁｮﾑﾊｲﾄﾞ･ｵｰ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣
1466年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島副守護者｢Thomas de la Court｣(~同年)
1466年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾄﾓﾝﾄﾞ王｢ｺﾝﾁｮﾊﾞｰﾙ･ﾅ･ｽﾛｰﾅ･ｵ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣ﾄｲﾙﾄﾞﾍﾙﾊﾞｯﾊ･ﾎﾞｰｸﾞ･ｵ･ﾌﾞﾘｱﾝの息子(~14
  96年没)
1466年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｲｴｽ･ｷﾘｽﾄ島ﾄﾞﾅﾀﾘｱ長官｢Alvaro Martins Homem1世｣(~1474年)
1466年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<死去>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢ﾓﾗﾝ･ﾊｰﾝ｣殺害される
1466年1月2日-09:00|日本|京都府京都市南区|寛正6年12月16日|遍照心院炎上
1466年1月6日-09:00|日本|京都府京都市上京区|寛正6年12月20日|相国寺大徳院･勝定院炎上
1466年1月17日-09:00|日本|愛媛県|寛正7年|<任命>伊予国守護｢細川賢氏｣(~不詳)
1466年1月17日-09:00|日本|熊本県|寛正7年|<交替>肥後国守護｢菊池為邦｣隠居⇒｢菊池重朝｣が継ぐ(~応仁3(146
  9)年)
1466年1月17日-09:00|日本|静岡県磐田市|寛正7年|連阿上人､今川家代官門名美作屋敷跡に､時宗嶺松山金台寺(
  天竜)を開山
1466年1月17日-09:00|日本|静岡県周智郡森町|寛正7年|備中国洞松山の聖徳栄源和尚､曹洞宗龍頭山栄泉寺(三
  倉)を開基
1466年1月17日-09:00|日本|静岡県浜松市西区|寛正7年|佐田城主堀江下野守久実､命天慶受師を開山に藤谷山宿
  蘆寺(庄内町)開基
1466年1月17日-09:00|日本|滋賀県守山市|寛正7年1月|<金森合戦(近江国)>延暦寺衆徒が蓮如の寄住する金森を
  攻め蓮如は赤野井に難を避ける(~9月)史上初の一向一揆
1466年2月24日-09:00|日本|  ||寛正7年2月10日|<死去>細川持春(67歳)武将､歌人
1466年3月8日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾐﾗﾉ公｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ1世･ｽﾌｫﾙﾂｧ｣(誕生1401年)
1466年3月8日-09:00|日本|埼玉県|寛正7年2月12日|<任命>武蔵国守護｢上杉(山内)顕定｣(~文明13(1481)年)
1466年3月8日-09:00|日本|埼玉県本庄市|寛正7年2月12日|<死去>関東管領･上野･武蔵･伊豆国守護｢上杉(山内)
  房顕｣武蔵国五十子陣中で(32歳)
1466年3月14日-09:00|日本|  ||文正1年2月28日|｢文正｣に改元
1466年3月14日-09:00|日本|鹿児島県大島郡喜界町|文正1年2月28日|琉球王尚徳が､朝貢が途絶えたことを理由
  に､500艘の船と200余の兵を率いて喜界島を攻撃併合
1466年3月17日-09:00|日本|埼玉県|文正1年閏2月|武蔵南多賀谷(騎西町付近)や北根原(川里村)で河越･岩槻城
  の上杉軍と私市城の古河公方軍が合戦
1466年3月17日-09:00|日本|佐賀県唐津市|文正1年閏2月|遣明船､肥前国呼子浦で遭難
1466年3月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾐﾗﾉ公｢ｶﾞﾚｱｯﾂｫ･ﾏﾘｰｱ･ｽﾌｫﾙﾂｧ｣ﾌﾗﾝﾁｪｽｺの息子(~14761226死去)
1466年3月22日-09:00|日本|山口県長門市|文正1年閏2月6日|<死去>上杉憲実(57)大寧寺で/下野の足利学校を再



1470迄(1502件)

  興した
1466年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾟｽｷｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ｣｢ﾏﾘﾉ･ﾃﾞｨ･ﾍﾞﾝﾁｭﾘｰﾉ｣
1466年4月24日-09:00|日本|山梨県北杜市|文正1年3月10日|<念場野辺山合戦>武田信昌は村上政清の武将杵淵下
  野守と戦う/多くの戦死者を出して両者とも撤退
1466年5月31日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢具致寛｣(~11.26)
1466年6月13日-08:00|中国|  ||明･成化2年5月|<死去>漢王｢劉通｣/石竜､継位
1466年7月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾍﾝﾘｰ6世がﾛﾝﾄﾞﾝ塔に幽閉される
1466年7月8日-09:00|日本|  ||文正1年5月26日|幕府､貸借の法を定める
1466年7月15日-09:00|日本|  ||文正1年6月3日|<任命>関東管領｢(山内)上杉顕定｣(~永正7(1510)年6月20日死去
  )
1466年7月15日-09:00|日本|群馬県|文正1年6月3日|<任命>上野･伊豆国守護｢上杉(山内)顕定｣(~永正7(1510)年6
  月20日死去)
1466年8月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国第3代ﾊﾝ｢ﾊｰｼﾞｰ1世ｷﾞﾚｲ｣
1466年8月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国第4代ﾊﾝ｢ﾇｰﾙ･ﾃﾞｳﾞﾚﾄ｣(1期目~1467年)
1466年9月10日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･成化2年8月|朝鮮で職田法が制定される
1466年9月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>東ﾌﾘｰｼｱ伯｢Ulrich1世｣
1466年9月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>東ﾌﾘｰｼｱ伯｢Theda Ukena｣(~14941116死去)
1466年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ﾃﾞｨ･ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾁｪｯｺ･ﾃﾞｨｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾀﾞ
  ･ｳﾞｧｯﾚ｣
1466年10月4日-09:00|日本|愛知県|文正1年8月25日|<交替>尾張･遠江･越前国守護｢斯波義廉｣解任⇒｢斯波義敏｣
  (~9月14日)
1466年10月4日-09:00|日本|大阪府|文正1年8月25日|畠山義就は大和から河内に向かい諸城を落とす
1466年10月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾄﾞｲﾂ騎士団とﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞの間に第2次ﾄﾙﾝ条約が締結され､13年戦争が終
  結/東ﾎﾟﾓｰｼﾞｪを得るとともに､東ﾌﾟﾛｲｾﾝに残ったﾄﾞｲﾂ騎士団国家に対しても､騎士団総長をﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王の封建的
  臣下とし､騎士団領をﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王に与えられた封土とする
1466年10月10日-09:00|日本|静岡県袋井市|文正1年9月|安井冶郎左衛門､八幡社(浅羽町浅岡)を再興
1466年10月12日 10:00|日本|大阪府河内長野市|文正1年9月3日|夜､畠山義就､烏帽子形城(喜多町)を攻め落とす
1466年10月14日-09:00|日本|  ||文正1年9月5日|しし座流星群
1466年10月15日-09:00|日本|京都府京都市|文正1年9月6日|<文正の政変>室町幕府8代将軍足利義政の側近伊勢
  貞親と季瓊真蘂らが諸大名の反発で追放され､政変に巻き込まれた真蘂､義敏､赤松政則らも一時失脚して都を
  追われた
1466年10月16日-09:00|日本|京都府京都市|文正1年9月7日|斯波義廉を支持する山名宗全や朝倉孝景の被官が京
  中の土倉･酒屋を襲い､略奪･放火を働く
1466年10月18日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<再任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国摂政｢ｴﾘｸ･ｱｸｾﾙｿﾝ･ﾄｯﾄ｣(~14671112)
1466年10月22日-09:00|日本|  ||文正1年9月13日|北東から南西の方角に光り物が飛んだ/天狗流星
1466年10月23日-09:00|日本|福井県|文正1年9月14日|<交替>越前･尾張･遠江国守護｢斯波義敏｣解任⇒｢斯波義廉
  ｣再任(~応仁2(1468)年7月10日解任)
1466年10月26日-09:00|日本|大阪府富田林市|文正1年9月17日|畠山義就､河内嶽山城･深田城(富田林市)を攻略
1466年10月27日-09:00|日本|奈良県奈良市|文正1年9月18日|大和国の馬借､福智院などに放火
1466年11月8日-08:00|中国|  ||明･成化2年10月|漢･石竜､捕殺
1466年11月9日-09:00|日本|愛知県豊田市|文正1年10月2日|三河国奥下山郷の村社の社殿が造立される
1466年11月23日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|文正1年10月16日|<第二次筒井城の戦い>畠山義就が筒井城を攻
  め,筒井順永軍は筒井城から脱出し南西へ約10km距離をおいた箸尾城に退避
1466年11月26日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢韓明ｶｲ｣(~14670509)
1466年12月2日-09:00|日本|静岡県駿東郡小山町|文正1年10月25日|<死去>飯盛山本蓮寺(駿東郡小山町湯船)開
  基本果院日朝(83歳)
1466年12月22日-09:00|日本|栃木県足利市|文正1年11月15日|長尾景人は下野足利庄勧農城に入部して下野に上
  杉方の拠点を築いた
1466年12月23日-01:00|ﾁｪｺ|  |||ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ｲｼﾞｰ･ｽ･ﾎﾟｼﾞｪﾌﾞﾗﾄ｣､教皇に破門され､内戦が勃発
1467年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｸﾗﾝﾀﾝ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾙﾀﾝ･ﾏﾝｽｰﾙ･ｼｬｰ｣(~1522年)
1467年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｺｰｯﾃ王国国王｢ｼﾞｬﾔﾊﾞﾌ2世(Vira Parakrama Bahu7世)｣(~1472年)
1467年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<復位>ｼﾞｬﾌﾅ王国国王｢Kanakasooriya Cinkaiariyan｣(~1478年死去)
1467年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｼｬﾙｷｰ朝の首都ｳﾞｬｳﾝﾌﾟﾙにｼﾞｬｰﾐｰ･ﾏｽｼﾞｯﾄﾞが完成
1467年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾋﾙﾘｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢Sayyid Mohamed Keerithi Maha Radun｣(~同年廃位)⇒<復位>｢H
  asan3世 Raadha Veeru｣(2期目~1468年)
1467年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<廃位>ﾋﾙﾘｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢Hasan3世 Raadha Veeru｣
1467年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｶｻﾞﾝ･ﾊﾝ｢ﾊﾘｰﾙ｣
1467年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｶｻﾞﾝ･ﾊﾝ｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ｣ﾊﾘｰﾙの兄弟(~1479年死去)
1467年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾓｽｺﾌｽｷｰ･ﾅﾒｽﾄﾆｸ｢ﾌｮｰﾄﾞﾙ･ﾕｰﾘｴｳﾞｨﾁ｣(~1472年)
1467年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝君主｢Jahangir1世｣(~1499年)
1467年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｼﾞｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝朝第16代ｽﾙﾀﾝ｢ｻﾞｰﾋﾙ･ﾌｼｭｶﾀﾞﾑ｣
1467年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国第5代ﾊﾝ｢ﾒﾝｸﾞﾘ1世ｷﾞﾚｲ｣(1期目~同年)⇒第6代ﾊﾝ｢ﾇｰﾙ･ﾃﾞｳﾞﾚﾄ｣(2期目
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  ~1469年)
1467年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｼﾞｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝朝第17代ｽﾙﾀﾝ｢ｻﾞｰﾋﾙ･ﾔﾙﾊﾞｰｲ｣(~1468年廃位)
1467年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾏﾆをｳﾞｪﾈﾂｨｱが占領(~1479年)
1467年-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾁﾘｱ領ﾏﾙﾀ副総督｢Giovanni di Mazara｣(1期目~1468年)
1467年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ｼｬﾙﾙ2世｣(~1477年)
1467年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<変更>上ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ﾐｭﾝﾍﾝ公｢ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄ｣⇒ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ﾀﾞｯﾊｳ公(~15010201死去)
1467年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ﾐｭﾝﾍﾝは小ﾊﾞｲｴﾙﾝとﾊﾞｲｴﾙﾝ=ﾀﾞｯﾊｳに分割
1467年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｽﾞﾓﾝﾄﾞ伯｢ﾄｰﾏｽ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣
1467年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｱﾗﾝ伯｢ﾄﾏｽ･ﾎﾞｲﾄﾞ｣(~1469年剥奪)
1467年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾃﾞｽﾞﾓﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣(~14871207死去)
1467年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘﾝｶｰﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾎﾟｰﾙ｣(~14870616死去)
1467年1月4日-09:00|日本|奈良県|文正1年11月28日|十市遠清の仲介で越智家栄らが政長方の大和国人筒井順永
  と和睦して大和の争乱は収まった
1467年1月17日-09:00|日本|京都府京都市|文正1年12月12日|延暦寺が京極持清の不法を訴え､神輿を奉じて入洛
  ､祇園社に集結して､持清邸襲撃を企図.侍所所司代･多賀高忠逃亡/失火により祇園社焼失
1467年1月19日-09:00|日本|京都府京都市|文正1年12月14日|近江坂本の馬借､侍所頭人京極持清邸を襲撃
1467年1月25日-09:00|日本|京都府京都市|文正1年12月20日|京都火災/相国寺塔頭､川崎観音など延焼
1467年2月5日-09:00|日本/韓国/朝鮮|沖縄県|明･成化3年|琉球国使が朝鮮へ貢船
1467年2月5日-09:00|日本|滋賀県近江八幡市|文正2年|総見寺金剛力士像できる
1467年2月5日-09:00|日本|静岡県袋井市|文正2年|江間小四郎義時家臣土屋三郎源維時､三清山明香寺(愛野)開
  基
1467年2月5日-09:00|日本|静岡県富士宮市|文正2年|妙覚山大泉寺(黒田)10世日祐の代に堂宇を焼失
1467年2月5日-09:00|日本|島根県|文正2年|<交替>石見国守護｢山名成清｣⇒｢山名政清｣(~文明9(1477)年))
1467年2月5日-09:00|日本|栃木県足利市|文正2年|上杉秋定の家宰長尾景人､足利学校を移建
1467年2月6日-09:00|日本|  ||文正2年1月2日|<死去>音阿弥/70歳(誕生:応永5(1398))義教､義政の2代の将軍の
  愛顧を受けた能役者.名は観世三郎元重
1467年2月6日-09:00|日本|大阪府|文正2年1月2日|<交替>河内･紀伊国守護｢畠山政長｣⇒｢畠山義就｣(~5月)
1467年2月12日-09:00|日本|京都府京都市|文正2年1月8日|(~9日)畠山政長の兵､三条高倉･正親町京極あたりの
  市街地に火をかけ､酒屋･土倉の掠奪
1467年2月12日-09:00|日本|京都府京都市|文正2年1月8日|<解任>室町幕府管領｢畠山政長｣
1467年2月12日-09:00|日本|京都府京都市|文正2年1月8日|<任命>室町幕府管領｢斯波義廉｣(~翌年7月10日罷免)
1467年2月21日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<死去>聖ﾖﾊﾈ騎士団ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾏｽﾀｰ｢ﾋﾟｴﾛ･ﾗｲﾓﾝﾄﾞ･ｻｺｽﾀ｣
1467年2月22日-05:00|日本|京都府京都市|文正2年1月18日|<御霊合戦(山城国)>畠山政長は午前4時頃に屋敷を
  放火､北上して京都郊外の上御霊神社に陣取った
1467年2月22日 05:00|日本|京都府京都市|文正2年1月18日|<御霊合戦(山城国)>山名宗全が午後2時頃に後土御
  門天皇･後花園上皇らを内裏から花の御所へ避難させる
1467年2月22日 07:00|日本|京都府京都市|文正2年1月18日|<御霊合戦(山城国)>午後4時頃､畠山義就が上御霊神
  社へ進軍して合戦が始まった
1467年2月23日-05:00|日本|京都府京都市|文正2年1月19日|<御霊合戦(山城国)>畠山政長と家臣の遊佐長直らは
  必死に畠山義就方と戦い午前4時頃まで持ちこたえたが､孤立状態で不利な状況に変わりはなかったため､上御
  霊神社の拝殿に放火して細川勝元の屋敷へ逃げ延びた
1467年2月25日-09:00|日本|京都府京都市|文正2年1月21日|西軍の朝倉孝景､京都の斯波持種･竹王父子を襲撃し
  て追放
1467年2月28日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾏｽﾀｰ｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ｵﾙｼｰﾆ｣(~14760608没)
1467年3月6日-09:00|日本|長崎県対馬市|文正2年2月|以降<死去>対馬国守護｢宗成職｣⇒｢宗貞国｣が継ぐ(~明応
  元(1492)年隠居)
1467年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬｺﾓ･ﾃﾞｨ･ﾏﾘﾉ｣｢ﾘｯﾁｵ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾞﾚｱ｣
1467年4月5日-09:00|日本|三重県|応仁1年3月|<交替>伊勢北半国･志摩国守護｢一色義直｣⇒｢世保(土岐)政康｣(~
  文明3(1471)年解任)
1467年4月9日-09:00|日本|  ||応仁1年3月5日|｢應仁｣に改元
1467年5月1日-09:00|日本|奈良県奈良市|応仁1年3月27日|山城国木津の土民､徳政を要求して蜂起､奈良に侵入
1467年5月9日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢黄守身｣(~6.21)
1467年6月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||旗印の王令発布/地区制の都市市民兵隊を廃止し､ﾊﾟﾘのｺﾐｭｰﾝを六十の首都防衛の
  軍事組織として､16～60歳のすべての組合員を所属させ､それぞれの隊にそれぞれの旗印を持たせた/国王の家
  来は61番目
1467年6月1日-09:00|日本|福井県|応仁1年4月29日|加賀国の長井家房､天野長景が若狭国に入り､武田信賢と協
  力して山名勢を国外に追放
1467年6月2日-09:00|日本|兵庫県|応仁1年5月|<交替>播磨･備前･美作国守護｢山名持豊｣解任⇒｢赤松政則｣再任(
  ~文明16(1484)年2月更迭)
1467年6月11日-09:00|日本|京都府京都市|応仁1年5月10日|<就任>関白｢一条兼良｣(~文明2年7月19日)
1467年6月11日-09:00|日本|兵庫県姫路市|応仁1年5月10日|細川方の赤松政則､宮上野守を攻めて撃破し､播磨を
  占領､姫路城に入る/但馬の大田垣氏､播磨に侵入し赤松政則を攻めるが敗退
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1467年6月15日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾌﾗﾝｽ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公･ﾘﾝﾌﾞﾙﾌ公･ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公･ﾅﾐｭ
  ｰﾙ伯･ｱﾙﾄﾜ伯･ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯･ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ3世善良公｣兼ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公･ｴﾉｰ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ1世善良公｣70歳(誕生13960
  731)
1467年6月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｽ王国ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公･ﾘﾝﾌﾞﾙﾌ公･ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公･ｴﾉ
  ｰ伯･ｱﾙﾄﾜ伯｢ｼｬﾙﾙ1世突進公(勇胆公､無鉄砲公､猪突公)｣兼ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公･ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ｼｬﾙﾙ2世勇胆公｣(~14770105死
  去)
1467年6月15日-09:00|日本|大阪府|応仁1年5月14日|<交替>河内･紀伊国守護｢畠山義就｣⇒｢畠山政長｣再任(~明
  応2(1493)年閏4月25日死去)
1467年6月17日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･成化3年5月16日|朝鮮で李施愛の乱が起こり､咸鏡道全土が政府に反
  抗
1467年6月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ連邦大法官｢ﾊﾞｽとｳｪﾙｽﾞ司教ﾛﾊﾞｰﾄ･ｽﾃｨﾘﾝﾄﾝ｣(1期目~14700929
  )
1467年6月21日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢沈ｶｲ｣(~10.17)
1467年6月25日-09:00|日本|京都府京都市|応仁1年5月24日|<一色義直邸の戦い>東軍､本営の細川第と一色義直
  第の間にある土倉の正実坊を襲って占領/一色義直､西軍の陣中に退却
1467年6月27日-09:00|日本|京都府京都市|応仁1年5月26日|<上京の戦い(山城国)>応仁の乱始まる/東軍の武田
  信賢は夜明け前に堀川支流の小川西岸の実相院を､政長の側近成身院光宣は東岸の正実坊を占拠(政長は細川
  勝元の軍勢動員に伴い復帰)/武田軍は夜明け頃に一色邸を奇襲､義直は反撃出来ず宗全の屋敷へ逃亡/東軍は
  義政を確保し西軍討伐の大義名分を得た.山名軍は実相院･正実坊の奪還に向かったが､東軍の反撃で宗全邸付
  近まで退却/続いて中央の一条大宮で市街戦が行われ､細川勝元の同族の備中守護細川勝久の屋敷は堀川西岸
  にあり､西軍の勢力圏にあり孤立していたため､西軍はこの邸宅に目を付けて襲撃を開始.攻撃側は斯波義廉が
  家臣の朝倉孝景と甲斐敏光を引き連れて勝久邸へ向かい､対する東軍は勝久の救援に京極持清が出動､一条通
  りを西進して斯波軍に攻めかかったが､朝倉孝景の反撃に遭い敗走.京極軍の敗走後に赤松政則は一条通りか
  ら南に下がった正親町通りを進み迂回して斯波軍と交戦､斯波軍は長期戦で疲労していたため退却､屋敷で抵
  抗していた勝久は屋敷を焼いて脱出､同族の阿波守護細川成之の屋敷へ逃れた
1467年6月29日-09:00|日本|京都府京都市|応仁1年5月28日|<上京の戦い(山城国)>義政の停戦命令が出され両軍
  は戦闘を止めた/明確な勝敗はなかったが東軍は花の御所を押さえたため優位に立ち､西軍は突出していた勝
  久の屋敷跡を占拠しただけに終わった
1467年7月9日-09:00|日本|京都府京都市|応仁1年6月8日|<一条大宮の戦い>東軍の赤松政則､一条大宮で山名教
  之を破る/東軍は斯波義廉邸を攻め､細川成之は朝倉孝景の攻撃をはね返す/市街は再び大火災を起こし二条か
  ら上御霊の辻まで西は大舎人町から東は室町まで､その殆どが焼亡
1467年7月12日-09:00|日本|京都府京都市|応仁1年6月11日|<斯波義廉邸の戦い>東軍が斯波義廉邸を攻撃/洛中
  所々に火災が発生し､南禅寺･相国寺･誓願寺など寺院･邸宅を焼失
1467年7月15日-09:00|日本|京都府京都市|応仁1年6月14日|朝倉孝景､東軍の武田信賢勢を京都二条で破る
1467年7月22日-09:00|日本|佐賀県小城市|応仁1年6月21日|今川胤秋は探題渋川教直の軍と共に小城の千葉領に
  攻撃をかけた/今川胤秋は破れ討死/千葉教胤は今川領も合せ領有
1467年8月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||王弟｢ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨ公｣ｼｬﾙﾙ､｢ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｣ﾌﾗﾝｿﾜ2世と結び､ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ11世に反抗
1467年8月-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ﾄﾘｴｽﾃがｵｰｽﾄﾘｱの支配を一時的に覆す(~14690814)
1467年8月19日-09:00|日本|福岡県太宰府市|応仁1年7月20日|対馬の宗盛直･筑前の少弍直頼が大内政弘東上の
  隙を突くが敗死
1467年8月24日-09:00|日本|京都府京都市|応仁1年7月25日|武衞の構えが細川衆に攻め入られ､義廉の方､甲斐左
  京亮をはじめ屈強の兵が數人討死
1467年8月30日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|応仁1年8月|美濃国斉藤妙椿､美濃国瑞竜寺を建立
1467年9月7日-09:00|日本|静岡県沼津市|応仁1年8月9日|<死去>桃源院(大平)開山興国玄晨
1467年9月14日-09:00|日本|兵庫県丹波篠山市|応仁1年8月16日|丹波村雲合戦で西軍山名勢が東軍細川勢を破る
1467年9月29日-09:00|日本|京都府京都市|応仁1年9月1日|<三宝院の戦い(山城国)>西軍は攻勢に出て畠山義就
  が武田信賢の守る三宝院を放火して落とす
1467年10月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||｢ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｣ｼｬﾙﾙ豪胆公(突進公)､王弟｢ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨ公｣ｼｬﾙﾙと｢ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｣ﾌﾗﾝｿﾜ2世
  の｢同盟｣に加わる
1467年10月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ｳｰﾁｪｽﾀｰ伯ｼﾞｮﾝ･ﾃｨﾌﾟﾄﾌﾄ｣(~1470年4月没)
1467年10月 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島ｲｷﾞﾘｽ所長兼知事｢Richard Harleston卿｣(
  ~14730113)
1467年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾓｰﾈ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾏｳﾘﾂｨｵ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ｣
1467年10月4日-09:00|日本|神奈川県|応仁1年9月6日|<死去>相模国守護｢上杉持朝｣50歳⇒孫の｢上杉政真｣が継
  ぐ(~文明5年11月24日(14731213)死去)
1467年10月7日-09:00|日本|兵庫県|応仁1年9月9日|<死去>但馬･播磨･備後･安芸守護｢山名教豊｣(44歳)
1467年10月9日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｼﾞｰ(ﾁｪﾙｹｽ)･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｻﾞｰﾋﾙ･ﾌｼｭｶﾀﾞﾑ｣
1467年10月9日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｼﾞｰ(ﾁｪﾙｹｽ)･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｻﾞｰﾋﾙ･ﾔﾙﾊﾞｰｲ｣(~12.4)
1467年10月11日-09:00|日本|京都府京都市|応仁1年9月13日|西軍が室町第の細川勝元邸を襲撃/畠山義就は内裏
  を占拠
1467年10月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||王弟｢ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨ公｣ｼｬﾙﾙ､｢ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｣ﾌﾗﾝｿﾜ2世と共に､ﾌﾗﾝｽ北西部のﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨに
  侵攻
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1467年10月16日-09:00|日本|京都府京都市|応仁1年9月18日|<東岩倉の戦い(山城国)>西軍の南禅寺山攻撃が始
  まった/東軍は激しく抵抗
1467年10月17日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢崔恒｣(~14680107)
1467年10月28日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||｢ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｣ｼｬﾙﾙ豪胆公(突進公)､ﾘｴｰｼﾞｭの軍隊を破り､占領
1467年10月29日-09:00|日本|京都府京都市|応仁1年10月2日|<東岩倉の戦い(山城国)>西軍は攻撃を中止して京
  都へ戻り､東軍はその隙に北から迂回して入京､御霊神社を通り東軍本陣へ辿り着いた｡この戦いで南禅寺･青
  蓮院が炎上
1467年10月30日-03:00|ｲﾗｸ/ｲﾗﾝ/ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<死去>黒羊朝ﾍﾞｲ｢ｼﾞｬﾊｰﾝ･ｼｬｰ｣
1467年10月30日-03:00|ｲﾗｸ/ｲﾗﾝ/ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<死去>黒羊朝ﾍﾞｲ｢ﾊｻﾝ･ｱﾘｰ｣(~1468年死去)
1467年10月30日-09:00|日本|京都府京都市|応仁1年10月3日|<相国寺の戦い(山城国)>西軍は更なる攻勢に出て
  東軍が構える花の御所･相国寺･内裏に進軍を開始､西軍の畠山義就･大内政弘･一色義直らの軍勢が朝倉孝景ら
  と合流して､相国寺及び周辺の東軍に攻めかかった/相国寺には細川勝元の猶子細川勝之と勝元の家臣安富元
  綱･武田信賢らが守り､南方の烏丸殿･内裏･三条殿には京極持清らが構えていた/畠山義就と朝倉孝景の軍はま
  ず相国寺を攻撃､激戦の末武田軍を退却させて相国寺を焼き討ち､烏丸殿･内裏･三条殿の兵も逃亡して相国寺
  を制圧/花の御所は相国寺のすぐ西側にあったためこちらも西軍に攻撃されたが､半分焼け落ちながらも陥落
  を免れた/東軍側は一旦退却したが､畠山政長らの援軍を得て反撃に転じ､相国寺跡地に陣取っていた一色軍と
  六角高頼軍を急襲して打ち破り相国寺を奪回/しかし､再度孝景が率いる西軍の軍勢が相国寺の占拠に成功し､
  一旦休戦となった/西軍は相国寺の奪取により東軍を追い詰めたが､双方に多大な死傷者を出す消耗戦となっ
  た
1467年11月11日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｸﾞｳｫｸﾞﾌ公｢ﾍﾝﾘｰ9世the Older｣
1467年11月11日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾞｳｫｸﾞﾌ公｢ﾍﾝﾘｰ11世｣(~14760222死去)
1467年11月12日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<復位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｶｰﾙ8世｣(3期目~14700515死去62歳)
1467年11月21日-09:00|日本|静岡県藤枝市|応仁1年10月25日|藤原永春､大井大明神(岡部町青羽根)宝殿修造
1467年11月27日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ﾛﾃﾞﾘｺ･ﾄﾞ･ﾎﾞｰﾔ･ｲ･ｴｽｸﾘｰｳﾞｧ｣(~14721211
  )
1467年11月30日-09:00|日本|宮城県登米市|応仁1年11月4日|大崎教兼に唆された葛西清連(持信の弟)が登米郡
  吉田で葛西持信に反抗するが､敗れる
1467年12月4日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｼﾞｰ(ﾁｪﾙｹｽ)･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｻﾞｰﾋﾙ･ﾃｨﾑﾙﾌﾞｶﾞｰ｣(~14680131
  )
1468年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｻﾑﾄﾞﾗ･ﾊﾟｻｲ王国第13代ｽﾙﾀﾝ｢ｻﾞｲﾅﾙ･ｱﾋﾞﾃﾞｨﾝ3世｣(~1474年)
1468年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾏｼﾞｬﾊﾟﾋﾄ王国第12代国王｢ﾊﾞｰﾚ･ｹﾙﾀﾌﾞﾐ｣(~1478年)
1468年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾏﾚﾙｺﾄﾗ国前身国家が領地(ｼﾞｬｷﾞﾙ)として
1468年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾌﾞﾊﾗ･ﾊﾝ国ｼｬｲﾊﾞｰﾆｰ朝ﾊﾝ｢ｱﾌﾞﾙ=ﾊｲﾙ･ﾊﾝ｣
1468年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾋﾙﾘｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢Mohamed2世 Bavana Abaarana｣(~1480年)
1468年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾊﾗ･ﾊﾝ国ｼｬｲﾊﾞｰﾆｰ朝ﾊﾝ｢ｼｬｲﾌ･ﾊｲﾀﾞﾙ｣ｱﾌﾞﾙ=ﾊｲﾙの子(~1
  468年)
1468年-03:00|ｲﾗｸ/ｲﾗﾝ/ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<死去>黒羊朝ﾍﾞｲ｢ﾊｻﾝ･ｱﾘｰ｣
1468年-03:00|ｲﾗｸ/ｲﾗﾝ/ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>黒羊朝ﾍﾞｲ｢ﾐﾙｻﾞ･ﾕｰｽﾌ｣(~14691022死去､白羊朝により滅亡)
1468年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾔﾉｽ･ﾎﾟﾝｸﾞﾗｯﾁ｣(2回目)+｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ﾁｭﾎﾟﾙ｣(~1472年)
1468年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱのﾚｳﾞｧﾙ司令官｢ﾖﾊﾝ･ｳﾞｧﾙﾄﾊｳｽ･ﾌｫﾝ･ﾍｰﾙｾﾞ｣(~1470年)
1468年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｼﾞｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝朝第18代ｽﾙﾀﾝ｢ｻﾞｰﾋﾙ･ﾃｨﾑﾙﾌﾞｶﾞｰ｣(~同年廃位)→第19代ｽﾙﾀﾝ｢ｱ
  ｼｭﾗﾌ･ｶｰｲﾄﾊﾞｰｲ｣(~14960808息子に譲位)
1468年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<廃位>ﾌﾞﾙｼﾞｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝朝第17代ｽﾙﾀﾝ｢ｻﾞｰﾋﾙ･ﾔﾙﾊﾞｰｲ｣
1468年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱｽﾄｩﾘｱｽ公(ｽﾍﾟｲﾝ国王の推定相続人)｢ｲｻﾍﾞﾙ｣ｱﾙﾌｫﾝｿの姉.後のｶｽﾃｨｰﾘｬ女王ｲｻﾍﾞ
  ﾙ1世(~1470年~15041126)
1468年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのﾃﾞｭﾗｯﾂｫ執達吏･長官｢ｽﾃﾌｧﾉ･ﾏｸﾞﾘｵ｣(~1471年)
1468年-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾁﾘｱ領ﾏﾙﾀ副総督｢Tristano de Guevara｣(~1470年)
1468年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ｻﾞｲﾔｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ﾀｼｭﾌｨｰﾝ3世｣(~同年)⇒｢ｱﾌﾞｰ･ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ4世｣(~1504年)
1468年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ﾃﾞｭﾔﾑ･ﾊﾟﾊﾟﾘｯﾁ｣
1468年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島守護者｢Geoffrey Walsh｣(~14710414死去)
1468年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾊｰﾊﾞｰﾄ｣(~14690727死去)
1468年1月2日-09:00|日本|京都府京都市北区|応仁1年12月7日|東軍､船岡山の大内政弘を攻撃/攻略できず
1468年1月7日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢曺錫文｣(~8.4)
1468年1月8日-09:00|日本|滋賀県犬上郡豊郷町|応仁1年12月13日|京極持清､六角高頼方の高野瀬城を攻め落と
  す
1468年1月14日-09:00|日本|京都府京都市|応仁1年12月19日|乱で建仁寺塔頭･八坂塔･祇園社大門など焼亡
1468年1月17日-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞﾆｱ同盟総司令官｢ｼﾞｮﾝ･ｼﾞｪﾙｼﾞ･ｶｽﾄﾘｵﾃｨ｣(~14780615)
1468年1月19日-09:00|日本|茨城県|応仁1年12月24日|<死去>常陸守護｢佐竹義人｣(68歳)佐竹氏第12代当主
1468年1月25日-09:00|日本|愛知県田原市|応仁2年|普済寺13門派の一人潔堂義俊､常光寺(渥美町)開基
1468年1月25日-09:00|日本|静岡県磐田市|応仁2年|匂坂六郎左衛門重能､見取村蔵参寺を岩田村に移し岩田山蔵
  参寺と号す.物外禅師を開山とする
1468年1月25日-09:00|日本|三重県|応仁2年|<任命>伊賀国守護｢仁木政長｣(~永正6(1509)年死去)



1470迄(1502件)

1468年1月25日-08:00|中国|  ||明･成化4年|<死去>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾄﾞｰｽﾄ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣
1468年1月31日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｼﾞｰ(ﾁｪﾙｹｽ)･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱｼｭﾗﾌ･ｶｰｲﾄﾊﾞｰｲ｣(~14960807
  死去)
1468年2月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ=ﾍﾞﾙﾝﾌﾞﾙｸ侯｢Bernhard6世｣ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾃﾞｯｻｳ候に統合
1468年2月3日-09:00|日本|広島県|応仁2年1月10日|西軍の備後衆約六十人が東軍山名是豊に降参
1468年2月17日-09:00|日本|大阪府|応仁2年1月24日|西軍大内政弘の軍が摂津の諸郡を攻略
1468年2月21日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｧｲｱﾙ島ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Joss de Utra｣(⇒14821229ﾌｧｲｱﾙ島･
  ﾋﾟｺ島ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官~1495年)
1468年2月21日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<設立>ﾌｧｲｱﾙ島ﾄﾞﾅﾄﾘｱ
1468年2月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾄﾞｲﾂの発明家ﾖﾊﾈｽ･ｸﾞｰﾃﾝﾍﾞﾙｸﾞ(1400年~)活版印刷を発明､書物を機械的
  に製造するという新しい方法を開拓
1468年2月25日-09:00|日本|福井県|応仁2年2月2日|武田信賢が若狭に城郭を築く
1468年3月18日-09:00|日本|愛知県知多市|応仁2年2月24日|<補任>尾張国知多郡守護｢伊勢貞宗｣
1468年3月24日-09:00|日本|静岡県駿東郡長泉町|応仁2年3月|日安､円蔵寺(長泉町元長窪)を創建
1468年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾏﾘﾉ･ﾃﾞｨ･ﾍﾞﾝﾁｭﾘｰﾉ｣｢ﾏﾘﾉ･ｼﾞｬﾝｷﾞ｣
1468年4月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||全国三部会を開きﾄｩｰﾙ ,ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰが王領である事を認めさせる
1468年4月9日-09:00|日本|京都府京都市|応仁2年3月17日|<北大路烏丸の戦い>北小路烏丸で大内政弘勢と小早
  川熙平､毛利豊元の軍勢が合戦に及び､三百余が死傷
1468年4月12日-09:00|日本|兵庫県朝来市|応仁2年3月20日|丹波夜久野合戦で細川方内藤勢が山名方太田垣勢に
  敗れる
1468年4月13日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|応仁2年3月21日|<伏見の戦い>西軍主力の山名持豊(宗全)や畠
  山義就･大内政弘･斯波義廉らが京･伏見の稲荷山を攻める/稲荷山に拠る東軍･細川勝元の足軽大将で盗賊集団
  の首領･骨皮道賢が朝倉孝景(宗滴の父)に討たれる
1468年4月23日-09:00|日本|滋賀県近江八幡市|応仁2年4月1日|<第一次観音寺城の戦い>細川勝元率いる東軍に
  属していた京極持清の長男勝秀は六角高頼の居城観音寺城を攻撃し観音寺城の留守居役の伊庭行隆は敗れ城
  を明け渡した
1468年4月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ11世､王弟｢ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨ公｣ｼｬﾙﾙを｢ｷﾞｭｲｴﾝﾇ公｣に任命することで弟と和睦
1468年5月18日-09:00|日本|滋賀県近江八幡市|応仁2年4月26日|六角高頼方の山内政綱､六角政尭の長光寺城を
  攻め落とす
1468年5月22日-09:00|日本|福井県|応仁2年5月|斯波義敏方の軍勢､朝倉氏など西軍斯波義廉与党を国中から追
  い出す
1468年5月27日-09:00|日本|石川県加賀市|応仁2年5月6日|加賀で赤松方小寺氏の軍勢と富樫方額氏の軍勢が交
  戦し､赤松方が勝利
1468年6月20日-09:00|日本|静岡県湖西市|応仁2年6月1日|延兼山妙立寺(湖西市吉美)六世大乗院日典､小和波村
  (湖西市太田)に釈迦堂(後の妙安寺)建立
1468年6月26日-09:00|日本|愛知県津島市|応仁2年6月7日|尾張国津島社本社の仮殿遷宮が行われる
1468年7月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公ｼｬﾙﾙが､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ4世の妹のﾏｰｶﾞﾚｯﾄと再々婚
1468年7月23日-09:00|日本|京都府京都市|応仁2年7月4日|応仁･文明の乱で､吉田社･新長谷寺･浄蓮華院など焼
  亡
1468年7月24日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾜ王｢ﾃｨﾊﾄｩﾗ1世｣(~1480年8月)
1468年7月29日-09:00|日本|愛知県|応仁2年7月10日|<交替>尾張国守護｢斯波義廉｣解任⇒｢斯波松王丸(義寛)｣任
  命(~文亀元(1501)年)
1468年7月29日-09:00|日本|京都府京都市|応仁2年7月10日|<交替>幕府管領｢斯波義廉｣(西軍派)解任⇒｢細川勝
  元｣(東軍~文明5年(1473年)5月11日)
1468年7月29日-09:00|日本|静岡県|応仁2年7月10日|<交替>遠江国守護｢斯波義廉｣解任⇒｢斯波松王丸(義寛)｣任
  命(~文明3(1471)年)
1468年7月29日-09:00|日本|福井県|応仁2年7月10日|<交替>越前国守護｢斯波義廉｣解任⇒｢斯波松王丸(義寛)｣任
  命(~文明3(1471)年5月21日)
1468年8月4日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢李浚｣(~14690103)
1468年8月16日-09:00|日本|三重県鈴鹿市|応仁2年7月28日|北畠教具が土岐政康の上箕田城を攻略
1468年8月21日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|応仁2年8月4日|鎌倉､大風で寿福地･極楽寺の塔が転倒/青蓮院･聖
  護院など炎上
1468年8月21日-09:00|日本|京都府京都市|応仁2年8月4日|応仁･文明の乱で､青蓮院･若王子･法勝寺･聖護院など
  焼亡
1468年8月24日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ｻﾞﾗ･ﾔｺﾌﾞ･ﾍﾞｴﾃﾞ･ﾏﾘｱﾑ｣
1468年9月4日-09:00|日本|静岡県静岡市|応仁2年8月18日|由比にて一揆(両由比氏為光系と光茂系の争い)
1468年9月6日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ﾍﾞｴﾃﾞ･ﾏﾘｱﾑ･ｻﾞﾗ･ﾔｺﾌﾞ｣(~14780819死去)
1468年9月7日-09:00|日本|  ||応仁2年8月21日|神奈川･三重･兵庫に大風/極楽寺や寿福寺の十三重塔が転倒
1468年9月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾉﾙｳｪｰ|  |||ｼｪﾄﾗﾝﾄﾞ諸島はﾃﾞﾝﾏｰｸ-･ﾉﾙｳｪｰによってｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞに抵当に入れら
  れた
1468年9月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ11世のﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ侵攻を受けた｢ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｣ﾌﾗﾝｿﾜ2世､ﾌﾗﾝｽ西部のｱﾝｽﾆで
  ｢ｱﾝｽﾆ条約｣を結び､ﾌﾗﾝｽ王と和睦
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1468年9月11日-09:00|日本|京都府京都市右京区|応仁2年8月25日|東軍の細川勢が丹波から嵯峨に侵攻して西軍
  と合戦に及び､六､七十人ほどが戦死
1468年9月12日-09:00|日本|京都府京都市|応仁2年8月26日|法性寺に陣取る西軍を東軍が攻め､泉涌寺､妙法院を
  焼く
1468年9月20日-09:00|日本|京都府京都市右京区|応仁2年9月4日|西軍､仁和寺を焼く
1468年9月22日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･成化4年9月7日|<譲位>李氏朝鮮国王｢世祖｣上王となった(翌日に51
  歳で崩御)
1468年9月22日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･成化4年9月7日|<即位>李氏朝鮮国王｢睿宗｣(~14691231死去)
1468年9月22日-09:00|日本|岐阜県郡上市|応仁2年9月6日|篠脇城(大和町)東下野守氏教､美濃守護代斎藤妙椿に
  占拠される
1468年9月23日-09:00|日本|京都府京都市|応仁2年9月7日|応仁の乱､船岡山合戦により天龍寺･臨川寺･宝憧寺な
  ど焼亡
1468年9月23日-09:00|日本|京都府京都市北区|応仁2年9月7日|<船岡山の戦い>東軍･野田泰忠､嵐山･法輪寺を攻
  撃､西軍敗走/東軍､船岡山城を焼き退陣
1468年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ･ﾃﾞｨ･ﾏﾘﾉ･ｶﾙﾁｰﾆ｣｢ﾁｪｯｺ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾀﾞ･ｳﾞ
  ｧｯﾚ｣
1468年10月2日-09:00|日本|静岡県静岡市駿河区|応仁2年9月16日|<手越河原合戦>伊東伊賀入道道安祐遠､今川
  義忠にお供をして戦い､嫡子九郎祐範･弟修理進時氏･被官小北三郎祐貞･中間5人討死し､数人の負傷者を出す
1468年10月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||｢ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｣ｼｬﾙﾙ豪胆公(突進公)､ﾘｴｰｼﾞｭ市(現ﾍﾞﾙｷﾞｰ)が反旗を翻したとい
  う報を受け､ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ11世の身柄を拘束し､｢ﾍﾟﾛﾝﾇ条約｣を結ばせる/ﾌﾗﾝｽ北部の｢ﾋﾟｶﾙﾃﾞｨ全土｣を割譲させる/
  王弟｢ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨ公｣ｼｬﾙﾙには｢ｷﾞｭｲｴﾝﾇ｣ではなく､ﾌﾗﾝｽ北東部の｢ｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭ｣を与える
1468年10月16日-09:00|日本|福島県白河市|応仁2年10月|宗祇､白河へ下向｢白河紀行｣できる
1468年10月22日-09:00|日本|大阪府大阪市|応仁2年10月7日|<死去>摂津国西成郡守護｢細川持賢｣⇒｢細川政国｣
  が継ぐ(~文明14(1482)年)
1468年10月23日-09:00|日本|群馬県伊勢崎市|応仁2年10月8日|<綱取原合戦>新田方面から公方勢が西進､玉村方
  面からは総大将上杉顕定勢が東に進み毛呂島､綱取原で合戦､上杉軍が勝利
1468年10月26日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ突進公､ﾘｪｰｼﾞｭを蹂躙/ﾘｴｰｼﾞｭ公に対して蜂起したﾘｴｰｼﾞｭの
  町は四日間に渡る激烈な市街戦の果てに壊滅させられた
1468年11月6日-09:00|日本|京都府向日市|応仁2年10月22日|東軍･野田泰忠ら､鶏冠井(かいで)城の奪回を図る
  が奪回ならず
1468年11月28日-09:00|日本|福井県|応仁2年閏10月14日|斯波義厳､越前国に朝倉孝景を遣わし斯波義俊を討つ
1468年12月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>3代ﾆｰﾌﾞﾗ伯｢Juan Alonso de Guzman｣
1468年12月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>初代ﾒﾃﾞｨﾅ=ｼﾄﾞﾆｱ公｢ﾌｱﾝ･ｱﾛﾝｿ･ﾍﾟﾚｽ･ﾃﾞ･ｸﾞｽﾏﾝ･ｲ･ｽｱﾚｽ･ﾃﾞ･ﾌｨｹﾞﾛｱ･ｵﾛｽｺ｣
1468年12月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>2代ﾒﾃﾞｨﾅ=ｼﾄﾞﾆｱ公｢ｴﾝﾘｹ･ﾍﾟﾚｽ･ﾃﾞ･ｸﾞｽﾏﾝ･ｲ･ﾌｫﾝｾｶ｣(~1492年死去)先代の子
1468年12月13日-09:00|日本|滋賀県蒲生郡竜王町|応仁2年閏10月29日|高頼方の山内政綱､弓削において､六角政
  尭を破る/弓削の瑞光寺七堂伽藍は残らず焼失
1468年12月15日-09:00|日本|京都府京都市|応仁2年11月2日|かつての東軍大将足利義視が斯波義廉邸(武衛陣)
  に入り､西軍に迎えられる､将軍足利義視､管領斯波義廉で西幕府(西軍)体制の正当化をはかる
1468年12月18日-09:00|日本|滋賀県守山市|応仁2年11月5日|六角政尭､京極持清､六角高頼方の守山城を攻め落
  とす
1468年12月21日-09:00|日本|滋賀県近江八幡市|応仁2年11月8日|<第二次観音寺城の戦い>六角政堯と京極持清
  の連合軍は観音寺城を攻め落とすべく攻撃を開始,陣代山内政綱は防戦したが守り切ることができず火を放ち
  敗走
1469年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ﾚｱﾁｱ･ﾚｱﾐｰﾄﾋｯﾃｲ｣(~1475年)
1469年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<廃位>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ﾆﾔﾘﾔｲ･ﾘﾔﾐﾔﾄｩﾊﾞﾃｨｰ｣国内分裂
1469年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾏｰﾙﾜｰ･ｽﾙﾀｰﾝ朝(ﾊﾙｼﾞｰ朝)ｽﾙﾀｰﾝ｢ｷﾞﾔｰｽｯﾃﾞｨｰﾝ･ｼｬｰ｣(~1500年)
1469年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||ｷｬﾝﾃﾞｨ王国が始まる(あるいは､ｳﾀﾞﾗﾀ王国)
1469年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶｻﾞﾌ汗国ﾊﾝ｢ｼﾞｬﾆﾍﾞｸ･ﾊﾝ｣ﾊﾞﾗｸの子(~1480年死去)共治
1469年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾕｰﾇｽ｣ﾜｲｽの子(~1487年)
1469年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||ｶｻﾞﾌ人はｳｽﾞﾍﾞｸ汗国を破り､西部､北部､南東部を除く現在のｶｻﾞﾌｽﾀﾝの領土の大部
  分を占領
1469年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｶｼﾓﾌ･ﾊﾝ国(ｶｻﾞﾝ･ﾊﾝ国系)ﾊﾝ｢ｶｰｽｨﾑ｣
1469年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｶｼﾓﾌ･ﾊﾝ国(ｶｻﾞﾝ･ﾊﾝ国系)ﾊﾝ｢ﾀﾞｰﾆﾔｰﾙ｣ｶｰｽｨﾑの子(~1486年)
1469年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｼﾋﾞﾙ･ﾊｰﾝ｢ｻｲｲﾄﾞ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ(ｲﾊﾞｸ)｣(~1495年死去)
1469年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ﾀﾞ･ﾓﾘﾝ｣(~1472年)
1469年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｲｼｬｸ･ﾊﾟｼｬ｣(1期目~1472年)
1469年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｶﾗﾏﾆ朝ﾍﾞｲ｢Kasim Bey｣(~1483年)
1469年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｽﾞﾙ･ｶｰﾃﾞｨﾙ侯国がﾏﾑﾙｰｸ朝内に進出
1469年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾃﾞｯｻｳ候｢Albert5世｣
1469年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾊﾞｺﾞﾙｻﾞ伯｢ｱﾙﾌｫﾝｿ｣(~1485年)
1469年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾃｰﾇ公｢ｼｬﾙﾙ｣ﾍﾞﾘｰ公(~1472年)
1469年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ｽﾃｨﾊﾟﾝ･ﾐｸﾘｯﾁ｣
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1469年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<転封>ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ公｢ｼｬﾙﾙ2世｣⇒ｷﾞｭｲｴﾝﾇ(兄ﾙｲ11世により)
1469年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾊﾞｶﾝ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣(~1487年)
1469年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<剥奪>初代ｱﾗﾝ伯｢ﾄﾏｽ･ﾎﾞｲﾄﾞ｣
1469年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<即位>ｱｽﾃｶ第6代国王｢ｱｼｬﾔｶﾄﾙ｣(~1481年)
1469年1月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<復位>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国第7代ﾊﾝ｢ﾒﾝｸﾞﾘ1世ｷﾞﾚｲ｣(2期目~1475.3)
1469年1月3日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢朴元亨｣(~2.3)
1469年1月13日-09:00|日本|京都府|応仁2年12月|<任命>丹後国与謝郡守護｢摂津之親｣(~一時)
1469年1月13日-09:00|日本|滋賀県|応仁2年12月|<交替>近江国守護｢六角高頼｣解任⇒｢六角政堯｣(2度目~文明元
  (1469)年5月)
1469年1月14日-09:00|日本|京都府京都市|応仁2年12月2日|東軍の疾足(足軽)が洛中の西邑を焼く
1469年1月18日-09:00|日本|福岡県|応仁2年12月6日|<死去>筑前国守護｢少弐教頼｣大内氏の筑前守護代仁保盛安
  に筑前恰土郡の高祖城を攻めおとされ自決.遺児頼忠(のち政資)は対馬に逃れた逃れた
1469年1月18日-09:00|日本|福岡県|応仁2年12月6日|<任命>筑前国守護｢大内政弘｣(~明応4年9月18日(14951006)
  死去)
1469年2月4日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢韓明ｶｲ｣(~9.27)
1469年2月8日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾃｨﾑｰﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞｰ･ｻｲｰﾄﾞ｣ｳｽﾞﾝ･ﾊｻﾝとの戦いに敗れ捉えられる
  とｼｬｰ･ﾙﾌの曾孫で彼の政敵であったﾔｰﾄﾞｶﾞｰﾙ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞに引き渡され処刑された
1469年2月12日-09:00|日本|愛知県犬山市|応仁3年|室町幕府の管領斯波氏の家臣であった織田広近が尾張丹羽
  郡に木ノ下城(犬山城)築城/愛知県
1469年2月12日-09:00|日本|大阪府|応仁3年|<交替>和泉下半国守護｢細川頼久｣⇒｢細川持久｣(~文明15(1483)年)
1469年2月12日-09:00|日本|滋賀県大津市|応仁3年|蓮如が近江大津に顕証寺を建立
1469年2月12日-09:00|日本|長崎県壱岐市|応仁3年|<任命>壱岐国守護｢少弐政資｣(~不詳)
1469年2月12日-09:00|日本|北海道|応仁3年|再びｱｲﾇの蜂起起こる
1469年2月17日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾃｨﾑｰﾙ朝(ｻﾏﾙｶﾝﾄﾞ政権)ｱﾐｰﾙ｢ｽﾙﾀﾝ･ｱﾌﾏﾄﾞ｣ｱﾌﾞｰ･ｻｲｰﾄﾞの長男(~
  1494年死去)
1469年2月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾗｺﾞﾝ､英国､ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭが同盟
1469年3月23日-09:00|日本|広島県尾道市|応仁3年2月10日|山名是豊,小早川氏一族とともに,御調郡杉原苧原で
  山内豊成らの西軍を破る
1469年3月24日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾃｨﾑｰﾙ朝(ﾍﾗｰﾄ政権)ｱﾐｰﾙ｢ﾌｻｲﾝ･ﾊﾞｲｶﾗ｣(~15060504死去)
1469年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾞｱﾝｺ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ｣｢ｼﾓｰﾈ･ﾃﾞｨ･ﾏﾘﾉ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ｣
1469年4月7日-09:00|日本|群馬県太田市|応仁3年2月25日|岩松家純､金山城(太田市)を築く
1469年4月11日-09:00|日本|愛知県津島市|応仁3年2月29日|室町幕府の管領斯波氏の家臣であった織田広近が尾
  張丹羽郡に木ノ下城(犬山城)築城/愛知県
1469年4月12日-09:00|日本|静岡県掛川市|応仁3年3月|<死去>龍燈山法昌院開山通山玄達
1469年4月24日-09:00|日本|広島県|応仁3年3月13日|東西条郡代安富行房や安芸国人ら備後国の山名是豊の陣を
  攻落す
1469年4月27日-09:00|日本|京都府京都市左京区|応仁3年3月16日|<芝薬師堂の戦い>東軍･安富又次郎､西岡被官
  衆ら､芝薬師堂を攻撃/山名宗全の本陣まで攻め込むが､宗全軍の防戦により敗走
1469年5月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾃﾞｳﾞｫﾝ伯｢Humphrey Stafford｣(~8.17死去)
1469年5月3日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ対立王｢ﾏﾃｨｱｽ1世･ｺﾙｳﾞｨﾝ｣ﾊﾝｶﾞﾘｰ王ﾏｰﾁｬｰｼｭ1世(~14900406死去)兼ﾓﾗ
  ｳﾞｨｱ辺境伯(~14790721)
1469年5月12日-09:00|日本|京都府|応仁3年4月1日|<交替>丹後国守護｢一色義直｣(西軍)⇒｢武田信賢｣(~文明3年
  6月2日(14710620)死去)
1469年5月12日-09:00|日本|京都府|応仁3年4月1日|武田信賢の部将逸見･粟屋･温科氏ら､細川持賢の家臣天竺孫
  四郎とともに丹後に討ち入って一色義直を圧迫
1469年6月1日-09:00|日本|沖縄県|明･成化5年4月22日|<死去>琉球国王｢尚徳｣
1469年6月2日-09:00|日本|京都府京都市|応仁3年4月22日|<西岡の戦い(山城国)>谷の堂を根拠とする西岡国人
  衆は鶏冠井城に籠城する西軍を襲撃したが畠山義就が出撃､谷の堂は落とされ西岡国人衆は丹波へ逃亡.西岡
  を含む乙訓郡は西軍が制圧
1469年6月3日-09:00|日本|沖縄県|応仁3年4月23日|死去>琉球の中山王尚徳/29歳(誕生:嘉吉1(1441))/国人らは
  世嗣を認めず､金丸(尚円)を王に迎える(第2尚氏)
1469年6月8日-09:00|日本|  ||文明1年4月28日|｢文明｣に改元
1469年6月10日-09:00|日本|京都府京都市左京区|文明1年5月|若狭守護武田信賢､京と若狭の通行確保のため北
  白川に城郭を築く
1469年6月10日-09:00|日本|滋賀県|文明1年5月|<交替>近江国守護｢六角政堯｣解任⇒｢京極持清｣(~文明2年8月4
  日(14700830)死去)
1469年6月10日-09:00|日本|滋賀県近江八幡市|文明1年5月|<第三次観音寺城の戦い(近江国)>六角高頼は焼亡破
  却された観音寺城を修築して拠る/京極持清､六角政尭が攻撃するが､撃退
1469年6月10日-09:00|日本|福岡県太宰府市|文明1年5月|少弐政資,ふたたび太宰府奪回
1469年6月21日-09:00|日本|岐阜県|文明1年5月12日|斎藤妙椿(59)が東常縁の詠歌に感じて､美濃の侵略地を返
  還
1469年7月9日-09:00|日本|愛知県知多郡南知多町|文明1年6月|千葉教胤は大村日向守家親を討伐のため藤津に
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  兵を出したが戦わずに逃げ帰る/教胤の兵船が大町沖にさしかかった折､暴風がにわかにおこり教胤は溺死
1469年7月24日-09:00|日本|大阪府|文明1年6月16日|大内政弘が摂津へ向かい東軍の拠点を殆ど奪い取り山城周
  辺は西軍に押さえられた
1469年7月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾖｰｸ家派の領袖ｳｫﾘｯｸ伯が裏切って兵を起こし､ﾖｰｸ家の国王ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ4世を逮捕
  /しかしｳｫﾘｯｸ伯は国内の混乱をおさめ切れず､9月にｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ4世を釈放することになる
1469年7月26日-09:00|日本|愛媛県南宇和郡愛南町|文明1年6月18日|興禅寺の宗念､宇和郡篠山神宮寺の不動明
  王像を造らせる
1469年7月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾊｰﾊﾞｰﾄ｣
1469年7月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾊｰﾊﾞｰﾄ｣(~1479年)
1469年8月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｻﾝ･ﾐｯｼｪﾙ騎士団を作る/最高位の諸公達から選ばれた騎士団員に対し金の貝殻
  を紐で結んで作った首飾りを贈った
1469年8月7日-09:00|日本|沖縄県|明･成化5年7月|<即位>琉球国王｢尚円｣(~成化12年7月28日(14760817)死去)琉
  球(首里城)統一
1469年8月15日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ﾖﾊﾝ･ﾌｫﾝ･ﾒﾝｹﾞﾃﾞ･ｵｽﾄﾎｰﾌ将軍｣
1469年8月15日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長代行｢ﾖﾊﾝ･ﾌｫﾝ･ｸﾘｯｹﾝﾍﾞｯｸ｣(~14700107)
1469年8月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｳﾞｫﾝ伯｢Humphrey Stafford｣
1469年8月17日-09:00|日本|京都府京都市|文明1年7月10日|応仁･文明の乱で､東軍により清水寺･建仁寺･建仁寺
  など焼亡
1469年8月19日-09:00|日本|大分県|文明1年7月12日|<補任>豊後国守護｢大友親繁｣/親繁は対馬に逃れていた少
  弐頼忠らとともに大内教幸を擁して豊前や筑前･肥前に攻め入りる
1469年9月1日-09:00|日本|滋賀県東近江市|文明1年7月25日|京極持清方､高頼方の愛知郡押立城を攻め落とす
1469年9月6日-09:00|日本|滋賀県東近江市|文明1年8月初め|京極持清方､高頼方の神崎郡梁瀬城を攻め落とす
1469年9月18日-09:00|日本|高知県|文明1年8月13日|雪舟らが乗り込む遣明船が帰国/摂津が大内氏に占拠され
  たため土佐に入港
1469年9月23日-09:00|日本|兵庫県神崎郡福崎町|文明1年8月18日|持清方の多賀高忠､高頼方の山内政綱の守る
  金剛寺城を攻め落とす/この時､甲賀武士佐治一族､活躍するが､部下の戦死者も多く､佐治越前守為重の息子も
  戦死
1469年9月25日-09:00|日本|滋賀県近江八幡市|文明1年8月20日|京極方の多賀高忠､高頼方の慈恩寺城も破る
1469年9月27日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢洪允成｣(~14700506)
1469年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾞﾙﾄﾛ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ｣｢ﾒﾈｯﾄ･ﾃﾞｨ･ﾒﾈｯﾄ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣
1469年10月1日-09:00|日本|滋賀県近江八幡市|文明1年8月26日|京極方の多賀高忠､観音寺城下石寺において高
  頼方を破る
1469年10月19日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ､ｶｽﾃｨﾘｬ王女のｲｻﾞﾍﾞﾙ(18)とｱﾗｺﾞﾝ王子のﾌｴﾙﾅﾝﾄﾞ(17)がﾊﾞﾘｬﾄﾞﾘｰﾄﾞで
  結婚/ｽﾍﾟｲﾝ王国の基礎が築かれる
1469年10月22日-03:00|ｲﾗｸ/ｲﾗﾝ/ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<死去>黒羊朝ﾍﾞｲ｢ﾐﾙｻﾞ･ﾕｰｽﾌ｣白羊朝により滅亡
1469年10月26日-09:00|日本|岡山県新見市|文明1年9月21日|備中新見荘の百姓が､代官寺町又三郎の入部に反対
  して一揆を起こす
1469年11月19日-09:00|日本|兵庫県神戸市兵庫区|文明1年10月16日|東軍山名是豊･赤松政秀ら大内政弘の兵を
  兵庫で撃破
1469年11月19日-09:00|日本|広島県|文明1年10月16日|これより先,備後国で土一揆蜂起し徳政を要求/宮田教言
  ,仁保弘有の合力を得てこれを鎮圧
1469年11月20日-09:00|日本|兵庫県神戸市兵庫区|文明1年10月17日|一条政房､兵庫で東軍に殺される
1469年12月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌｨﾚﾝﾂｪのｼﾆｮｰﾚ｢ﾋﾟｴﾛ･ﾃﾞ･ﾒﾃﾞｨﾁ(ｲﾙ･ｺﾞｯﾄｰｿ)｣
1469年12月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌｨﾚﾝﾂｪのｼﾆｮｰﾚ｢ﾛﾚﾝﾂｫ･ﾃﾞ･ﾒﾃﾞｨﾁ(ｲﾙ･ﾏﾆﾌｨｺ)｣(~14920408死去)
1469年12月24日-09:00|日本|奈良県|文明1年11月21日|南朝皇子の末裔が吉野と熊野で蜂起
1469年12月31日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･成化5年11月28日|<死去>李氏朝鮮国王｢睿宗｣19歳
1469年12月31日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･成化5年11月28日|<即位>李氏朝鮮国王｢成宗｣(~14950120死去)
1470年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾊﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ｣(~1475年没)
1470年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾗﾀﾞｯｸ国ﾅﾑﾙｷﾞｬﾙ王朝
1470年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｺｰｯﾃ王国国王｢Bhuvanaikabahu6世｣(~1478年)
1470年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱのﾚｳﾞｧﾙ司令官代行｢ｴﾙｳﾞｨﾝﾄ･ﾌｫﾝ･ﾍﾞﾗｰｽﾊｲﾑ大尉｣(~同年)⇒｢ﾃﾞｨｰﾄ
  ﾘｯﾋ･ﾌｫﾝ･ﾃﾞｱ･ﾄﾞﾙﾈﾌﾞﾙｸ｣(~1471年)
1470年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾗﾏﾀﾞﾆｽﾞ･ﾊﾝ｢Omer･ﾍﾞｲ｣(~1485年)
1470年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙに､ﾌｧｰﾃｨﾋ･ﾓｽｸが建設
1470年-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｷﾌﾟﾛｽ王国は相続者を欠いたことから断絶し､ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国がｷﾌﾟﾛｽを植民地と
  して手に入れた
1470年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<再任>ｱｽﾄｩﾘｱｽ公(ｽﾍﾟｲﾝ国王の推定相続人)｢ﾌｱﾅ｣ｲｻﾍﾞﾙ1世の姪.後のﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王妃(~14
  75年~15300212死去)
1470年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾌﾞﾗｼﾞｭ･ﾎﾟﾄﾞﾏﾆｯｷ｣ｽﾗｳﾞｫﾆｱ･ﾊﾞﾝ(1回目~1472年)
1470年-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾁﾘｱ領ﾏﾙﾀ副総督｢Giorgio de Xabica｣(1期目~1471年)
1470年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｱﾔｽﾞ･ﾍﾞｲ｣(1回目~1474年)
1470年-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<即位>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ﾝｼﾞﾝｶﾞ･ｱ･ﾝｸｳ(14910523



1470迄(1502件)

  よりﾖﾊﾈ1世)｣(~1509年没)
1470年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｴﾛﾙ伯｢ﾆｺﾗｽ･ﾍｲ｣
1470年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｴﾛﾙ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾍｲ｣(~15070114死去)
1470年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ﾋﾝﾘｯｸ･ｹﾌﾟｹﾝ｣(~?)
1470年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｸﾞﾗｼｵｰｻﾞ島ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Duarte Barreto do Couto｣(~1475年死去
  )
1470年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<設立>ｸﾞﾗｼｵｰｻﾞ島ﾄﾞﾅﾄﾘｱ
1470年 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ｲﾝｶ皇帝となったTupac Yupanqui,北ﾍﾟﾙｰのﾁﾑｰ帝国を征服/その後ﾛﾊのﾊﾟﾙﾀ王
  国も手中に収める/中南部を支配するｶﾆｬﾘｽ王国(現ｶﾆｬﾙ州ｲﾝｶﾞﾋﾟﾙｶ)と,激戦の末に和睦
1470年1月3日-09:00|日本|兵庫県姫路市|文明1年12月|東軍･細川勝元に与する赤松政則が置塩城を築城
1470年1月3日-09:00|日本|福岡県太宰府市|文明1年12月|大内軍は大宰府の少弐政資を包囲/戦いは翌文明2年に
  持ちこされ､大内軍は筑前の根拠城に引揚げた
1470年1月3日-09:00|日本|福岡県行橋市|文明1年12月|大内政弘は大軍を九州に派遣して反旗を飜へした大内道
  頓(教幸)を豊前の馬岳城に攻め､これを自刃に追いやった
1470年1月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞｯﾄﾞﾌｫｰﾄﾞ公｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾈｳﾞｨﾙ｣初代ﾓﾝﾀｰｷﾞｭ侯の長男(~1478.3剥奪)
1470年1月7日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ﾖﾊﾝ･ｳﾞｫﾙﾄｩｽ･ﾌｫﾝ･ﾍﾙｾﾞ｣(~1471年10月)
1470年2月1日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･洪徳1年|大越･洪徳と改元(-1497)
1470年2月2日-09:00|日本|愛知県北設楽郡設楽町|文明2年|菅沼定信､田峯に築城し､城鎮護の為同地の高勝寺に
  十一面観音を勧請し､日光寺を再興し菩提寺とする
1470年2月2日-09:00|日本|群馬県利根郡みなかみ町|文明2年|大友憲義(恕林長忠)､一州正伊(雙林寺二世)を開
  山にして下牧(月夜野町)に玉泉寺を創建
1470年2月2日-09:00|日本|佐賀県|文明2年|<任命>肥前国守護｢少弐政資｣(~明応2(1493)年)
1470年2月2日-09:00|日本|滋賀県東近江市|文明2年|八幡村に永源寺が開創
1470年2月2日-09:00|日本|静岡県|文明2年|遠江守護今川義忠は幕府に仕える伊勢盛定の娘北川殿と結婚(北川
  殿･伊勢盛時(早雲)の父である伊勢盛定は今川家との申次衆だった)
1470年2月2日-09:00|日本|静岡県袋井市|文明2年|曹洞宗月見山観正寺(山科)創立
1470年2月2日-09:00|日本|静岡県富士宮市|文明2年|沼久保山本妙寺(沼久保)京都本法寺開山日親の弟子貞元院
  日悦によって開創
1470年2月2日-09:00|日本|静岡県焼津市|文明2年|太田道灌､大井浅間神社(本中根)創祀
1470年2月2日-09:00|日本|長崎県壱岐市|文明2年|天山瑞石和尚が医王山三光寺を勝本浦坂[坂本触]に開く
1470年2月2日-09:00|日本|山口県周南市|文明2年|陶弘護により若山城が築かれる
1470年2月15日-09:00|日本|京都府乙訓郡大山崎町|文明2年1月14日|西軍山名勢､鳥取尾山城の山名是豊を攻め
  るも敗北
1470年2月16日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾍﾝﾘｯｸ･ﾃﾞｨｸﾋﾞｱがﾒｰｹﾞﾝをｷﾞ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾘﾐｭｰに売却
1470年2月20日-09:00|日本|大阪府茨木市|文明2年1月19日|これより先,山名是豊ら摂津国に打入り三宅城を囲
  む/大内政弘軍これを大破し吹田城以下を攻略
1470年2月21日-09:00|日本|鹿児島県|文明2年1月20日|<死去>薩摩･大隅･日向国守護｢島津忠国｣(島津氏第9代当
  主,享年64)｢島津忠国｣⇒次男の｢島津立久｣が継ぐ(~文明6年4月1日(14740426)死去)
1470年3月3日-09:00|日本|愛知県岡崎市|文明2年2月1日|<死去>三河国龍渓院開山盧嶽等都
1470年3月11日-09:00|日本|福岡県|文明2年2月9日|<大内道頓の乱(安芸国､石見国､長門国)>筑前守護代大内道
  頓は細川勝元側につき山名宗全側の大内政弘に反旗を飜がえし政弘の派遣した討伐軍と北九州各地で戦争状
  態をひきおこした
1470年3月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||国王ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ4世が､ｽﾀﾝﾌｫｰﾄﾞ付近の戦いで反乱軍を一蹴/反乱の指導者がｳｵﾘｯ
  ｸ伯の陰謀が洩らされる
1470年3月14日-09:00|日本|滋賀県近江八幡市|文明2年2月12日|京極方の多賀高忠､観音寺城馬場において高頼
  方を破る
1470年3月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾟｰｼｰ｣3代伯の子(~14890428死去)
1470年3月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<変更>ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾈｳﾞｨﾙ｣ﾊﾟｰｼｰ家に返還⇒ﾓﾝﾀｰｷﾞｭ侯(~14710414剥奪
  )
1470年4月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ｳｰﾁｪｽﾀｰ伯ｼﾞｮﾝ･ﾃｨﾌﾟﾄﾌﾄ｣
1470年4月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ･ｻｯﾄﾝ卿｣(~7月)
1470年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ﾃﾞｨ･ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾊﾟｵﾛ･ﾃﾞｨ･ｱﾝｼﾞｪﾛ･ﾃﾞｨ･
  ｼｵﾉ｣
1470年4月2日-09:00|日本|山口県|文明2年3月|<大内道頓の乱(安芸国､石見国､長門国)>大内道頓､西軍･大内政
  弘に従っている重臣･陶弘護と仁保盛安を調略/仁保盛安が東軍に寝返る
1470年4月9日-09:00|日本|和歌山県|文明2年3月8日|応仁の乱の硬直化の様相のなか､南朝の遺臣たちが小倉宮
  王子を奉じて紀州で挙兵
1470年5月6日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢尹子雲｣(~14711204)
1470年5月15日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｶｰﾙ8世｣62歳
1470年5月16日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国摂政｢大ｽﾃﾝ･ｽﾄｩｰﾚ｣(~14971006)
1470年5月26日-09:00|日本|山口県|文明2年4月26日|大内政弘に従っていた仁保盛安の子･十郎も東軍に寝返る
1470年5月30日-09:00|日本|京都府京都市右京区|文明2年4月30日|高山寺焼亡
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1470年5月31日-09:00|日本|滋賀県|文明2年5月|高頼の被官､島郷､望月､村島､服部､大原ら甲賀武士たち､多賀高
  忠の兵に敗れる｡望月､村島､服部五郎左衛門､大原ら討ち取られ､佐治美作守為定も戦死
1470年6月18日-09:00|日本|山口県|文明2年5月19日|西軍の大内政弘の配下の仁保弘有と宗全の子･山名政豊が
  東軍に呼応
1470年6月19日-09:00|日本|大阪府茨木市|文明2年5月20日|東軍の野田泰忠や薬師寺与次らが摂津国茨木城を攻
  略
1470年6月21日-09:00|日本|  ||文明2年5月22日|<死去>観世政盛(42歳)能役者
1470年6月29日-09:00|日本|青森県南津軽郡藤崎町|文明2年6月|陸奥の檜山安東氏安東政季(師季)が失地回復を
  図り南部領津軽に討入り､藤崎城を攻めるが失敗
1470年7月-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝ﾒﾌﾒﾄ2世がｳﾞｪﾈﾁｱ領ｴｳﾎﾞｲｱを占領
1470年7月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王｢ｳｰﾁｪｽﾀｰ伯ｼﾞｮﾝ･ﾃｨﾌﾟﾄﾌﾄ｣(~10.18)
1470年7月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾈｸﾞﾛﾎﾟﾝﾃ陥落
1470年7月12日-09:00|日本|京都府京都市|文明2年6月14日|賀茂社､祇園社焼亡
1470年7月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾊﾝﾄﾘｰ伯｢ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣
1470年7月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾊﾝﾄﾘｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣(~15010608死去)
1470年7月16日-09:00|日本|山口県下関市|文明2年6月18日|西軍の筑前国･麻生弘家の一族麻生家延が東軍･大内
  道頓に呼応し､弘家の被官を討つ
1470年7月28日-09:00|日本|愛知県津島市|文明2年7月|僧相阿､尾張国蓮台寺に一向上人坐像を造立
1470年8月11日-09:00|日本|大分県|文明2年7月15日|<死去>｢大友親隆｣(不明)前豊後守護
1470年8月15日-09:00|日本|京都府京都市山科区|文明2年7月19日|応仁･文明の乱で､西軍･大内政弘軍が勧修寺
  兵火に遭う
1470年8月15日-09:00|日本|京都府京都市山科区|文明2年7月19日|山科の若狭守護武田氏の陣が西軍大内正弘の
  軍に攻められ､重臣逸見繁経討死
1470年8月16日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|文明2年7月20日|応仁･文明の乱で､西軍･大内政弘軍が醍醐寺
  兵火に遭う.三宝院焼亡
1470年8月19日-09:00|日本|京都府宇治市|文明2年7月23日|東軍･宇治の真木島氏､宇治大路氏ら､西軍に降伏
1470年8月21日-09:00|日本|京都府相楽郡南山城村|文明2年7月25日|大内政弘が南山城を制圧
1470年8月26日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･洪徳1年8月|ﾁｬﾝﾊﾟのﾁｬ･ﾄｱﾝ国王が陸,海路から10万の軍勢で大越(現在の
  ﾌｴ当たり)に侵攻を開始
1470年8月30日-09:00|日本|大阪府|文明2年8月4日|畠山義就は越智家栄らを従えて若江城と南の誉田城を包囲
  したが,いずれも落とせず撤退
1470年8月30日-09:00|日本|島根県|文明2年8月4日|<死去>出雲･隠岐･飛騨･近江国守護｢京極持清｣病死/享年64
  ⇒孫の｢京極孫童子丸｣が継ぐ(~文明3(1471)年死去)
1470年9月5日-09:00|日本|京都府京都市|文明2年8月10日|<就任>関白｢二条政嗣｣(~文明8年5月13日)
1470年9月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾗﾝｶｽﾀｰ家とｳｫﾘｯｸ伯派の連合軍がﾀﾞｰﾄﾏｽとﾌﾟﾘｽﾏに上陸
1470年9月18日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｳﾞｨｾﾞｳ公･ﾍﾞｰｼﾞｬ公｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ｣ｳﾞｨｾﾞｳ公
1470年9月18日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｳﾞｨｾﾞｳ公･ﾍﾞｰｼﾞｬ公｢ｼﾞｮｱﾝ｣(~1472年死去)ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞの息子
1470年9月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ連邦大法官｢ﾖｰｸ大司教ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾈｳﾞｨﾙ｣(2期目~14710304以降)
1470年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｧﾌﾞﾘﾂｨｵ･ﾃﾞｨ･ﾋﾟｴｰﾙ･ﾚｵｰﾈ･ｺﾙﾍﾞｯﾘ｣｢ﾘｯﾁｵ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾞﾚ
  ｱ｣
1470年10月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<退位>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王国国王｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ4世｣(~14830409死去40歳)
1470年10月13日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ｷﾙﾃﾞｱ伯爵ﾄｰﾏｽ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣(4回目⇒147
  8年2月､副王~14780325)
1470年10月16日-09:00|日本|滋賀県|文明2年9月22日|京極氏の被官で東軍細川方の多賀高忠が西軍六角高頼に
  敗れ､近江国が西軍の勢力下になる
1470年10月18日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ｷﾙﾃﾞｱ伯爵ﾄｰﾏｽ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣(3回目~1471
  年4月)
1470年10月26日-09:00|日本|京都府京都市上京区|文明2年10月3日|京都の相国寺に落雷があり､七重の塔が焼失
1470年10月28日-09:00|日本|福井県|文明2年10月5日|畠山義就の養子政国(総州家),義就の命により越前で殺害
  される
1470年10月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<復位>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王｢ﾍﾝﾘｰ6世｣(~14710411退位~14710521殺害される49歳)
1470年11月8日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾐﾊｲﾙ･ｵﾚﾘｺｳﾞｨﾁ｣(対立元首~14710315)
1470年11月23日-09:00|日本|佐賀県小城市|文明2年11月|中村は少弐の援軍のくる前にと､岩部の陣へ討って出
  た/中村の必死の奮戦も土民の蜂起と少弐の後楯に意気のあがる岩部軍には勝てず､大将中村は乱戦に討死し､
  中村軍は牛頭城に逃げ帰った
1470年11月23日-09:00|日本|滋賀県蒲生郡日野町|文明2年11月|多賀高忠､蒲生郡八丁原において､高頼軍を破る
1470年12月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｶﾗﾌﾞﾘｱ公(ﾅﾎﾟﾘ王の推定相続人の称号)｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ｣兼ﾛﾚｰﾇ公｢ｼﾞｬﾝ2世｣
1470年12月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾛﾚｰﾇ(ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ)公｢ｼﾞｬﾝ2世｣46歳
1470年12月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾛﾚｰﾇ(ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ)公･ｶﾗﾌﾞﾘｱ公(ﾅﾎﾟﾘ王の推定相続人の称号)｢ﾆｺﾗ1
  世｣ｼﾞｬﾝ2世の息子(~14730727死去)
1470年12月21日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||聖ﾄｰﾏｽの日にﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙのﾍﾟﾛ･ﾃﾞ･ｴｽｺﾗｰﾙがｻﾝﾄﾒ島発見領有宣
  言
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1470年12月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾐﾗﾉとﾌｨﾚﾝﾂｪに25年間の同盟更新､ﾅﾎﾟﾘ王国も加入
1470年12月28日-09:00|日本|奈良県|文明2年12月6日|畠山政長吉野朝の余裔日尊を弑す


